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　　　　　　　　　　　刊行のことば

　本書は，昭和42年度における研多丘および事業の経過について述べたもので

ある。

　42年度に刊行したものは次の通りである。

　　　　日フ1～こ霧書言吾地隠K3）　（幸艮告30－3）

　　　　電子計算機による国語研究　（幸1浩31）

　　　　社会構造と書語との麗係についての基礎的研究（1）（報告32）

　　　　國語年鑑（昭和42年版）

　　　昭和潅3年二101」’／

　　　　　　　　　　　　　　　　　囚立国語研究所長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩　淵　悦　太　郎
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昭和42年度の調査研究のあらまし

本年度の研究山陽および分担は次の通りである。

　（1）現代語の文法の研究

　（2）全国方雷文法の対比研究

　（3）語の意昧用法の記述的研究一動詞・形容詞等一

　　（4）摂本言語地図の作成のための研究

　　⑤　中学生の言語習得に関する研究一漢字習得一

　　（6）就学前旧訳の書語能力に関する全癒調査

　　（7）言語の表現機能と伝達効果の研究

　　（8）明治時代語の研究

　　（9）論語情報処理に関する基礎的研究

　　⑩　社会構造と言語との関係についての基礎的研究

　　⑪　現代語の表記法に関する研究

　　⑫　電子計箕面による語彙調査

　　a3）

（1）現代語の丈法の研究・・…

　ヨソ資料集の作成jを進めたほか，

話しことば研究室

　　　’ノ

書きことば研究室

地方言語研究室

国語教育研究室

　　　tt

語語効果研究室

近代語研究室

第1資料研究室

第2資料研究室

第3資料研究室

言語計量調査室

　　　　国語および国語問題に関する資料・情報の調査研究

　　　　　　　　　　　　・前年度に引き続き「語順の研究∬イソトネーシ

　　　　　　　　　　　　　　　　さらに，本年度から「現代臼本語の文

　法の記述的研究一動詞のvoice等の研究」に着手した。

（2）全国方言文法の対比研究……前年度，地方言語研究室が担当していた研

　究を引ぎ継いだもので，42年度は，前年度の準備調査を参考にしたうえ

　で，本調査を行なった。

（3）語の意味・用法の記述的研究一動詞・形容詞等一・…・・佃々の語の意

　味・用法についてのくわしい記述は前年度で打ち切り，42年度から2～3

　年の計画で，意味上グループをなす語の体系的な分析，記述にとりかかっ

　た。

（4）N本言語地図の作成のための研究……「日本簿語地図」第3集r入に関

　　　　　　　　　　　　　　一　1　一



　する名詞など」の地図50面を作成した。

（5）中学生の言語醤得に関する研究一漢字習得一……前年度までに生徒

　を対象とする調査，学校における漢字学習指導の実態調査が終了したの

　で，その結果の整理・分析にあたった。また，漢字習得の要因をさぐるた

　め，使用教科書（全教科）の漢字提出状況調査に着手した。

⑥　就学前児童の言語能力に関する全心調査……特操研究として本年度から

　3年計醸で実施する。第1年忌は「文字力の調査」で，東京・東北・近畿

　地方の3ブロック，122の幼稚園に協力を依頼1，4歳児，5歳児2，235名を

　対象にひらがなの読み書きテストを行ない，あわせて幼稚園・家庭に対し

　てアンケート調査を実施．文字習得の要点調査を行なった。

〈7）言語の表現機能と伝達効果の研究……「言語表現における場面の効果の

　研究」と「文の形成過程にあらわれる伝達機能の発達の研究」とに分かれ

　る。前者は，前年度に引き続き、文における主語の役割を調べるための文

　カードの追加と．小藩関係の分析とを行なった。後者は第3年目で，前年

　度に録音・文宇化した年長児の話しことばをカード化し，　「幼稚園のこと

　ば資料置」を作成するとともに．幼児の構文について分析を進めた。

〈8）明治時代語の研究……本年度は，明治以後の漢語の変遷に関する調査研

　究を目的として，明治初期の漢語辞書類の索引作成と，ふりがな付き漢字

　語の用例採集および近代語研究資料の調査を行なった。

〈9）言語同報処理に関する基礎的研究……前年度の「電子計鋒機による話し

　ことば資料の分析・処理の研究」を継続したもので，本年度は，テキスト

　の作成，プログラムの開発，データの処理等を行なって，各種語彙表の作

　成にまで進んだ。

⑳　三会構造と言語との閣係についての基礎的研究……諏了年度に引き続ぎ，
　　　　ほばら　　　　　　　　　　　もにわ

　福島県保原地区および茂庭地区について，音韻体系と文法体系の調査を，

　爾接調査と録音資料の分析とによって行なった。また，社会構造と方言語

　彙との関係をみるために，親族語彙特に同族団関係の語彙を中心に調査し

　た。

　　　　　　　　　　　　　　　一　2　一



⑪　現代語の表記法に関する研究……「文字使用の実態調査］と「新聞語彙

　調査に伴う漢字および表記の研究」とに分かれる○前者は，前年度末の中

　学生を被験者とする送りがな調査に引き続き，高校生・大学生・公務員・

　教員等総計約三千人を被験者とする本調査を実施し，完了と同時にその集

　計作業にはいった。この集計は，電子計算機によって行なうもので，本年

　度じゆうに集計用プPグラムを一部完成し，また，それによるデータ処理

　を行なった。後者は，本年度からの新規の研究項目で，第一資料研究蜜と

　言語計量調査室が実施している新聞語彙調査のうち，漢字および表記の調

　査研究を行なうものである。本年度は，準備的段階として，電子計算機に

　よる処理：方法の研究，ならびに，長単位語データによる漢字調査の機械処

　理システムの設計およびプログラムの作成等を行なった。

⑫電子計算機による語彙調査……前年度に引き続き，新聞語彙調査の作業

　を実施し，1紙朝刊半年分の長単位語データを処理して，五十音順，出典

　つき語彙表をはじめ，いくつかの語彙表を作成した。また，同じく1紙朝

　刊半年分のデータについて，短単位語の処理に必要な諸作業を完了した。

鋼　国語および国語問題に関する資料・情報の調査研究……例年の通り新聞

　・雑誌。単行本について調査を行ない，『国語年鑑』の資料として整埋し

　た。

　本年度の研究組織は次の通りである。（昭和42年4月1日現在）

◇第1研究部　　部長

　話しことば研究室

　書きことば研究室

　地方言語研究室

◇第2研究部　　部長

　躍語教育研究室

言語効果研究室

　大石初太郎

上村　幸雄（室長）

西尾　寅弥（室長：）

野元　菊雄（室長）

高田　　誠

　輿水　　実

芦沢　　節（室長）

天野　　清　　中村

高橋　太郎（室長）

　　　　一　3　一

鈴木　重幸

宮島　達夫

徳州　宗賢　　加藤　正信

村石　昭三　　根本今朝男

　明

大久保　愛



〈〉第3研究普「S　　部長

　近代語研究室

◇第4研究部　　部長

　第1資料研究室

第2資料研究室

第3資料研究室

言語計：量調査壼

　見坊　豪紀

冤坊　　揚芝糸己　（室長）

　林　　　大

林　　四郎（蜜長）

田中　章夫

飯豊　毅一（室長）

斎賀　秀夫（室長）

林　　四郎（室長）

飛田　良文

石綿　敏雄　　南　　不二男

渡辺　友左　　高田

土屋　信一　　野村

斎藤秀紀　　木村

正治

雅夫

　繁
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現代語の交法の研究

A　E的・意義

　現代E体語の文法を．その個別的な問題の調査分析にもとづいて，文や句

や文節の構成など，文法の各分野ごとに組織的に記述することを目ざす。

　従来，この研究室で扱ってき’た話しことば資料（日常談話等および映画シ

ナリオ）による文法研究の継続のものを含むとともに，書きことば資料に関

しても調査研究を行ない，また．一部については各地方言の交法との対比酌

調査研究をも行なう。これらによって，現代東京語（ないしは共逓語）を中

心とする現代臼木語の文法を，重要な鰯別的問題の調査のうえに．体系的に

研究し記述しようとするものであって，いままでの文法研究の手うすな分野

を闇製し，国語教育や岡語改善などの実践上の問題に対しても寄与するとこ

ろがあることを期する。

B　担 当 者

鈴木重幸が損当し，衛藤蓉子が作業を助けた。

C　本年度の作業

本年度はつぎのことを行なった。

1．　語順等の研究（第5年度）

2．現代臼本語の文法の記述的研究～動詞のvoice等の研究一（第1

　年度）

3．　イントネーション資料集の印劇

以上のうち，3は前年度に宮地裕がまとめておいたものである。

1．　語順等の研究

映画シナリオの会話文による語1順およびそれに関連するシンタクス上の闊

　　　　　　　　　　　　　　一　5　一



題の第5年度として，調査結果の一部を第一次原稿としてまとめた。その臼

次は次のとおり。

　　　　1．　特定の成分に注漏した調査

　　　　1．！　述語との関係

　　　　L／．1主語と述語

　　　　1．1．2　補語と述語

　　　　1ほ．3　a的語と述語

　　　　1．2　主語との関係

　　　　1．2．1主語と補語

　　　　1．2．2　主旨吾とEl的語

　　　　1．3補語と匿i的語

　　　　1．4　目駒語相互の関係

　　　　1．5　連用語との関係

　　　　L5ほ　連用語と述語

　　　　L5．2　タ肇用語と主言吾

　　　　1．5．3連用語と補語

　　　　1。5．4　連用語と目的語

　　　　1．6　状況語との関係

　　　　1．6．1状況語と述語

　　　　1．6．2　状況語と主語

　　　　1．6．3　状況語と補語

　　　　1．6．4　状況語と1ヨ的語

　　　　1．6．5　状況語と連用語

　　　　2．　特定の特徴に注19した調査

　　　　2．1　成分の倒置

　　　　2．2　成分のとりたて

　2・現代配本語の文法の記述的研究

　これは，今年度にはじめたテーマで，文学作煽その飽の言語作品を資料と

　　　　　　　　　　　　　　　一6　一



して，現代M；本語の文法の各分野の丁丁的な研究をめざすものである。ま

ず，動詞のvoiceおよびそれに関連する問題をとりあげ，今年度はその資料

カードを作り，その一部（「れる・られる」のついた動詞）の分析にとりか

かった。

　資料としてえらんだ文は、つぎのような形式をふくむものである。

　　　（1）動詞に「れる（られる）」のついた形

　　　（2）動詞に「せる（させる）」のついた形

　　　（3）動詞に「て　ある」のついた形

　　　（4）動言司に「て　やる（もらう，くれる）」のついた形

　　　（5）　いわゆる可能動詞

　　　（6）形のうえで自他の対応のある自動詞と他動詞

　資料として用いたカードは，前年度までに用意してあったもの（そのリス

トは年報16の11ページ，年報17の25ページ，年報18の7ページにある。）と，今年度

あらたに作った複製カード（総枚数は約190，000，異なり枚数3，800）である。

今年度作った複製カードの作品名は表のとおり。

鱗碍尻癖1作品名隅典隣
　　　躍言上罐「…

潔＝ig二蒲秀烈
　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　羅騨i

　　　1946；武谷　三男

lll繕購螢
　　　ig36　i長岡半太郎

　　　1948｝渡辺　　懇i
　　　・96・騨患夫l
　　　　　　i　　　　t

IL965　1小尾信弥窪田の謎はどこまで鮒たか

　　　　　　　　醤i乏物語｝　　碧疲菱庫ほ63
　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ョ
　　　　　　　　暫学以前i　　新潮文庫i260

　　　　　　姓論・一・！　’・1・4・

　　　　　　　私の姓観i剛蝉i・39

　　　　、の嚇M“，／XI：…ll

　　　社会事情と科学喬勺糊屈現代H本思細11
　　　　　　　　　　　　　i大系25・科学｝
　　　　　　　　　　　　　1の思想I　　i

即興1轍li｝1｝
　　　　　総長欝織匠箇

　　　　　　　　　繭出麟辮6∵31
　　　　　　　　　　　　　　　　tl　　　　、　111
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協年絹鞭司．作 品 名

　　・964陣酬物鰯源・宇麟ぶ
　　19651高瀬　良夫　　　　　　生命の暗号を解く
　　　　　　　　1965繰谷篤弘生命の謎はどこまで解けたか

1964～1965廟N新聞　　　　　　　　　　　　　　　　　　学問の動き
　　　　　瞠芸部
　　・965陣喉一馴　　　抵抗の科学
　　1965薩森栄司　　　既器の猟
　　1966｝関　つとむ1　　　　　　　　　　　　　　　未知の星を求めて

liiii翻　灘騰
　　　　　I　　　　　　　　　　i

帥　典1義薮i
現代の教養6一
学問の前線

〃　
〃
　
　
1
1
11　
〃
　
　
け

　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
μ

　
　
　
　
　
　
〃

園I
L
z
l
l
l
”
”
1
”
9
t
’
1

前年度までの複製カードの内容は，文学作品であったが，ことしは，文学作

贔以外のいわゆる科学説明文，論説文である。なお，この作成は，言語効果

研究室と共同で行なった。

　3．　イントネbUシMン資料の印刷

　42年度までに宮地裕が行なったイントネ・・一一ションの研究（年報15～18参照）の

成果の一部を「富崎県都城市方書録音資料」として孔版印刷した。同資料

は．録音した都城市方言を音韻表記し，アクセン5，イントネーションの記

号を付し，さらに標準語訳をつけたものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木，上村）
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全国方言文法の対比研究

A目的・意i義

　H本語の方言の文法を，軸承に，また，標準語と比較できるかたちで，研

究する。そのために，国立国語研究所地方研究員の協力を得て，沖縄をふく

む全錦蔦60の方需について，統一的な方法による調査を行なう。

　なお，この研究では，研究の重点を，方言の文法現象のうち，文の述語と

して用いられる各種形式の形態論的構造の記述におく。

　この研究の離白は，方言の文法について，統一的な方法による全国的規模

の調査を行なうことによって，今後の，方言および標準語の交法の各種の研

究に必要な疑心資料を得ることである。また，得られる資料は，方言地帯に

おける標準語教育を改善するために役立つはずである。

　なお，この研究は，地方言語研究室が昭和38年から行なってきたヂ各地方

言の共通語との対照的研究をひきつぐものである。

B　担 当　　者

　調査は，つぎにしるす昭和42年度国立国語研究所地方研究員50名および，

園立国語研究所員7名，合計57名が行なった。

　昭利42年度魍立魍語研究所地方研究員

担当地域

北　海道1

北　海　道2

青　　　森

岩　　　手1

岩　　　手2

秋　　　El・1

　
雄
誠
年
一
寛
雄

名

　
福
　

正
融
　
忠

　
麺
藤
島
代
堂
条

　
　
　
　
松

氏

　
石
佐
此
小
本
北

　　所属機関名〈職名〉

札幌市東栄中学校く校長〉

札幌大学外国語学部く教授〉

弘前大学教育学部く教授〉

岩手医科大学教養部く教授〉

一関工業高等專門学校く助教授〉

秋田大学教育学部く教授＞
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　担当地域

△取回・山形

　福　　　島

　茨城・千葉

　栃　　　木

　群馬・埼玉

　東　京1・
　神　奈　川

東
薪
石
富
福
山
長
岐

　
　
△
△

静
愛
三
滋
京
大
兵
温
和
鳥
島
岡
広
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

歌

　

京
職
州
山
井
梨
野
阜

　
　
　
　
　
　
ユ

岡
知
重
旧
都
阪
早
良
土
取
根
山
島
口

　
一
夫
路
男
次
彦
郎
郎
盛
郎
茂
夫
雄
雄

名
　
　
　
　
　
　
　

一
　

一

　
亮
義
正
鎮
映
和
一
隼
隆
栄
　
茂
良
石

　
藤
辺
林
良
山
藤
島
持
井
本
藤
水
瀬
開

氏
　
　
　
々

　
佐
渡
野
多
外
後
大
剣
岩
川
佐
清
馬
谷

純
也
儒
雄
基
弘
実
畏
一
克
惇
郎
郎
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治

資
達
寿
三
邦
　
　

一
英
明
　

吉
四
三

野
田
谷
村
藤
部
田
宮
内
味
鮮
明
藤
藤

臼
山
慶
奥
野
土
和
西
村
鏡
広
虫
近
佐

　　　所属機関醜く職名〉

　塁和学園短期大学く助教授〉

　福島大学教育学響く講師〉

　千葉大学く助手〉

　宇都宮大学教育学部く教授〉

　埼玉大学教育学部く助教授〉

　フェリス女学院大学く助教授〉

　東京都立：大学人文学部く助教授〉

　牛立灘崎高等学校く教諭〉

　金沢：大学法文学部く教授〉

　金沢大学教育学響く講師〉

　福井：大学教育学部く教授〉

　山梨大学教育学部〈教授〉

　信州大学人文学部く助教授〉

　岐阜県教育委員会社会教育課く社：会1教育1主

　事〉

　静岡大学人文学部〈助教授〉

　名古屋市立大学教養部く助教授〉

　名古屋大学文学部く助手〉

　岐阜大学教育学暫く助教授〉

　京都大学文学部麟語学研究室く大学院生〉

　大阪教育大学国語学研究室く助教授〉

　神戸大学教養部く助教授〉

　皇学館大早く教授〉

　和歌山大学教育学部〈教授〉

　岡山大学教育学弾く講師〉

　島根大学丈理学部く教授〉

　岡山操山高等学校く教諭〉

　県立呉宮原高等学校く教諭〉

　呉工業高等専門学校く講師〉
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担当地域
香川・徳島

兵
愛
高
福
佐

寧長

熊

大

鹿

丁

丁

丁

丁

＊可

児

日
」ラ

2庫

媛
知
岡
賀

氏 名

加　与信　昭

　　　杉　山　正　世

　　　土　居重倣俊

　　　岡　野　信　子

　　　神　部　宏　泰

　　　西　島　　　宏崎｛

　　　愛宕　入麺康隆

本　　秋　山　正　次

分　　糸　井　寛　一

綺　　岩　本　　　実

島1　上　村　孝　二

島2　寺　師　忠　丁

丁1　仲宗根　政　丁

丁2　外　間　守　善

縄3　大　城　　　健

縄4　比　嘉　成　子

　　所属機関名〈職名〉

徳島大学教育学裂く助教授〉

新田高等学校〈教諭〉

高知大学教育学部く教授〉

県立若松高等学校〈教諭〉

熊本女子大学く助教授〉

長崎大学激育学部〈助教授〉

長騎大学教育学部く助教授〉

熊本大学教育学惹く助教授）

大分大学教育学部（助教授）

宮綺大学教育学部（教授）

鹿児島大学法文学部（教授）

琉球大学法文学部（教授）

和洋女子大学（教授）

琉球大学法文学部（助教授）

（＊印は新任　△印は担当地域の変更）

　国立国語研究所員

　　　上村幸雄（話しことば研究室），野元菊雄，徳川宗賢，加藤正信，高田誠（以

　　　上地方言語研究室），宮島達夫（書きことば研究室），飯豊毅一（第2資料研究

　　　室）

　研究の全体の運営は，上村幸雄iが，地：方言語研究室から話しことば研究室

へうつって，ひきつづき担当した。これを衛藤蓉子が助けた。

C　本年度の経過

　本年度は，調査1注1）の本調査を行なった。各調査老は，昨年度の自分お

よび近県の調査者の調査結果を参考にして，それぞれ本調査を行ない，その

　　　　　　　　　　　　　　　　一11一



結果を整理票に記入して，これを話しことば研究室に提嵐した。、調査のため

の調査票は，昨年度のものをそのまま使用し，整理票のみ，あたらしくし

た・また・欄凹々ミ詐鞭の櫛融の罧を麺に稠できるように
するために，昨年度の整理票をコピー一して減弱の分を各調査者に配布した。

　調as　1注2）については，昨年度中に結果のおおよそをまとめたが，今年度

それを「〈全国方言文法の対比的研究〉の調査猛に関する中問報告」として

謄写印刷にした。

　調査地点

　つぎのように，若干の追加と変更を行なった摩かは，調査地点は，昨年度

と同じである。

（イ）調査地点の追加

　　　調　査　者

　　jll本：栄一郎

　　上　村　孝　二

窒宕㌦調

　　大　城　　　健

（ロ）調査地点の変更

　　佐藤亮　一

　　宮　島　達　夫

の　調査者の変更

　　（薪）比嘉成子

　　地　　点　　名

冨幽県窟肉布五福5286

　　　　　　カミ　シキムヲナカゴウキ
鹿児島県薩摩郡上甑村中甑
　　　　ソノ　キ　　　　　　　　　　シ　シガワ

長二二西彼杵郡上津町子子川

　　　　タ　ラ　マ
沖縄宮古多良間村塩川

（新地点）　　山形県山形市岩波

（漸地点）　　茨城県東茨城郡常北町増井

（旧）上村幸雄 沖縄那覇市首里

（＝）調査者・調査地点の変更

　　（新）　佐藤亮一　　（1日）　川本栄一郎　　（新地点）　宮城県仙台市川内山屋敷

　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　つぎのように，当初の予定を若干変更した。

（注1。2）　調査1， 亘の内容・方法については，年報18

　　　　　－12一

P18以下を参照。



　43年度には，41・42年度の調査結果のi整理を行なうとともに，調査1の調

査項鼠の一部に若干の新項目をくわえた調査票をつ・くって，41，42年度以外

の地点で補足的な調査を行なうこととする。そして44年度に，41～43年度の

成果をまとめて，報告書をつくることとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上村）
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現代語の音声の研究

　　　　　　　　　　　A　目的・意義

　現代日本語音声の音韻論上の晶々の問題および表現的な個々の特徴をあ

きらかにすることを目的とする。おもに標準語の音声を分析の対象とする

が，比較の必要から，方言や外国謡の音声，また，病的異常のある音声も対

象とすることがある。

　　　　　　　　　　　B　担　’当　　者

　話しことば研究室の上村幸雄と高田正治の2名が担当した。

　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

（1）X線映画による調音運動の研究

　種々の音を調音中の音声器官をX線映画にとって，調音運動を研究した。

映画の撮影には東京大学医学部音声言語医学研究施設の沢島政行助教授の協

力をいただいた。

②　アクセントおよびイントネーションの研究

　アクセントおよびイントネーションが個々の音節または音節の連続の音響

的な性質にたいしてどのような音響的な性質をつけくわえるものであるかを

研究した。資料には，一部，東北大学電気通信研究所の比企静夫氏の協力に

よって作成，計測したものを用いたO

　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　上の研究は43年度もつづける。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上村）
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語の意味・用法の記述的研究

一動詞・形容詞等一

A　目的・意i義

　現代語の動詞・形容詞等の意味・用法を，言語作贔の中で実際に使われた

用例によって分析記述するのが目的である。

　大量の用例を使うことによって，主観的・一面的な記述に陥ることなく，

従来よりもはるかにくわしく，客観的な記述を行なおうとする。これは，将

来の辞書編集における語釈方法の基礎資料になるとともに，誘の意味・用法

の分析・記述の方法論にも寄与しうるであろう。

B　担　　当　　者

動詞は宮島達夫，形容詞等は西尾寅弥が担当し，高木翠が作業を助けた。

C　本年度の作業

　1　動詞の分祈

　一語一語についてのくわしい記述は前年度で打ち切りとし，今年度からは

動詞全体の意味用法にわたる体系的な記述を9ざす総論の執筆にかかった。

体系的記述の方法としては，いろんな可能性が考えられるが，ここでは，動

詞の意味を区別する要素・特徴にどのようなものがあるかをぬきだすことを

作業の中心とする計画である。たとえば，「つぐむ」「つぶる」は，開いて

いるものをとざすという点で共通の側衝をもっているが，「とざす」「とじ

る」などがいろんな対象についていえるのにくらべ，rつぐむ」は口に，「つ

ぶる」は目についてしかいえない。つまり，これらの動詞は，対象の面に特

微がある。このことを

　　　つぐむ／つぶるくとざす，とじる

のようにあらわすことにする。動詞の意味用法を区捌する特徴セこは，対象の

　　　　　　　　　　　　　　　一15一



ほかに，たとえばつ、ぎのよう塗もりがある。　（一は反対の関係にあること

をあらわす。）

　（主体）　さえずる／ほえる／いななくぐなく「

　（方向）　あがる一一おりる

　（いきおい）　ほとばしるくでる

　（ようす）　ふきだす／ほほえむくわらう

　（結果）　むらがるくあつまる

　（厨的）　かくれる／こもる

　（評価）　か：おるくセこ：おう

　これらのうち，一部はすでに移動動作の表現について分析したが。今年度

からは，特に移動・変化……などと分野を限定することなく，動詞全体を見

わたして問題になるものをとりあげていく。

　42年度は，分析の対象にでぎそうな特微をひろってリストをつくるととも

に，主体・鮒象を特微とする動詞について分析した。

　豆　形容詞などの分析

　形容詞などについても，動調と同じような：方法で，総論にとりかかった。

たとえば「こだかい」は，「たかい」と比べて高さの尺度上のある部分に剃

限されるという特徴のほかに，土地の隆起についてしか適用されないとい

う，属性の主体の上の制限もある。性質・状態を表わす語の三昧を区別する

特徴の各種を，いくつか以下に例示してみよう。　（取り上げる語の範囲は，

形容詞・形容動詞を中心とするが，、情態副講・連体詞なども必要に応じて取

り上げる。）

　（主体）　くっきり／明白・明りょう。あきらか　くはっきり

　（対象）　ほしい／のぞましい

　（方向）　たかい一ひくい／ふかい一あさい

　（次元）　まっすぐ／たいら，ひらたい

　（量・程度の大小）おもい一かるい

　（量・程度の著しさ）おびただしい　くおおい

　　　　　　　　　　　　　　　一16一



　（以前の状態）　こなごなくこまかい

　（評価）　ひろびろ／だだらぴろいくひろいtt

　上のような，意味上グループをなす謡の問の意味を区別する特徴を予想し

て取り出す仕事を進めるとともに，これらの特徴を一つ一つ取り上げ，用例

カードによって検証しつつ，その特徴について分析・記述する仕事を始め

た。

　なお，意味特徴を取り出すための手がかりとなることを狙いとして，ある

形容詞が他の各種の言語要素と結合するかどうかという性質につい一（’ 奄〟≠P　．し

らべてみた。

　巫　用例カードの整理

　文学作品の用例力」ド（41年度の年報を参照）のうち，動詞・形容詞。形容：

動詞以外の自立語のかド約33万枚も五＋剖鷹列躰鞭に完了しte．

　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　43・44年度と，ひきつづいて意味を区別する特徴の分析を中心とする体系

的な記述をすすめる予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西尾）
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日本言語地図の作成のための研究

　地方言語研究室では，昭和40年度以降，6か年計画で日本言語地図の編集

と刊行とを行なう。毎年1集50面ずつ，6か年で計6集300面の地図を刊行

する計画である。

　昭和42年3月には，第2集（動詞その他）が刊行され，同年12月には，大

蔵省印刷局から，その売品800部が発刊された。

　昭和42年度には，人に関する名詞（など）の地図50面が完成した。作図は，

野元菊雄，徳川宗賢，加藤正信，高田誠が分担し，白沢宏枝，芥JII豊子，山

本文子が協力した。また，非常勤職員W・A・グロータースほか多くの人々

の援助を受けた。氏名は，地図第3集の鋼冊付録「各図の説明」のまえがき

に示してある。

　別に，作図・編集の業務とは直接関係ないが，42年3月，宇都宮市におい

て，「日本雪語地図作成のための調査」によって集められた資料の性格を検

証するための調査を行なった。「日本言語地図作成のための調査」では，各

調査地点で男の老人1名について，一定の質問によって土地のことばをたず

ねたが，この調査では，各地点数名以上について，女について，他の年齢層

について，溺の質問によって調べた場合，どの程度結果が違ってくるものか

を，確かめようとした。昭和40年度に高知市で行なった調査と関連する。参

加者は，野元菊雄，徳川宗賢，加藤正信，高田誠。調査の内容および結果の

詳細については，機会を改めて報告する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（徳川）
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中学生の言語習得に関する研究

一漢字習得一

A　目的・意義

　中学生が，義務教育過程を終了するまでに，どれくらいの漢字をどのよう

にして習得するか，中学校3年問にわたり，事例的に，特定個人についての

漢字の習得状況を，量的・質的に追跡調査し，中学生の文字習得の可能な量

とその習得の過程。要圏を推定しようとするものである。

　昭和39年度から着手，生徒を対象とする調査は一応終えたので，42年度

は，3年間の諸調査の結果の第2次集計整理，分析，および習得要因調査の

一環としての調査対象生徒の使用教科書の漢字提出状況調査にあたった。

B　担　　当　　者

　芦沢節，根本今朝男，中村明（4月から）が担当，川5／i留璃子がこれを助け

たが，そのうち，根本今朝男は，事例生徒の習得要因調査資料および，中学

校の漢字学習指導の実態に関する調査の整理（別掲2　43ページ参照）を，中

村明は事例生徒の使用教科書の漢字提串状況調査を三楽，丁丁瑠璃子は漢字

習得調査の集計整理作業に従事した。なお，数名の臨時補助者が，一一一ligの集

計作業を助けた。

C　これまでの経過

　中学生の漢字習得を研究する方法として，次の諸調査を実施した。

　1　当用漢字全数音訓（1850字の全音訓）読み書き調査

中学生の漢字力をでき’るだけ詳しくみるために，事例研究の方法をとり，当

用漢字を中心に（表外字にも及ぶ）全数調査を実施し，それを3年間継続し
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て追究する。全数調査をたてまえとするため，消却方式をとり，まず昭和39

年度入学の時に会数調査を実施し，その後の調査で正し．く読み書きができ，

習得が安定したと認められた丈字は調査対象からはずして，徐々に新しく表

外字をさし加えていく方法によった。（国立国語研究所年報16・17・18参照）

　調査方法

　（読み）当用漢字（1850字）全数の読みの力を，当用漢字音訓表で認められ

ている音訓すべてにわたって調べる。（カードによる1対1の概人調査）

　（書き）i当用漢字全数を，原則として生徒に親近性のある読み方を一つ選

び，それによって問題を作り，書かせる。ただし，特に問題のある漢字につ

いては，音訓表に認められた音と訓にあたってたずねた。（問題用紙記入によ

る集隅調査）

　表外掌の読みの調査

　生徒が自然に習得する表外字のひろがりを推定するために，約千字ほどの

表外字（当研究所調査による　「現代雑誌九十種の用語用字（漢字表）」の表

外字を中心に他の諸資料から選定）の読みの力をみるもので，その読みと，

その文字の習得経路などを記入させる（集団調査）

　以上の調査を年間2回（各1学期と3学期末）実施。

　調査封象

　調査の実施協力学校　北区回付中学校（校長　長谷重幸氏　国語主任　吉村安

夫氏　北区教育委員会指導主事　相川正志氏推薦による）

　被調査者　昭窟39年度新入生8人（男子4，女子4。知能・園丁学力等学級で

中位のもの）

　なお，1の男用漢字全数音訓読み書き調査（事例調査）を補い助けるため

次の諸調査を行なう。

　韮　漢宇習得上の問題点解明のためのテストの実施

　　特定の対象生徒の全数調査の補いとして，全数調査での問題点や習得の

　　確度を吟味。解明するために，当該学年の中学生（集団）に検証テスト

　　を行ない，全数調査の結果の解釈資料，・次の調査への修正資料を得る。
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　　　2年時　東京の中学校生徒（門付中学校，四谷第二中学校，砂町中学校，

　　　　　　　筆跡大附属中学校，武蔵野第三中学校）　　　365人

　　　3年時　東京（門付中学校・丈海中学校）、大阪（箕面第一中学校・箕面第

　　　　　　　ご中学校・昏々呂美中学校）　名古屋（前津中学校・南陽中学校）

　　　　　　　の中学校生徒　　　497人

　hi漢字習得要因の諸資料の収集と整備

　　　　　漢字の習得要因資料として，学校側からの提供資料（学校における

　　　　　各教科の成績，各種のテスト結果，家庭環境等）や，　研究所での調査

　　　　　（知能検査，読書力検査，読書調査など）による資料を整備する◎

　W　中学校の漢字学習指導の実態に関する質問紙調査を全国的な規模で実

　　　施。

などの諸調査を行なってぎた。

　その結果，当用漢掌全数読み書き調査では，同一の対象生徒に同じ文字を

音訓全般にわたって継続的に調査するので，習得上の問題点がいろいろ出

た。調査第1年度から，読みにおける音訓の難易とその習得の不均衡の問

題，小学校での学習が中心の教育漢字における読めない音訓の問題，書きに

おける，教育漢字の小学校の中・高学年用の文字の習得不振の問題などがあ

り，一方，表外字の読みは，生徒に関係のある文字はかなり接近度が高く，

読める宇のあることなどが見られ，それらの問題点を追究するために行なっ

た集図調査の結果でも同様の傾向が認められた。しかもこの問題は学年が進

むにつれて，発達をともないながらも，3年を終えるまで存続している。

C　本年度の作業

　1　中挙生の漢字習得に関する砺究

　本年度は，この研究の第4年めにあたる。生徒を対象とする調査は一応終

えたので，従来の諸調査の結果をまとめるための集計整理，分析作業および

習得の要因として関係の深い漢字の指導面，漢字学習と密接な関係のある，

使用教科書の漢字提出状況調査などにあたった。
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計画と実施

1
虹

A 当用漢字全数音訓読み書き調査による中学生の漢字習得の概観と考察

漢字習得上の問題点の解明

iの調査結果から得た漢字習得上の問題点の解明のために，（1）教育漢

字の読み．（2）教育外当用漢字の読み　③表外字の読み　（4）教育漢字の

書き　（5）教育外当用漢字の書き　⑥読みに抵抗のある特殊な音の読み

⑦抵抗のある訓読みと語の意味把握（読みと意味把握の関係）（8）漢字の

学習の実態と意識・意見

などの調査を実施したが，その整理・分析と考察を加える。

B　漢字習得の要因調査とその整理

　！　事例生徒の漢掌の習得要困資料の整理・分析

　　（1）読書調査（一一seの単行本，雑誌，学習参考書，新聞，テレビ，映画）の結

　　　果の中閲的まとめ

　　②研究所の調査に対する8人の生徒の3年間の感想・意見等を中心と

　　　した録音資料（1人約15分）の文字化。

　賢　学習指導の実際についての情報の収集と分析

　　　事例生徒の担i当教員から3年間の指導の実際についての報告を受け，

　　整理する。

　逓　使用教科書の漢字提出状況調査

　　　教科書の漢字提出調査は各所で行なわれるようになったが，ここで

　　は，被調査者の漢字留得要因という観点から整理する。

　　　なお，国語の教科書のみでなく，漢字習得と関係の深い他教科の教科

　　書も調査する。

　　（1）国語の教科書（1～3年）　3冊

　　　　教育漢字（読み書きともに被調査者の正答率の高いものは省く），教育外

　　　当用漢字，表外字の各漢字，各音訓，各提出語形の学年鋼頻度。

　　〈2）他教科の教科書（1～3年）　29冊

　　　　教育外当用漢掌，表外字の各漢字，各音訓，各提出語形の教科別，

　　　　　　　　　　　　　　　一22一



c

　初出学年。

これらの作業は，採集・整理続行中。

中学校の漢字学習指導：の実態に関する調査

この調査は41年度に実施，結果を，一一応，．中間報告としてまとめた。

「中学校の漢字学習指導の実態に関する質問紙調査」　（別掲）

　結果のあらまし

　全体のまとめ（報告書作成）のための諸調査の集計・整理・分析等の作業

は，進行中であるので，これらの作業を進めている過程で，とりあげたい習

得上の問題点を一一・二掲げておく。

　前述のように，1～3年にわたり，6圓（年間2回）の当用漢字全数音訓読

み書き調査を実施した結果を，数量的にみると，次のようになる。

（以下1部，前年度報告と重複するが，後の考察，説明のために重ねて掲げる。

　　なお，第1表～第3表の結果の数字に，従来発表のものと，多少の異同がある

　が，報告書作成のために，6回の調査結果を整理した際に訂正されたものである。

　また，表外字の第6回調査結果は，数字としてみると第5回より多少正答数は減少

　するかにみえるが，質的には発達現象が認められる）

一一　23　一
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育
漢
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全
数
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膏
訓

読
み

書
き

調
査

結
果

男

K．
M

N・
T

M．
M

M・
N

女

K．
E

K．
1

K・
R

F
・
K

激
育

漢
字

　
（

88
1字

）

読
　

　
み

　
完

了

（
2回

鼠
1年

後
期
）
1（

，
糊
期
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76
6

（
86
．
　
9）
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9
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．
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17

（
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．
　
o）
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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3
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3
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．
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．
　
5）
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0
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．
　
4）

　
　
5
72

（
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．
　
9）
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0

（
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，
　
6）

目 終 ）

回 年 時
6 3 了

　
　
86
3

（
97

．
　
7）

　
　
85
3

（
96

．
　
8）

　
　
83
6

（
94
．
　
9）

　
　
84
3

（
95
．
　
7）

　
　
83
6

（
94

．
　
9）

　
　
76
1

（
86
．
　
4）

　
　
76
9

（
87

．
　
3）

　
　
8e
l

（
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，
　
9）

書
　
　
き
　
完
　
　
了

2回
目

　
　
83
1

（
94

．
　
3）

　
　
63
3

（
71

．
　
9）

　
　

77
8

（
88

．
　
3）

　
　

60
3

（
68

，
　
4）

　
　
72
2

（
82

．
　
0）

　
　

54
5

（
61

．
　
9）

　
　

48
8

（
55

．
　
4）

　
　

67
4

（
76

．
　
5）

3回
臼

　
　

85
9

（
97

．
　
5
）

　
　

69
9

（
7
9
．
　
3
）

6回
目

　
　
88
0

（
9
9
．
　
9
）

　
　
82
9

（
9
4
．
　
1
）

　
　

83
31
　

87
7

（
94
．

　
6）

1　
（
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．

　
5）

　
　

68
5

（
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．
　
8
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3

（
8
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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9
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．
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g
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読
み
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と
も
に
完
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2回
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6

（
8
2
．
　
4
）

3回
翼
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（
8
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．
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．
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　第1表は，教育漢字・教育外嶺用漢字・表外字が，第1回（入学時），第3

週（2年1学期），第6回（3年卒業時）の調査時では，どの程度読み書きでき

るかをみたもの，第2表は，それを個人別にみたものである。ee　1表で読め

た（正答）というのは，従来の漢字調査の結果と比較するために，1字のも

つ音訓をすべてつくして読めたという数でなく，音訓のすべてにわたって読

めたものはもちろん，音調どちらか読めたものも入れた数字であり，当用漢

字を読み書きする力は，このように従来の調査・整理：方法でみると，中学の

卒業時までに，相当数の習得が認められる。しかし，音訓表に認められる音

訓にわたって，その文字が，どのように読めるか，書く力との関係からみる

とどうか，さらに，完全に習得したと認めうる文字という立場（2回続けて

正答できたものは習得が定着したとみなす）からではどうかなど，厳密に教育漢

字の習得状況を調べてみたのが，第3表である。第3年度は，読み書きとも

に進歩して，習得ののびがあり，第1・2年度のように，第1・2表との差

が開いてはいないが，しかし，習得しきれなかったものを残していることが

わかる。第4表のように整理してみると，どのくらい未習得文字が残るか，

読みにおける音・訓の難易の問題が，判然とするであろう。

　読みにおける問題点

　第1・2表でみたように，従来の調査結果のように，1字の持つ音謂どち

らかで読めた場合という観点からでは，教育漢字はもちろん，教育外当用漢

字も，中学卒業時までにはかなり読めるようになったといえるが，これを，

音訓表にてらして音訓をつくして読めている，なお，2回続けて正答できた

一習得完了という立場でみると，読める漢字の数は減少する。中学卒業時

の調査結果では，次のようになる。

　教育漢字

　従来の方法によると，全員，どちらかの読み方では881字読めるが，音訓

をつくして習得完了という観点からでは，全員そろっては正答できなかった

文字が165字もある。このうち，半数（4人）以上のものが読めなかった例

　（1年用漢字）　下奎川5　　（2年用）　行5字要　夕羊．切芋　天蕗

　　　　　　　　　　　　　　　一28一



　　　　　　　　　　　　　つ　（3年用）　早う　回m　期ゴ仕金　社鴛　ty：；面奪　由さ　（4年用）　機経
　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　ろ　　　　　　　　　て
　　　　　　　　　　　　　⇔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　　　　シ　業夢結㌢　謡言緑多（5年用）　鴎　解ゲ各雲久ク経3　功ク興き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　　　　う　　　ま　　　　　　　　　　　か
　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　け濁蜀擁碗輝続螢諾fi：統薯鱗（6輔）
　　　　　　　　　と　　　　　　　　　　　　　　　O
　　　　　　る

瞳錘ぴ供ク1欄嬉搬三三tF鴉審運鍵　　い　　　　　い　　　　　　　　　　　　曜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　⇔　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　φ

　　　　ふ　　い　否套鶴暴参

　これらの字は，二つ以上の読みかたをもっており，ここに示された音訓以

外の読みかたでは100パーセント読めている丈字である。教育漢字は小学狡

の段階で提出され，一応読めるようになることが要請され，期待されている

にもかかわらず，義務教育終了時においても，実はこのように読めない音訓

：を残していることがわかる。

　しかし，これによって，いちがいに生徒の習得能力の低下，学習指導法の

不備を言えない面がある。これらの文字の読みかた・ことばは，現在の社会

生活や生徒の生活に親しみが薄い。「現代雑誌九十種の用語用字（漢字表）」

によってその使われ方をみると，

例文字使用度その読み方での使一度

　　Jil　（480）　一　f．r　（5）

天（272）

回（409）

坂　（93）

由（239）

久（153）

経（390）

功　（60）

己　（33）

眼（272）

霧（0）

m　（e）

t）　（o）

S　（io）

a（e）

2　（15）

7i　（　O　）

キ（1）

蓬こ（2）

　　　　用例

河川・二川・川柳（3種）

〈あま（1）天くだり〉

由（1）

経る（1）

知己（1）

限（1）
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　　　殺（157）　　茅（3）　　　減殺・相殺（2）

　　　衆（105）　　　 ζ（3）　　　　　　衆生（1）

　　　省（135）　鍛る（1）　　　　省みる（1）

　　　統（128）　塑（0）

　　　難（143）　　妙（31）　　　　難い。有難・有難い（3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）　（13）

その文字としての使用度はかなりあるが，ここにあげられた音なり調なりで

は，使用度が至って低い。現在の社会生活ではあまり用いられていない音・

訓ということになる。また，学校教育で，学習する立場から，使用の国語教：

科書を見ると，

漢 字

1年盛　　下童

　　　　州夢

2連用　　行事

　　　　夕毒

　　　　切藁

　　　　天霧

3年用　　遠；

　　　　ma＝t

　　　　期ゴ

　　　　仕鵬

　　　　社芒ろ

　　　　坂9

　　　　疏

4年用　　機簿

　　　　業ぎ

　　　　結㌢

小学校

1～6年

中 学 校

・一・年｛・瑚・年i・年

0
2
0
0
0
遽
㈱
1
0
G
9
0
0
2
0
1
G

　
　
　
　
　
あ
め
ま

　
　
　
　
　
天
あ

＠

①天の川
②天野

＠

＠

②河川

②天

②天の
　香具自

⑨天の川

①遠国

＠

③業つくば、

　り
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漢

5年用

6年用

字

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
る
　
と
　
　
　
　
　
る

ウ
お
の
た
ま
り
こ
ウ
ク
り
み
る
い
る
こ
い
え
る
わ
い

シ
ユ
　
　
は
ク
　
　
よ
る
　
　
ゲ
　
　
ぶ
の
　
　
ク
　
　
　
ク
　
　
サ
イ
　
　
う
け
　
　
ま
つ
　
　
シ
ョ
　
　
シ
コ
　
　
か
え
　
　
ゼ
ィ
　
　
す
べ
　
　
む
く
　
　
ま
な
　
　
も
と
　
　
や
　
　
　
ク
　
　
そ
な
　
　
ゴ
ソ
　
　
わ
ざ
　
　
シ
ユ
　
　
ソ
ウ
　
　
ゼ
ツ

拾
緑
因
解
久
久
功
殺
藩
政
精
織
省
線
統
報
眼
基
己
供
供
権
災
衆
宗
舌

小学校

i～6年

0
∩
Uo

o

o

o

中 学 校

・一・年1・年i・年i・年

o

o

0
0o
o

0
0o
o

o

0
00
0
0
0e
o

e

7

0
（
Ue

G
4
0
o

4

o

o

e

o

o

0
3o
4

4
7
7
1

o

o

0
0

①人名

　大久保

。

　
　
る
物

供
日
え
え

節
供
供
供

④
③
④
①

①収拾
⑥宇治捨遣

③大久保

＠

④知己

③供える

＠

＠

①供える

③維二
　人名
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漢 字

楚
い
な
バ
〃

難
否
暴

小学校

1～6年

0
0
0

ヰ 学 校

・一 梶E年1・・年i・年

0
2
9
研

＠

1②羅

㈱　○内の数字は使用回数を旧す。語はその提出語形○

　小学校6年間，中学校3年間を通じて，提出園数0か，きわめて低い使用

率かであることがわかる。したがって，その文字のある読みセこは習熟できて

も，他の読みかたでは，読めない，あるいは誤読するということになる。

　　ここでとりあげた小学校の教科書は，事例生徒のうち，あるものが，小学校で使

　用した激科書1種についてみたものである。8人の生徒の出身小学校は5校あり，

　それぞれ使嗣教科書が異なる。各自が，小学校時代どのような，学習文宇歴を持つ

　て中学に入学したかを調べる必要を感じ，43年度は，小学校での国語の使用教科書

　の漢字提出状況も調べることにしたが，それに先立って，一社にのみ試みたもので

　ある。

　教育外当用漢字

　教育外当用漢字は，中学校になってから学習するのがたてまえであるが，

中学校卒業時までに，その音訓はどれくらい読めるか。中学校卒業時の調査

結果では，8人が音訓どちらかでは読めた文飾は863字あったが，8人全員

が，音訓をつくしては読めなかった文字は260字ある。

　このうち，半数（4人）以上のものが読めなかったもの（音・訓）をあげる

と，次のようである。

（正答老数）

　　　　あ0人　充蓄婿享

・人工臨賜・勺彰刃；轍磯弔毒
　　　　る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
2人諦嚥趨蝿潔花冠蓬嘩苗琴嚥瀞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る

　　　　　猪
　　　　芳響
　　　　　い
　3人　寡力忌岩既出　契薯　御ぎ砕茅璽ジ緒お　井享請ま昔革遷多
　　　　　　　　　に　　　　る

　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

　　　　鶴明野・被1払7・蘂弗免羅嘩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇔

　4人　翁畜　彬　飢キ朽蓬　虚・繭多絞馨　下弓施セ粛軍　尽t？酔7

　　　　膿喪轍鏑隅敷紛1麟郷瀦購
　これらのうち，雑誌九十種の用語用字調査で，使用度数8度以下のもの

は，　翁伊予款飢朽野弦賜璽勾遊婿遷喪嫡衷弔尼奔窯賄陵　などであるが，

9度以上のものでも教育漢字に比べると，使用度も低く，ことに読めない音

訓は使用度がきわめて少ない。

　　全体使用度数　この読みの使用度数

窮　（15）一蘇0）．　泣（64承0）渋（35）護（0）
　　　　　　　　　o
　　　ち　契（31境（0）　昔（98）＃（　O）　刃（17）ラ（1）執（32）叙1）　被（71嬉（1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る
　払（101）多（1）募（22）多（1）Il苔（32）S（1）敷（60）フ（1）冒（17）数1）
　　　　　　　　　　⇔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す

　　　　　　　　　ぼ　　　　　　　　　　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み　穂（38）1（2）紛（11）X（2）充（79）署（3）操（47）嘉（3）涙（46）X3）

　　　　　　　　　る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま虚（26）・（3）忌（15）薯（4）緒（87）・（4）井（292）穿（4）免（39）豊（4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る

　また，生徒の使用した国語教科書（中学校）でも，次のようで

壮漢

充軒

婿芽

窮携

1～3年
譜tll数

o

1年 2年 3年

＠

付③
女婿

付①

1漢字・一・年囲・年

窯
　
　
シ
　
〃
ヤ

旨
　
賜
　
句

0
（
U 付④二

合三勾

3年

付③
一帯
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漢　宇

　
お
ら
，
れ
　

ウ
　
　

ウ
ソ
ク
ゥ
　
　

に
る
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
む
る

ス
ィ
　
　
み
さ
　
　
と
む
　
　
お
モ
　
　
カ
ソ
　
　
キ
ユ
　
　
つ
る
　
　
と
る
　
　
ジ
ユ
　
　
ジ
ユ
　
　
チ
ヤ
　
　
ピ
ョ
　
　
カ
　
　
い
む
　
　
す
で
　
　
ち
ぎ
　
　
ギ
コ
　
サ
イ
　
ジ
　
　
お
　
　
セ
イ
　
こ
う
　
セ
ウ
　
セ
ン
　
ゾ
ウ
　
チ
ユ
　
ユ
　
こ
う
　
フ
ツ

穂
操
弔
虞
款
導
線
黒
渋
遊
嫡
苗
寡
忌
既
契
御
記
璽
緒
井
上
野
曝
憎
衷
尼
被
払

～
年

－
Q
σ

o

o

0
0
o

o

15

O
r
D
O
－
み
A
U（U
9
一
〇

　　｛

1劉2年

⑨渡御
③御者

付③寡黙

付③

＠

3年

付③

付①

付④階耕

付①

付①遵法．

付③種苗

付①寡少

付③

付①

・付①

②御意
①御歌
付①粉砕
付①玉璽

付③

＠

③変遷

付④衷心

②被

漢字

％
の
渉
讃
忽
雑
言
　
キ
夢
。
ケ
ン
樋
ぼ
3
七
望
ジ
ー
イ
セ
3
；
フ

　
奔
免
謡
陵
翁
轄
飢
朽
虚
雪
解
綱
野
冊
下
階
惜
喪
朕
敷

募

紛蓄財

習野

窯3

涙牛

田耳

～
年

1
0
0
2

O
q
◎

0
1
0
00
1
0
0
1

2

4

5

o

1年 2　年 3　曰

付①喪祭
付①喪失

③敷役
①敷役す
　る

付①窯業

①吹き募
　る
①募る

付①奔走

②謡鬼い

①地謡座

付①

付①老翁

付④管轄

③薄朽葉
　　9ちぱ

付①

③布施

付①麻酔
付①陶酔
①階春
日①喪失

付③朕

紛
す
る
わ
　
　
旧

い
わ
れ
ら
い
　
窯

言
ら
紛
紛
し
⑤
①

③
②
①
　
　
付

付①収賄

○内の数字は，提出回数を示すG付は，巻末の付録，二二一覧衷を指す。
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：本文での提出（新出漢字として）は，きわめてまれで，付録の一覧表に掲載

されている程度であり，中学3年間を通して，未提出文字，未提出音訓が相

当あることがわかる。

　なお，この他に，他教科の教科書に提出される文字によって，当用漢字お

よび表外字が習得されることはいう．までもなく，表外字の習得の例（年報18

参照）もある。

　このように，漢字習得と使用教科書の漢字提出との関係は非常に密接であ

ることが認められる。このたびの教科書の漢字提出調査では，他教科の使用

教科書にもすべてにわたっているので，整理が終了すれば，これらの関係は

さらに，詳しく具体的にわかるはずである。

　教育漢字も含めて，この未提出音訓・提出度の低い音訓の読みの力が，時

に，漢字力の低下一読めない漢字一という現象や一般評価とつながる場

合が多いようである。使用度が低い，国謡科で学習されないからできないの

は当然ともいえようが，学習されないままに，義務教育が終るということ，

これらの読みの力が，どこで正しく得られるかということが今後の問題とし

て残る。　（社会では，当用漢字であるから当然読めるものとして，新聞をは

じめ，雑誌一般読みものでも，ルビなしで扱っていることが多い）

　また，使用度が少ない音訓，特殊な音訓のうちにも，古典学習や伝統的な

ことばの知識や習得のために必要なものもあろう。国語教育の立場から，基

本的に必要な学習語彙を考えること，それとの対応で漢字の系統的な提出及

び学習の検討が要望される。’

　漢字の読みと意味掘握

　字訓と字義とは，同一であるとは言いがたいが，字訓は宇義の定着したも

のとして関係があり，意味把握，ひいては，漢字習得の大切な手がかりとな

るものである。中学生の漢字調査を実施してみると，訓が読めなくても，音

では読めるという現象が相当ある（反対の場合も，もちろんある）。そして

このことは，その訓のことばとしての親近性に関連する問題であることは，

上来みてきたとおりである。
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　そこで，漢字の訓の読みと，意味把握の関係についての調査を，中学2年

生の集団調査で試みたところ，読みに抵抗のある訓は，意味把握もあいまい

で，低いことがたしかめられた。（年報17参照）

　同様の目的から，語彙力の増大するはずの3年生について調べた（問題7

P33参照）ところ，次のような結果を得た。

　問題7では，3年前期までに訓の読みに抵抗のあったものを教育漢字か

ら，10語（ついやす〈費〉・ぎそうく競〉・となえるく唱〉・むくいる〈報〉・すべ

る〈統〉。うけたまわる〈承〉・かえりみる〈省〉・しりぞく＜退〉。もうける〈設〉

・さからう〈逆〉），教育外当用漢字から10語（つのる〈募〉・けがす〈汚〉・ほ

どこす〈施〉・たわむれる〈戯〉・まどう〈惑〉・いきどおるく憤〉・わずらわしい

く煩〉・あなどる〈侮〉・つぐなう〈償〉・まぬがれる〈免〉）計20語をえらび，そ

れについて，

　（イ）意味の書けるものは意味を書く（使用例がわかったら使用例も書く）

　（n）意味が書けない場合は，どういう時に使うか，または使用例を書く。

　（A）なんとなく意味はわかるが，うまく言えない場合は○印

　←）　どういう意味かわからない場合は×印

の4通りに反応をさせた。このうち，の　（；）tlc反応したものは次のようであ

る。をうに反応したものの中には，同時に使用例などをあげているものもあっ

て，（P）と重複するものも多少あるが，統べる，募る，憤る，侮るなどは，（；）

の反応が多く，総じて，の◎の反応の多いものは，読みの結果も不振である。

3年生

計497入

e
（1）ついやす
　く費〉

②　きそう
　く競〉

（3）とfsえる

　く唱〉
（4）むくいる（5）すべる
　く報〉　　　〈統〉

・・x2i．　sl＝　3．　61　x．　gl　o．　sl　36．　sl　g．　31　47．　71　i2．　sl　2i．　21　s4．　g

tGt，”th，，入｛｝ 1　4．　61　3．　sl　2z　sl　s．　31 1 1　23．71　4g．s

3年生
（、）うけた蜘か効み

　わるく承＞i　　る〈省〉
（8）　しりぞく（9）　もうける⑩　さからう
　〈退〉　　　　〈設〉　　　　〈逆〉

計497人・…1　…i・…1　・…1・・・…　・｝・2・・i2・　・i　・…い・・

pt．．t，de，，1’pt，　R4．siwull．51’a，．，’pm，．， 1 1i6．4i　2．9i J
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e
（1）つのる
　　〈募〉

㈲　けがす
　　〈汚〉

（3）ほどこす
　　く施〉

（4）　たfつむれ（5）　まどう

　　る〈戯〉　　　〈惑〉

・牲・3・・国・4・・1　…i…岡・…団・3・・L塑、：

・牲1・…1…｝・3・・l　　　　　　　　　　　　　ww？uxap713071　ig　gl　23．rm2i．一，・｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1

3年生

（6）　いきどお

　　る〈憤〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　f

⑦セ漏3⑧旙どる（9）葡なうρ謝劉

・・・・・… P・…い・・｝・8・・14…1・9・・巨・輌・｝8・・1

・牲i i ｝ ｝ 1 ｝

同時に実施した読みの調査結果と対照してみると，両者の関係がわかる。

読みの正答率（調査したもののみ）

（1）費や一す’（2）競う

3年生497人
　％i
7s．　3P

2年生365 58．　5

（3）唱える

61．　2

49．　1

（4）報いる⑤統べる

65．　61　10．1

／・）退・

3年生

2年生

63．　e

59．　1

／・脚・／の桝・）募・

24．　7

64．71　53．4（　12．3

　　　　　　1

8．　1

（2）汚す

22．　9

4．　3

（6）承る　⑦雀みる・

43．　1 49．　5

　　t

3年生

2年間

（・）惑・…㈱（の劉（・〉侮・

30．　8 14．　li　20．7

94

16．　7

4．　1

2z　gl　3g．3

（3）施す　（4）戯れる

57．　9 5e．　1

　　i
15．　7 P　24．　4i，

一

　（d）（ロ）に反応したものは，語の意味の把握度が，の㊥に反応したものよりも

たしかであるわけだが，④（ロ）に反応したものがすべて正しく意味を把握し，

正しく使えるかというと必ずしもそうでないものがある。個別的に読みと意
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殊の関係をみると，読み正答＝意味（定義または使用例など）正答，読み誤

答（無答）延意味誤答が一般だが，このほかに，読み正答≠意味誤答，読み

誤答（無答）≠意味正答という場合もある。

　例

募る

読みの反応　意味（定義ヌ，は使用例）

　正答○　　　○寄付をつのる

無答N

正答○

無答N

誤答×
（あつまる）

誤答×
（もとめる）

正答○

○募集する

×借金をつのる

xつのる話がある

Xお金がつのる

むる
集

で
募

り
の

の
員

名
社

×

るのめ郵×

憤る

読みの反応

正答○

正箸○

誤答
伽二る）

正答○

誤答×
（ふん）

無答N

無答N

　2年の同種の調査では，「募る」，「憤る」ともに正答老が少なく，

種類範囲も狭く乏しく，「募る」はそのほとんどが「赤身，「憤る」は「お

こる」が大半であった。3年の調査では，「募る」→「寄付をつのる」を筆

頭に，人員をつのる，希望者をつのる，有志をつのる，会員をつのる，論文

をつのる，つのる思い，うらみがつのるなど，募集・募金・応募。公募など

の熟語とともに，使用例の範囲が拡大してきたことが目立つ。語彙の拡大に

伴なって「つのる思い」の慣用旬にひかれた「つもる思い」［”1思いがつもる」

・的な誤りも現われてくる。（2年では、「つのる」という訓を使っての使用例

．はほとんど出ず，募の音をとった熟語の形「募集」が多かった。「統べる」

．は3年でもこの傾向が強く，「統一一一■統治・統率」と熟語と関連させて理解

している。したがって，「すべる」の読みの正答率も低い）

　「募る」の語彙理解は2年より3年になって一一段と発達したとみられる

が，そのわりにはrつのる」の読みの力はさほどのびていない。募の訓「つ

　　　　　　　　　　　　　　　　一　38　一一

　意味（定義5こは使用例）

○あの入の態度に憤りを感

　じた

○憤慨する

○憤まん

x事件が憤る

×いきいきとした◎いきど
　おる入間。

xつまる　まっすぐいくと
　いきどおる

×はりきる。君はいきど：お

　っている。

　　　　　　　　正答の



のる」は，あるいは，3年のこうした時期に学習する方が，効果的であり，

習得度も高まるのではなかろうか。

　読みと意味・用法の関係をみると次のようであった。

読み・意味

　　用法

正笛・正答

誤答・正答

無答・正答

意味用法正
答者

㈲統べる

6．　4

（，）承。1臨み。｝8募。（、）嗣（、）蜘、／、櫛i（、）侮。

35．　81　40．2

8．　5 7
ロ

41

12．　3

13．　7

512 9．　9

27．　21　72．　ol　63．s

ig．7
P　20．ii　30．o

9．9i　51．1

8・・
m・・

9．　31　6．　el　12．1

19．　7 3．　6i　12．1

　モ

6．4i　13．1

49．　3i　74．　8i　51．　3i　20．　51　35．6

　書く上での問題点

　習得上，書くことの上でも，いくつかの問題点があるが，そのうち，一考

を要することがある。

　教育漢字を書く力

　教育漢字を書くことは，「義務教育終了までに当用漢字劉表の漢字を使い

こなすこと」　（中学校3年，書くこと一中学校学習指導要領一）と，要

講されているが，漢宇習得力が，総体的にあると思われる，8人の調査の結

果でも，中学卒業時で，なお，次のような状況であった。

　中学卒業時の調査で，全員そろっては書けなかった字

　8人中の　　　　　　正答率　字数
　正解者数

人
人
人

4
5
ハ
0

50．　0％

62．　5

75．　0

7人　87．5

4字　穀衆平田

9　　旗券厳孝専蔵拝複補

23　山高系潔兼拡候歯高畠

　　　暴欲臨

74　　悪遺壱衛易解革刊幹勧

　　　康黄講号妻黒馬際策察

　　　　　一39一

述純高低遍身与国鼻旧
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酸氏三児重爆借拾宿準



　　　　　　　　　　　　　処初招称勝仁是三三宜　戦息損三二停提適典徒

　　　　　　　　　　　　　湯三飯三二氷俵二二満　二二預率

　これは，卒業時の調査で，8人全員は書けなかった字で，総計110字ある。

〈一度でぎて，3年最後で再びできなかった「底」を加えると111字となる）

8人正答の漢字（881字一110字＝771字）の中には，既に1。2年のテストの

際に，全員（100％）が続けて正答し，習得が定着したものとみなして，調

査対象文字からは省いたもの（主として低・中学年用）があり，また，3年

の後；期テストで，100％書けたものでも，前園が！00％でないものは，習得完

了という立場から，問題が残る字（三三承張釈俗評墓）を却えると，110字

を上回ることになる。これらの文字を配当学年にあててみると，多くは，6

年用漢字であるが，中には，次のように中学年で学習される漢字もいくつか

ある。

　　3年用漢字　悪黄二二

　　4年用　　　旗三二察借拾初戦乱訴　二藍鼻氷

　　5年用　　　上記二二均限護康候講　際酸氏似識謝祝宿準績

　　　　　　　　貸単貯低敵適、典破飯肥　俵票武満

　これらの文字が書けなかった理由は，その誤答反応から，その文字として

は想起できるが，正しい字形がとれない，類似字形を誤って書く，意味内容

の連想（類似・反対）から誤って書く，同音（調）の他の字をあてる，文字

の一部しか想起でぎないなどがあり，学習指導の工央によっては，さらに，

多くの習得が期待されるが，中には，中学生の生活には親近性が乏しく書く

機会も少ない，弐壱礎旗孝仁などがあり，「使いこなす」という状況とは程

遠い感がある。しかし，又，次のような習得現象がある。

　教育外当用漢字の書く力

　教育外当用漢字を書くことは，義務教育終了段階では要求されていない

が，3年終了時の調査で，8人全員が書けた字は205字あった。

　　：亜陰羽映影鋭三三鉛三二乙菓介灰
　　皆悔較汗巻企机鬼幾輝三二門田丘
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・泣興野粘菌筋駈階下茎恵傾警穴肩
　圏昏昏呼互悟孔甲江好抗箪笥項綱
　刻骨砂早酢錯咲枝平飼笹野野芝斜
　影響狩趣樹秀巡召床松沼笑将紹硝
　障鐘城浄振針診蕪刃寸井征牲盛昔
　洗染扇鮮訴窓装甲操束郵袋滝探段
　暖痴畜仲兆頂彫潮澄庁痛帝滴斗途
　渡豆唐桃透稲糖胴峠軟乳忍粘濃背
　培梅拍舶箱班晩秘二三姫漂浜三幅
　沸丙閉片浦宝訪亡忘肪棒紡凡枚埋
　又密妙眠霧娘模盲唯雄優羊溶踊頼
　雷乱離隆硫涼鈴劣郎湾

この205字を検討すると，8入が正答できたことに，かなりの信頼性と，

必然性が認められる。

これらの文字は，読みの調査で，原則として正答反応の高い方（生徒に親

近性があると思われる）の音・訓による語形をとって問題を書かせた。

訓単独によって調査した字

例

　　　　　　　　　芋鷹構瀦瀧二品酸恐蒼茎垂雌融聡畷
　　　　　　　　　い
撚蝦鱈藻鵬概羅霧購城琴鍔刃は群

　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ
薦蝿圏割離蝿磯磯鼓尾・浜讐浮ミ晦

　　　　　o
　　か三毛鋪装

　　り
など，66字（これらの文字くことば〉は生活に密着したものが多い）のほか

は，すべて音による熟語の形で調査した。調査問題を作成する場合，なるべ

く生徒の臼常生活に密着した語という観点をとったが，正しく書けた文字を

　　　　　　　一41r



みると結果的に，多くは，教育外当用漢字＋教育漢字の組み合せでできてい

る語に使われた場合であることがわかる。

例　映（映画3）

　　悔（後3悔）

　　胸（胸囲4）

　　悟（覚4悟）

　　刻（時2刻）

　　趣（趣味4）

鋭（鋭角3）

較（比5較）

菌（細3菌）

子し　（孔子1）

鮮（新3鮮）

尺（尺度3）

　　　斗（北2斗星3）庁（都3庁）段（階段・段落3）束（約5束）

　　　閉（閉会2）　沸（沸点3）

　　　優（優勝3）　溶（溶液5）

　これらは，臼常の社会生活でも，

おり，生徒がその語に接近することが多く，

たがって，教育外当用漢字であっても自然に書けるようになる。なお，他教

科で多用される語（文字）も相i当あり，よく自にふれる，ノ・一・一ト等で書く機

会も多いということが考えられる。

　教育外当用漢字との組み合せの語（文字）は，前者に比べると，さすがに

少ない。しかし，日常生活と密着しているもの，他教科に関するものという

傾向は動かない。

　例亜（亜鉛）　影（影響）　乙（甲・乙・丙）介（紹介）　砂（砂丘）

　　　糖（砂糖）　肪（脂肪）　秘（秘密）　唐（遣唐使）　培（栽培）

　これらは国語科や他教科との関連がみられ，字数・字種に多少の異同があ

っても，どの中学生にも共通する現象ではないかと思われる。

　このように教育外当用漢字でも，生活上，あるいは学習活動の上で必要性

の高いものは，書ける漢字が相当あること，そのような漢字は，語構成語

表詑の上で，やはりまぜ書きよりも，漢字で書くことが望ましい。間音語の

誤りもさけられる。

　中学の漢字学習では，書く力として定着しない教育漢字の指導も合せて行

　　　　　　　　　　　　　　一42一

沿（沿岸3）　鉛（鉛筆5）　菓（菓子1）

企（企画3）儀（儀式4）脚（脚本う

筋（筋肉3）径（半2径・直経）傾（傾向3）

郊（郊外2）　紅（紅白1）　項（項目1）

寸（寸法4）振（振動3）召（召集3）

乳（牛2乳）　軟（軟水1）　硝（硝酸5）

　　　　　　　　　　　　訪（訪問4）

班（班長2）　箱（本1箱）　雄（英4雄）

硫（硫酸5）　鈴（鈴虫2）　郎（太3郎）

　こうした組み合せの語として多用されて

　　　　　また書く機会や必要も多い。し



なわれるであろうが，現実には中学校の国語教科書で新出する漢字一教育

外当用漢字を中心に進められる場合が一般のようである。その結果，上掲の

ように，諜くことを義務づけられている教育漢字の中の文字が習得し残り，

必ずしも書くことまでは義務づけられていない教育外i当用漢字の中にも，H

常生活上，学習の必要上，習得能力上，書ける文字のあることに注口される。

　このことは，将来，読み書きともに習得の可能な漢字，習得すべき漢字と

いうことを考える場合，参考になるのではなかろうか。

　2　中学校の漢字学習指導の三態に関する質問紙調査

　【調査の目的〕

　この調査は，中学生の漢字習得調査の一環として，中学校の漢字学習指導

が実際にどのように行なわれているのか，また，実践の場にある先生方が，

漢字指導はどうあるべきだと考えているのか，指導上の問題点がどんなとこ

ろにあると意識されているかなどについて，その実態を全国的な規模におい

て少しでも明らかにすることを1ヨ的として行なったものである。

　【調査の方法・回収率など】

　漢字指導の実態を知るための調査としては．一定期問一定の教室へ実際に

行って調べる，その他などいろいろの方法があり得るが，ここでは質問紙に

よる調査：方法をとった。調査票への記入については，

　①凹答ヲ麹こは学校（または地域）の代表としてではなく一唄語科教員の

　　ひとりという立場で答えてもらうこと。

　②事実であることと意見であることとをはっきり区別して答えてもらう

　　こと。

　⑧事実については，昭和41年度に実か諺したことを中心に記入してもらう

　　こと。

などにとくに留意した。

　1　調査羨施の時期

　　　　神奈川県　　　　　昭利4！flこ！2月～42年1月
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　　　千葉県　　　昭和42年！月

　　　青森県　　　昭和42年2月

　　　その他の地域　　　昭和42年2月～3月

2　調査地域，回収率など

　a　県の教育委員会，県単位の一語教育研究会等の協力を得て，県内全

　　校（1校につき1名ずつ）に調査票を送り，園主を依頼した地域（A地

　　域）

　b　都・道・府・県教育委員会に図答老の推薦方を依頼（1県につき5～

　　6名ぐらい，菓京はIG名ぐらい）し，主としてそれにもとづいて調査票

　　を送り，回答を依頼した地域（B地域）

それぞれについての発送都計・園収部数・國収率はつぎのとおりである。

　　　　　（A地域）　　　　　　（B地域）

iitt－ieq，i　Lve．　l　iss　LEi：2％il

　　　　レggi・3・i亟

　　　　　　　　　　　　　（B地域の内訳）

県 名画線隙繍県 名睡部数諏部数

・糖司 6 4

2　秋田県 6 5

3　岩手県 1 1

・山形刺 6 6

・鰍県1 6 （一ii　．1

6　竹島県 6 6

i7栃木県
6 6

・茨誠劇 6 4

9編県1 6 5

10東京都 13 10

11新潟県 6
一
b

・2卸刺 6 4

13　石川県 6 4

・4麟刺 6 5
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…
（
、聾 名．i発塑塑回収綱i県

15　長野県 6 5

名』 ㍽｣．座緻！

illlllel．，L．lll一．．1，e・ll・tT・i1i／31，ll

l黛鶴lq

28鳥二目． 6

16山梨県i　6
　　　　　く
17静岡馴　 6

6 6

6 6

18　岐阜県 6

・9愛知県i 8 7

　　　　　　
20灘県； 6 3

・・卜者酬 6
P
O

22大阪府 8 6

23奈良県 6　1　5
忽和塾llヨ 6 5

25三重県 6 6

26岡嵯｝ 6 6

27兵矩県 6 6

31　　罫篭矢口琉キ　　　　　　　6．　i　　　　　3

誠…ｳ論… P一一…言∵……速．一

33　　愛冠愛碍ミ

・・福岡県1

6 6

35藤…
堰f

36佐賀県1

………

5
…
響
0
6 一

9

37大分蛤　・

38熊本県1　6
　　　　　1

門
D

｝
b

39醐劉
・・麗児島lt4－1一g

6 6

5 3

　〔調査結果の概要】

　この調査の結果のあらましぱ，つぎのi～Vに示すとおりである。これ

についての記述の仕方はつぎのようになっているQ

　①質問の内容およびその配列については，蔀分的に省略したところもあ

　　るが，原刷として実際の調査票に従った。

　②　各質問露骨のあとに二つずつ示した数字はいずれも百分率（項1ヨによ

　　っては平均値）で，それぞれ，前考はA地域について，後者はB地域に

　　ついてのものを表わしている。

　③　項週によっては，二つ以上の選択絞に○印のつくものがあり，この揚

　　合セこは，当然ながら，各パーセンテージの和が100をこえている。

　④項自によっては，各パーセンテーージの和が100になってよいはずであ

　　るのに，100に．満たないものがある。この場合の差は「無答」による。

　1　学校の環境と国語科学習指導
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a　あなたの現在の学校の地域環境（二つにまたがっている場含は，その両方を

かこむ）

L

3．

5．

7．

9
．

11．

12．

b

c

d

1
2
0
0
4
門
0

｛主宅市街　　　　　18．8（28．2）

工業市街　　　4．3（6。8）

その他の市街　3．2（6。8）

都街近炎昼農村　　15．8（17．5）

農山村　　19．0（14．1）

漁村　4．1（0．5）

比1　　　村　　　　　3。0（1．9）

2．商業市街

4．鉱業市街

6，小都市

8．普通農村

！0．　農1漁村

12．鉱　　由

14．　その他

あなたの現在の学校の全学級数　12，5（19．8）学級

あなたの現在iの学校の難語科教員i数

　　1．専任者　2．2（3．5）名　　　2．

あなたの現在の学校の毛筆習字は

潮懸科教員全員で指導

躍語科教員のうちの一部で指導

醜語科以外の教員が指導

特別の非常勤講師を依頼

校長または校務主任が指導

9．　2（17．　0）

e（1．　5）

7．　1（17．　5）

24．　7（18．　0）

12．　6（5．　3）

O．　2（O．　5）

2．　7　（1．　9）

兼任春　1．7（L7）名

29．　7　（23．　3）

43．　5　（56．　3）

23．　8　（24．　8）

Ll　（　1．　9）

6．9　（　P．．．　9）

e　あなた潮溜の現在の圏語科のうけもち

一年生　1．2（1．3）学級　43．7（53．8）名、

　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
：難1：：麗黒潮：1：1：2－i冊数1遡駒競

f　あなた自身の，その飽（e以外）の校務分掌

（校務主任，図霧館主任，学年主任，PTA会計係，研究指導主任………いろいろであるが，全体を通じて，何か一つという場合はまれで，1人が2～4種のe以外の校務を分掌している例が大勢を占めている。）

E　漢字学習指導の方法

　a　教科書による，ふつうの圏語の授業における漢字学習指導の過程

　　教科書による，ふつうの醐語の授業における漢宇学習指慰の過程の例とし
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て，つぎのようなものを考えました。あなたの二分，実際ひこはこれがどうなっ

ているでしょうか。例にならってお書きください。

　　　①　教科書のよみをとおしての正確な音声化　㈹
　　　i
　　　②　文章中での一脈的理解　⑧
　　　i
　　　③摘禺しての語句単位での理解（C）
〈例）　↓

　　　④分解による交字単位での理解CD）
　　　s
　　　⑤慈用的，発展的理解と練習⑨
　　　s
　　　⑥　練習による態度化　（F）

（記入欄）1

　上の例をごらんになって，あなたの場合は，つぎのどれでしょうかQ

　イ．内容，順序とも例と問じQ　　54．7（53．4）

　ロ．内容はほぼ同じになるが，頗序がちがう。　　35．7（35．4）

　　　この魚食は，A，　B……の記号で，その順序を下にお書きください。

　　（この結果について，A地域，　B地域の総合で多かったもの1～3位まで

　　を示すと，ACDBEF9．2％，　ACBDEF5．g％，　ADCBEF1．g％）

　ハ．例とはちがった指導過程をとっている。　　7．8（11．2）

　　　この場合は，　（一入欄）2におかきください。

（記入欄）2

＠q
Ii
＠（l

　　I
6（1・

じ
甲（i

i　i
oci

ヌ
　
　

り
し
　

げ
　
　
ミ
　
　
　
　

だ
レ
　

に
た
し
ば
る
も

ロ
し
そ
と
い
の

も
答
。
を
て
他

に
回
た
か
れ
の

イ
に
つ
れ
ら
そ

　
欄
あ
ど
め

（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

①
i
②
…
…
③
i
④
1

　イにもロにも属さない指導：過程をとっているとしてこの

欄に回答したひとは，A地域でZ　8％，　B地域で1L2％で

あった。そして，その中の大半は，例⑧⑧⑥⑪⑪⑯の中の

どれかをとばした方式，または，多少変形させたもので占

　その他のものとしては，「単元にはいるまえに，主要漢

字について家庭学習として調べさせる」をトップに位概づ

けているもの，「ノート検査」「テストによる定着度の評

緬」を最後に鋤えたもの，その態などがある。

）

）

）

）

）
）
）

も　教科書以外（aでの学習指導以外）の漢字のとりたて指導
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1．　教科書の読解の場合に指導する以外に，つぎのような指導をしているでし

　ようか。

　イ，主として教科雷で習ったものの練習学習

　　（i）　その教材なり，単元なりが終ったところでの練習学習　75．7（80，6＞

　　（ii）　1遷闘に何睡1かの特別の時閻をきめての練習学響　13．3（13．6）

　　（iii）　あるときまとめて（期末，その絶）の練響学習　　15・8（2Q．4）

　ロ．教科書と関係のない，ワークブック，テストブックなどを使っての練習

　　学習

　　（i）　している。54．0（50．0）　　（ii）　していない039．9（44，2）

　ハ．自分でくみkてたり，あるいは，何かの参考書を利用して作ったりの．

　　漢字についての知識や技能を増すための特別なレッスン

　　（i）　している。37．8（50．5）　　（ii）　していない049．　9（44．7）

2、　テスIls

　イ．漢字のテスM・！i，，どういう時機に行なっているでしょうか。

　（i）　毎週行なっている。

　（ii）小単元が終ったところで行なっている。

　（iii）単元の終ったところで行なっている。、

　（iv）その他

ロ．テストに出す漢字のソース

　（i）教科書に提｛NEされている漢字の中から

　（ii）教科善以外の教材の串から

　（iii）．当用漢字の中から

　（iv）　当用漢字以外の漢掌から

　（v）その他

ノ、．

　（i）略字

　　　　A地域，B地域ともに，

20．　4（16．　5＞

43．　0（43．　7）

21．　5（25．　7）

25．　4（34．　5）

86．　7　（85．　9）

11．　0（　9．　2）

19．　9（26．　7）

3．　7（　1．　5）

5．　3（11．　2）

答案に，略字・旧字体の漢字が出てきた場合の処理はどうしていますか。

（　A地域，B地域ともに，「採点する場合は誤答として処理するが，そのとき，正字を添書するか，あるいは事後に指導するなどしている」というのがほとんどである。）
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　　　　（ii）　旧字体

　　　　　購ll灘撫ll継馬野）

照　漢字学習指導の内容

　a　熟講の指導の場合，その語を構成している漢字の1字1字の意味を指導して

　　いるでしょうかQ

　1．　1字1字の意味の指導が，その語の理鰍こ必要と判断したとき指導してい

　　　る。　　68．0（69．0）

　2．　語としては指導しているが，1字1字の意味にはふれない。　6．　6（1．9）

　3，その熟語が音よみの熟語で，／字1宇の意味の猪導がその語の理解に必要

　　　と判断したときに指導している。　　　　　　　　　23．6（32．5）

　4．　指導するかしないかは，その時の事情による。　　13．　3（7．3）

　5．　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．　6（8．3）

　b　当飛漢字の指導で，音訓蓑に示された以外のよみにふれることがあるでしょ

　　うか。

　1．　ふれたことがある。　　　44．　2（69．4）

　　　あるとすれば，それは，どんな漢字の場含でしたか。できれば，それらの

　　漢掌をいくつかお示しください。

際灘擁灘誌嚢総鍵論）

　　　また，その理由としては，どんなことが考えられるでしょうか。

　　　1B地域の圓答について，おもなものとしては，
　　　／　Ci．’）　　　　　熟語の意味の指灘のとき訓を使うと便利なので，しぜん衰外訓にも
　　　1諌・・

　　1②　宿学浜匙を読むとき，音訓表以外のよみかたをおぼえておく必要が

　　i　ある。
　　1③日常生瀬上よく目にふれるものは覚えさせておいた方がよいと思う
　　　／
　　　1　から。

　　　＼などがあげられている。
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2・　ふれたことがあるように思5・　　　　　　　　　40・3（20・9）

　3．　ふれたことはな㌔・。　　　　　　　　　　　　　　　14．2（8．7）

C　教科書による授業の中で，取り鴇して指導している漢字はどれでしょうか。

1．薪出漢字の全部　　　　　　　　　　　　　　　57．2（49．0）

2．新出漢字のうち，生徒にとって抵抗が大きいと思われるもの　33．9（45．　6）

3。　幾：習漢字1のうち，：習得率の低いもの　　　　　　　5G，8（57。8）

　4。　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．6（12．6）

d　上記。の場合，音訓についてはどうなっているでしょうかQ

L　教科書の文脈でのよみだけを指導している。　　　5．3（1．9）

2．教科書の文脈でのよみが音だけである場合，なるべくその漢字の訓（それ

　　があれば）も指導するようにしている。　　　　　　82．6（92．　3）　、1遜i鑛

3．教科書の文脈でのよみが訓だけの場合，なるべくその漢字の音（それがあ

　　れば）も指導するようにしている。　　　　　　　　66．6（83．　0）

4．教科書の交脈でのよみが訓であれば，音にふれることはほとんどない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．4（　e．　5）

　5．　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8，0（7．8）

e　筆順について，なにか指導しなければならないようなことがあったでしょう

　か0

　1．　あった。　　79．・6（87．9）

　　　あったとすれば，それは，筆順のどういう点についてでしょうか。なるべ

　　く具体的にお示しください。

（B地域における，上位15位までの櫓導字例必，飛，右，左，馬，有，方，女，田，粛，医，耳，九，衆，門）

　2．　なかった。　　IZ　8（11．7）

f　作文の中で漢字を指導しているでしょうか。

　1．事後処理として，誤字・誤期等の漢字を訂正して返している。87．4（85．3）

　　　（i）．かならず。　　　　　　　　　　　　　　30・G（21・8）

　　　（ii）　だいたい。　　　　　　　　　　　　　　42．1（41．7）

　　　（ii圭）　その時の事情による。　　　　　　　　　15．3（21．8）
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2．知っている漢字は，なるべく多く使って番くように指導しているQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　46．　9（5G．　O）

　3．　漢字を使うときは，たしかに知っている字を使うように指導している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12．　6（　9．　2）

　4．廉くときに辞書を使わせて，自信のない字は確かめてから書くように指導

　　している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31．　1（38．　3）

　5．書く意欲をそぐので，作文での漢字指導はなるべくしないことにしてい

　　る0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．8（8．3）

　6．　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　6，6（24．　3）

g　ふだん，漢字を正しく書くよう，その態度化について，どんな指導をしてい

　ますか。

　1・　書くときは正しい漢字を書くように心がけさせている。46．7（43．　2）

　2・　字画をきちんと書くよう指導：している。　　　　　31．6（42．7）

3・漢和辞典・岡語辞典等をおっくうがらずにひいてみる習慣をつけるように

　　指賑している。　　　　　　　　　　　　　　　　59．0（64．　6）

4．　藏信のない字は，知っている人に聞くなり，辞書でひくなり，なるべく確

　　かめてから書くように指導している。　　　　　　　22．7（27．7）

5．ノート検査によって，正しく書くことの態度化をはかっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41．　0（41．　3）

　6。　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．6（13．1）

h　部首の知識を利用した漢字の指導をなさっているでしょうか。

　■　した0　83．7（89．　3）　　　　　2，　しなかった0　14．4（9．7）

i　部首についてなにか指導をなさったでし爵うか◎

1．まとめては行なっていないが，必要に応じてふれてきた。61．1（54．9）

2．漢和辞典を利用して指導してきた。　　　　　　　35．0（39．8）

　3．　生徒の自発学習にまかせてきた。　　　　　　　　　4ほ（2．4）

　4．　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．9（16．5）

i　熟語の語構成（たとえば，登賑・下山　春雨・春風　先端・道路…等の語の

　中にみられる構成上の共通点や相違点）についての指導はどうなさっているで
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　　しょうか。

　　1．　計画納に指導している。　　　　　　　　　　　　　5。9（18．9）

　　2．　必要に応じて，そのときどきに指導してきFた。　　89．2（77．2）

　　3．それにはふれていない。　　　　　　　　　　　　3．0（0．5）

　　4．　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．3（13．　6）

　k　他教科へのサービス（たとえば，「この漢字は理科の用語に使われる字だか

　　らよく教えておいてやろう」というようなこと）として指導したりすることが

　　ありますか。

　　1．　サービスを意識して指導したことがあり11．　2（2G．9），その対象はおもに

　　　　　　科　　　科である。〔A・B両地域とも，社会科・理科が圧倒的に多

　　　かった〕

　　2．　その事実はあるが，とくにどの教科ということはない。　43．　5（44．　7）

　　3，他教科へのサービスを意識して指導したことはない。　　43．9（32．5）

　　4．　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．7（5．3）

　1　あなたの学校の国語科以外の教科で，漢字の学習指導が行なわれているでし

　　ようか。

　　1．指導しているということを，他教科の人などから聞いたこと（見たこと）

　　　がある028．8（40．3）〔A・B両地域とも，社会科・理科が他を引きはなして

　　　多い。〕

　　2。　指導しているかどうかわからない。　　　　　　　22．　2（14．　6）

　　3．　拙奪していな、・らしい。　　　　　　　　　　　　　37．8（34．◎）

　　4．　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9．4（14．1）

Ilfその他の指導

　a　辞書指導（漢和辞典について）

　　1。　あなたは，今年度になってから，漢和辞典の使いかたについて指導された

　　　でしltうか。

　　　イ．書旨導した0　　　　　　　　　　　　　　　　60．6（64．6）

　　　ロ．指導の必要を認めているが，まだやっていない。7．8（3。9）

　　　ハ。使用の仕方について生徒がすでに知っていたので指導の必要がなかっ
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　　ko　26・　8（26．　2・　）
　二．その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．7（5．3：）

2．漢和辞典を利月：三した授業をなさっているでしょうかG

　イ．してきた。　52．2（60．7）　その場合，どんなふうに利用されましたか、

（　B地域での例①　部首，熟語の指導のときに利用。②　新出漢字や難解語句を，授業中辞書を利用して調べさせる。③　学習時・つねに持たせて，必要に応じて，その他など。〉

　　ロ．　してこな：カtSつた0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35．7（26．7）

　　ハ．その他　　「　　　　　　　　　　　　　　　9．8（8。3）

　3．漢和辞典を生徒にどのように使わせていますかe

　　イ．授業中自由に使わせている。　　　　　　　　57．0（5！．5）

　　ロ．休み紀聞や放課後等に使わせている。　　　　　7。6（8．7）

　　ハ．家で予習・復碧のときに使わせている0　　　　56．　1（67．5）

　　二．その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　12．ユ（13ほ）

b　醐教科書，ワーーク・ブック

　1．　漢字学習中心の副教科書，ワーク・ブック等を使わぜていますか。

　　イ．使わせているQ39ほ（37．4）　　ロ．使わせていないa　54．7（55．3）

　2，漢字学習をふくむ副激科書，ワーク・ブック等を使わせていますか。

　　イ．使わせている042．3（48．1）　　　ロ．使わせていない。43．9（37．9）

c　家庭学習

　1．漠字学習を宿題として家でやらせていますか。

　　イ．やらせている。82，4（91，3）　　　m．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やらせていない。16．9（6．3）

　2、　やらせている場含，それは主として漢字学習のどういうことについてです’

　　か。

　　イ．書きの練囎　　　　　　　　　　　　　　　　　4L6（46．6）

　　ロ．難語句のよみや意味を調べる一環として　　　　51．　3（61．7）

　　ハ．その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　11．　2（22．3）

d　特別に行なっている漢字の学習指導

　漢字の学覆指導上，なにか特劉に行なっていることがあるでしょうか。あIJ・
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ましたら，それをお書きください。

ユ．　：先生個人として

　　ノB地域についてのおもなもの　　　　　　　　　　　　　　　l
　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　ニ　　1①　テスト，ドジルの実施（朝自習，国語の時間，放課後，補欠授1

　　操等を利肌て）　　　　　　l
　　i②構のための樋の賄跣研修

　　1③一宇一字についての宇源的，解字酌指導
　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l灘磁灘蠣その他　　1
2．　学校または地域として

／B地域についてのおもなもの
ノ

1①欝テストの定1勲嫉施
｛②朝の自心証肌た宿病ついての，，ル品

触奮繰言灘馨灘鮎擬

＼
、

〆
～

一この事項では，学校としてなのか，地域としてなのかが明らかでないものが

　あるが，記述内容からみて，「学校として」というのがほとんどであると思われ

　る。一

V　漢字学習指導に対するあなたのご意見

　a　中学校卒業までに身につけさせたい漢字力は？

　　1．　溺望外嶺矯漢字（969字）について

　　　イ．よみ，かきともに完全に身につけさせたい。

　　　P．よみだけは完全に身につけさせたい。

　　　ハ．その他

　　2．　当用漢字外の漢字について

46．　5（43．　2）

49．　2（51．　0）

5．　5（10．　2）

イ．ルビつきで出してあればよい。とく’fこ指導する必要はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45．　8（54．　4）

ロ．必要のある漢字については指導しなけれぽならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45．　1（36．　4）
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　　　　ハ．その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　3。9（エ0．2）

　　b　漢字学習指導のあるべき姿について，あなたはどうお考えでしょうか。400

　　　字以内ぐらいでお書きくださいQ

　　　∵攣㌶盤灘，義をお、え朧がた、＿／

　　　l
　　　l②熟語・類義語・反対語・語構成等を通じての指導が重要。
　　　i
　　　l③ドリル学習をもっと重観すべきだ。

　　　惚議灘灘肇1』　　1
　　c　漢字学習指導の観点から，小学校に要望したいことがありましたら，かんた

　　　んにお雷きください。

　　　lB繊での繍腰望　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　③筆翻心を徽蜘勺にやってほしいe　　　　　　l
　　　　tt②論語礫を完鋼・導鷹・い・　　l
　　　l③音階など，漢字の構成なこついての知識を与えてほしい。　1

　⑥回答者の教職経験年数13．・3（！7．6）年，うち中学校10．8（／3．6）年。

　〔結果の処理についての今後の見とおしなどコ

　以上，中指的な報告として結果についてのあらましを述べてきた。現在最

終的なまとめと分析の作業を進めつつある。年内には報告書にまとめて最終

報蕪を行なう予定である。

　なお，この調査を行なうにあたって，1：劇妾婦三者として御協力くださった

643名の先生方，ならびに，圓唖者推薦の労をおとりくださった各都道府衆

教育委員会のかたがたの御厚意に深く感謝の意を表したい。

　また．つぎのかたがたには，種々の面で格別のこ．協力お力添えをたまわっ

た。ここに記して厚く謝意を表する次第である。

伊藤秀雄

岩淵寛二

大山諮三三

千葉県教育委輿望指導諜長

青森県教育委員会指導ヨ三事

神奈川県中学校眠語教育研究会会畏
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寒川英庸

鈴木康之

須藤久幸

田島　均

戸川　昂

長須正文

文部省特殊教育課長

束京成徳短期大学専任講師

神奈川県教育委員会指遵主事

富山県礪波市立太田小学校一（当時，富霞県派遣国立繭語研究所留

学生）

千葉県霜津郡吉野田小学校長一（当時，千葉県指導主事）

茨城大学教育学部付属中学校

　　　　　　D　今後の予定

　以上は，42年度に行なった研究作業の概要と結果の一部報告であるが，43

年度は，続行中の習得要凶資料や，今までに実施した諸調査の整理・分析を

急ぎ，それらの結果と漢字習得調査結果の関係に考察を舶えるなどして、報

告書「中学生の漢宇習得の研究」を刊行する予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（芦沢）
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就学前児童の言語能力に関する全国調査

A　目 的

　幼児，児童，生徒が言語，文字をどのように習得し，どのよう1こ使用する

か，またその要因はなにか等を明らかにする言語発達の：研究は，匿語教育，

とくに，その教育計画や指導法の確立，改善のために欠くことのできぬ基礎

的な仕事として重視されなければならない。とりわけ，就学前期は↑1瀟形成

の上で大切な時期であるが，近年，マスコミの普及によって言語，文字を醤

得する過程は大きな転換をみせている。従来、就学前児童の言語能力に関し

て，部分的調査は散見されているものの，まだ，全融約な規模での概観は得

られていない。この実状にもとづき，本調査は3年計画で就学荊児童の言語

能力の醤得の過程および条件を全燭的規模で明らかにしょうとする。

　本年痩はその第1年次の調査として，就学前児童の文宇力の調査を鴛な

う◎

B　担　当　者

　本調査に関する計画立案，実施は，単語教育研究室の村石昭三，天野濾の

2名が担当し，福田昭子がこの作業を助けた。なお，後園，調査1，読み・

書き水準調査の実施に1ま，！22幼稚園と72名の調査員の協力を得，調査2，

特定幼児の文字調査の実施には，18幼稚園と当該幼稚園教師の協力を得た。

また，調査3，文字の習得過程調査および調査4，需語構造の調査にはそれ

ぞれ実験協力園の協力を得た。

C　これまでの作業過程

幼児の需語発達に関する研究は昭和4！年度よりはじまる。すなわち，昭和
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41年度は「幼児の言語発達に関する準備的研究」として，「従来の言語発達

研究の展望jr言語。文字の記録資料の収集。整理」を主にして研究作業を

すすめ，昭和42年虜こはそれらの作業を継続して，「言語発達文献　展望・

リスト」のレポーート（A4・149ぺ・タイプ印刷）をまとめたほか，「言語発達

に関する課題調査」として，1）語音知覚の発達，2）文字力の発達，3）助数詞

の調査を行なった。そして，これらの課題調査は全国調査のための準備調査

として位置づけられた。

　　　　　　　　D　本年度の調査概要とその経過

　調査1　読み・書き水準調査

　平がなの清音，擾音，濁，半濁音の読み書きテスト，拗・長・促音および

助詞「は」「へ」の読みテストを行ない，4・5歳児クラスの文字力の水準

を萌らかにし，あわせて，幼稚園，家庭に対するアンケート調査から文字習

得の要因を調べることにした。東北・東京・近畿の3地方の全幼稚園から，

　　　　　　　　　　　穿注
122幼稚園を層別抽出し，被調査老計2，235名（4歳児クラス827名，5歳

児クラス1，408名）の幼児についての調査である。

　層別に抽翫された幼稚圏名および住所は下記の通り。

　層　　　園　名　　　　　　　　　　住　　所

（東北地方20園）

4
4
4
4
3
3
3
3
2

叢
H
H
H
猛
H
H
H
H

東岡幼稚園

聖和幼稚園

忠霊女功短大付属幼稚園

青森幼稚園

飯坂幼稚照

つつみ幼稚園

白梅幼稚園

ザベリオ学園幼稚園

大山幼稚園

仙台市原町南隔字町67

　〃　木の下21一　5

秋田市みその町4－82

青森市沖館篠田44

福島市飯坂崩字桜下

岩乎県盛綱市南松1－6－34

　”　　　　’ノ　　」巳　ノ橋匪∫7－63

福島県会津若松市西栄町1－52

山形県鶴綱市大山町333

　－58一



水野谷幼稚園

小田舎幼稚園

ひかり幼稚園

白河幼稚園

天真幼稚園

聖テルジア幼稚園

四倉第一幼稚園

中仙幼稚園

佐沼幼稚園

おさなご幼稚園

溝北幼稚園

（東京地方36園）

保木間幼維園

第二押上幼稚園

明昭幼稚園

入谷幼稚園

言問幼稚園

亀戸幼稚園

西神田幼稚園

青出学院幼稚園

青い鳥幼稚園

コ文京第一幼稚園

音羽幼稚園

双葉幼稚園

三口幼稚園

落含幼稚園

清和学園幼稚園

友栄学園幼稚園

愛隣幼稚園

福島県常盤市水野谷画竜ケ沢

岩手県宮古霜宮町1－2一・12

宮城県白石市沢臼21－1

福島県白河市郭内12一　9

山形県酒韻三崩［IH　1　一　3　一47

青森県黒石市大町2

福鳥県いわき市四倉｝町西3－65

秋田県仙北郡中仙町長野

富城県登米郡迫町佐沼字下田48

岩手県上閉伊郡大槌町桜木町2－24

山形県西村山郡河北町谷地営所岡46－1

束京都足立区保木下1－8－18
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〃

江戸川区上篠燐町1－152

蔦飾区四ツ木1－41－1

台東区坂本1－14

墨田区向島5丁目4－4

量工東区歪魁戸田∫4－115

千代田区西神田2－6－！8

渋谷区緑岡町22

　〃　広尾3－1－22

文京区西片町2－17－6

　’ノ　ブ（口切5－40－1

豊島区南池袋3　一12一　1

　〃　巣鴨7　一1623

板橋区板橋2　一20一　1

北区赤羽西3－11一且

　〃　岩淵町1－728

世田谷区：新町2－23G

一59一
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エ

明星幼稚園

ぼら幼稚園

ひかり幼稚園

中野なかよし幼稚園

第一若宮幼稚園

裕和幼稚園

高井戸幼稚園

松苔幼稚園

明善幼稚園

池上みどり幼稚園

平塚幼稚園

たちばな幼稚園

日本音楽学校付属幼稚園

マルガリタ幼稚囲

府中ひばり幼稚園

多摩みどり幼稚園

みそら幼稚園

閥成幼稚園

福生幼稚園

東京都世田谷区三二茶屋233
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〃

　　”　　　船橋町355

【キr里予区！二高田5一一21－5

　　〃　　野方2－27－11

　〃　　　若宮3－w－45－11

杉並区清水2－21－5

　”　上高井戸5　一2211

　〃　　堀ノ内1－132

大田区入薪井3－145

　〃　上池上町394

臼黒【客二」二目黒4－2156

　SI上目黒8　一595

贔川区豊町’2－16－16

調1fias下石原590－1

府中市四谷2－25

東村山市本町1－520

小金井市東町2－19

田無甫西原町2－2－3

西多摩鄭福生町本町3

（近畿地方66園）

6
6
6
6
6
6
6
6
6

K
K
K
K
K
K
K
K
K

西野田幼稚嗣

五条幼稚園

中大江幼稚園

長池幼稚園

みつやめぐみ幼稚園

大宮幼稚園

金塚幼稚園

みはと幼稚園

鶴見橋幼稚園

大阪南福島区江成町173－4

　〃　天王寺区小宮町18－1

　〃　東区糸屋町2－12

　”　阿倍野区阪南町東5－2－26

　〃　淀絹区三津屋爾通1－22

　”　旭区大宮西の町7－138

　tt　阿倍野区旭町2－69－1

　’ノ　東淀同区島頭町2

　tt　西成区鶴晃橋通8－8

　－6e一



御幣島幼稚園　　　　　　大阪市西淀M区御幣島中3　一46

鶴町幼稚園　　　　　　　　’ノ　大正｝藍鶴町3　一117

遠墨小野幼稚園　　　　　　”　fiE吉区遠里ノ」・野1－2

育和学園幼稚園　　　　　　”　東住吉区西今州町2－22

下目幼稚園　　　　　　　京都市東山区本町15丁臼三幅寺

睦美幼稚園　　　　　　　　〃　伏見区銚出町立売47

円由幼稚園　　　　　　　　tt　東山区円山公園音楽堂南

板橋幼稚園　　　　　　　　〃　伏見区下板橋1町610

西須磨幼稚園　　　　　神戸市須磨区桜木町2丁1ヨ角

青い鳥幼稚園　　　　　　　”　棄灘区オ箕庄町深江札場通

誉田幼稚園　　　　　　　　1ノ　　〃　．注審lll∫新兵衛新田

蕪水幼稚園　　　　　　　　”　轟水区旭ケ丘1－8－22

ブタ／ミ幼憩三園　　　　　　兵嘩県妬生路了行飾磨区恵羨i酒55

飾磨幼稚園　　　　　　　　〃　　’ノ　飾磨区：恵美酒

城北幼稚園　　　　　　　　〃　　’ノ　秘伝摺614

城東幻，季｛1三園　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　’ノ　　城亥ミlil∫553

健康幼稚園　　　　　　　　　〃　親密市浜甲子園2－10－4

仁川学院マリアの園幼稚園　兵庫県西宮了1ぎ段上町4－68

浜甲子園幼稚園　　　　兵庫県西富毒枝川町1－2

園和幼稚園　　　　　　　　〃　尼崎市東園田町4　一79

下坂部幼稚園　　　　　　　〃　　tt　下坂部字佃195

東光幼稚園　　　　　　　　ft　　”　今北字宮本西16

曾根幼稚園　　　　　　　大阪府豊：中市桜田元町1－130

八尾平和幼稚園　　　　　　〃　八尾市黒谷！07

進修幼稚園　　　　　　　　”　東大阪市足代北2－19

堺北幼稚園　　　　　　　”　堺市香ケ丘町4－2－5

愛徳幼稚園　　　　　　　和歌山県和歌山τi了西浜1620

寺方幼稚園　　　　　　　大阪府守f：！市北寺方IIIf618

糖コ幼稚園　　　　　　　tr　　〃．緑【II∫17

　　　　　　　　　　　　一一　61　一



御幸幼稚園

八雲幼稚園

浄幼稚園

五領幼稚園

成美幼稚園

花園幼稚園

南幼稚園

晴嵐幼稚園

橘幼稚園

綾部幼稚園

庵我幼稚園

長浜幼稚園北舎

石切幼稚園

高鷲幼稚園

二色幼稚園

鶴之荘幼稚園

三輪幼稚園

重春幼稚園

日方幼稚園

山城精華幼稚園

高石幼稚園

藤井寺南幼稚園

石屋小付属幼稚園

下三方幼稚園

温泉幼稚園

城崎幼稚園

高野山幼稚園

白浜第一幼稚園

大阪府守口市桃町2

　”　　〃　入雲西町4－2鳩

　St　枚方市中宮4239

　ft　高槻市梶原372

　t’　寝屋州市錦町21－5

兵庫県明石市和坂100

　〃　伊丹市御願塚字北の口23

滋賀県大津市石山鳥居川中之町

京都府舞鶴甫字浜683

綾部市上野町211

京都府福知山市池部坂上

滋賀県長浜市三ッ矢元町19－24

大阪府東大阪市石切町665

　tt　羽曳野市西州72

　〃　貝塚市脇浜897－2

兵庫県鎖西市小戸1－15－13

　”　三田市高次餅田175

　〃　西脇市和田町688

和歌山県海南市臼方1256

京都市椙楽郡精華町

大阪府高石斎高師浜3－5－34

　tt　藤井寺市藤井寺400

兵庫県津名郡淡路町岩毘515「

　”　宍粟郡一宮町福地

　〃　美方郡温泉町湯字千時42

　tt　城崎郡城崎町湯島71

和歌山県伊都郡高野町高野山

　tt　西牟婁郡白浜町

一　6P“　一一



　㈱　幼児，園の抽出，層別基準について

　　標本の抽出は二段階等確率壁心抽出法によるもので，まず，東京は区市町村を単

　位とする地域の類似性を基礎にして，東北，近畿は，府，市，町，村の人口数を基

　礎にして，それぞれ10，4，6，合計20の層にわけた。そしてその履内の幼稚園児

　　（4歳児，5歳児の各クラス）総数に比例して，：漂本を抽出すべく，各層に標本の

　わりあてを行ない，その標本を調査するに必要十分な数の幼稚園を，その層の全幼

　稚園の中から，各幼稚園の在園児数に比例して無作為に抽出した。そして，次に標

　本が，各園の全幼児の中から，無作為に抽出された。上記の園は，このような手続

　きで抽鐵され，かつ，その園の承諾と協力にもとづいて実際に調査を行なった園で

　ある。園の左端についている記号，たとえば，Tl　Kl　H1は，それぞれ，東

　京第～層，近畿第一層，東北第一層を意味している。

　調査2　特定幼児の文字（範囲・騒）調査

　4・5歳児クラスの幼児がどの程度の歯面（平がな，片かな，漢字，アル

ファベット，数字）をどれだけ読み書きできるかを，交字習得の経路と関連

づけて明らかにした。全国の特定！8幼稚園の4・5歳児クラスの幼児計72名

についての追跡調査である。具体的には次のことをEl的とした。

　1）　就学前児童（4・5歳児クラスの幼児）がどの程度の文字を習得して

　　いるのか，テストによる定期調査等によって，読める文字，書ける文字

　　の範圏と量を明らかにする。

　2）　6か月間に上のテスト等を追跡的に脊なうことによって，上に述べた

　　範囲と量の変化を明らかにする。

　3）　H常的な観察と幼児の文字時弊の収集家庭からのアンケート調査を

　　通して，幼児の文字使用の実態と，文宇を習得する過程，要因，文字習

　　得経路等を明らかにする。

　この調査を委嘱した幼稚園名および住所は下記の遽り。

　函館短期大学付属幼稚園　　函館市柏木町111

　優美幼稚園　　　　　　　　室当市みゆき町2－6－16

　さゆり幼稚園　　　　　　　山形市本町2－1－24

　呑竜幼稚園　　　　　　　　栃木県佐野市大祝町2312

　　　　　　　　　　　　　　　　－63一



東京学芸大学付属幼稚園

小州幼稚園

東寺尾幼稚園

川口南幼稚園

あさひ幼稚園

富山大教育学部付属幼稚園

六葉幼稚園

京都教育大学付属幼稚園

呉第一幼稚園

詑堀幼稚園

高｛公幼稚園

内町幼稚園

長浜幼稚園

島原幼稚園

調査3

東京都小金井市貫井北町4－780

　rt　千代田賎神田小jll町3－6

横浜毒鶴見区菓寺羅2033

埼玉県川口市錦町106

薪潟市旭町2

富出市五二季寸前1215

名古屋市千種区唐劇町1・一61

京都yξf伏見区桃山町筒井伊賀東lliT16

広島県呉市三域通4－13

島根県松江毒北堀lfi∫39

香jlWt高松市亀岡町1－6

徳島毒率町3－22

プ（分T・ff長を兵lll∫2一一一一t　6－25

長崎県島原市下新町

　　　　　文字習得過程：に関する調査

　文字をめぐる知覚・認識過程の発達に関する実験をヨ三子保育園（東京都北

区：王子3－7）において行なった。

　調査4　醤語欝造の調査（準備調査）

　主として，就学前児童の語い力の発達に関する研究調査法，分析法の問題

を．舟戸幼稚園（埼玉県川口〒稼本町1　一293）．道灌l！l幼稚園（東京都荒／il区日暮

懇町9－1040）において行なった。

　就学前児童の文字力の調査（調査1．2）経過

　6月・「就学前児童の言語能力に関する全顧調査」のための幼稚園調査表

　　　　　（台帳）作成を東北・爽京・近畿の盗県教育委員会指導課および私

　　　　立学校主管課に依頼した。

　　　・埼玉県下の3幼稚園（浦癩市・原出幼稚園，抑＝1市・舟戸幼稚園，北埼

　　　　玉郡・種足幼稚園）で，　「読み。書き水準調査」のための予備調査を

　　　　した。被調査者数　！80名。

　　　。「特定幼児の文字調査」につぎ，特定18幼稚園に協力を依頼した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　－64一



8月・「読み・書き水準調査」にっき，東北。東京・近畿の122園に調査

　　　園としての協力を依頼した。

9月・「読み・書き水準調査」および「特定幼児の文字の調査」のための

　　　諸調査票を完成した。

　　・「特定幼児の文字の調査」に関する打ち合わせを18幼稚園で行なつ

　　　たQ

　　・「読み・書ぎ水準調査」のための調査員を計72名（県・市教育研究瓶

　　　員，県児童相談所員，大学関係春等）に委嘱した。

10月・「読み・書ぎ水準調査」のための実施打ち合わせ会議を調査員，幼

　　　稚園代表港と次の15会場で行なった。

　　　（東北）山形県教育研究所，鶴岡市教育研究麻，酒田市教育研究所

　　　，秋田県教育研究所，春森県教育研究所，岩手県教育研究所，宮城

　　　県教育研究所、福島県教育研究所

　　　（東京）匡泣匡｝語研究豚

　　　（近畿）兵庫県教育研修所，大阪府科学教育センター，幡磨児童相

　　　談所，兵庫・湿泉幼稚園，和歌山県教育研修センター．京都府勤労

　　　会館

　　・「特定幼児の文字の調査」の第1圓定期調査を行なった。

！1月・東北，爽京，近畿の122調査園で「読み・書き水準調査」を行なつ

　　　六こ。　調査）fU1間ζま10月25日～エ1ノ書15日。

　　・東：京の次の6調査園で「読み・書き水準調査」のり・テストを行な

　　　つた。青い鳥幼稚園，府中ひばり幼稚園，明成幼稚園．みそら幼稚

　　　園，松苔幼稚園，裕和幼稚麟

／2月・東北，畑瀬，近畿の122年忌園および被調査者家庭に文牢指曇敷こ関

　　　するアンケーート調査を依頼した。

　　・「特定幼児の文字の調査」の第2回定期調査を行なった。

2月・近畿の次の4調査溺で「読み。書ぎ永準調査」の就学織前テス1・を

　　　行なった。大阪・金塚幼稚瀦，枚方・浄幼稚圏，守」：；・守1；1幼稚
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　　　　大阪・育和学園幼稚園

　　・「特定幼児の文字の調査」の第3回定期調査を行なった。

3月・東京の次の4調査園で「読み・書き水準調査」の就学直前テストを

　　　行なった。音羽幼稚園，ばら幼稚園，明善幼稚園，亀戸幼稚園

E　今後の予定

　「就学磁児童の文字力の調査」の集計は昭和43年度1こ行なう。また，43年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧謡噸
度には「就学前児童の言語能力に関する全濁調査」の第2年次として，ヂ就

学前児童の語い力の調査」を行なう予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（村石）
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言語の表現機能と伝達効果の研究

1　言語表現における場面の効果の研究（継続）

　　　　　　　　　　　　　A　目酌・経過

　場面によって言語表現がどのような変容を示すかを，伝達という観点から

調べ，あわせて，場面の分析および表現の分析を行なうことを目的とする。

場面が表現に影響するもののうち，現在は，「主語の有無と場面の関係」を

調べるための研究を進めている。（年報16～18参照）

　主語の有無を場面との関係において問題にするばあい，まず，文における

主語の役割から問題にしてかからなければならない。なぜなら，ある主語の

省略が場面の影響であるというためには，その文の本来の文型では主語を必

要とすることがわかっていなければならないし，また，ある主語の存在が揚

面の影響であるというためには，その文の本来の文型では主語を必要としな

いことが明らかでなければならないからである。そのために，まず「文にお

ける主語の役割」の研究から始めることにした。　（この研究の段階については

年報17～18参照）

　この分析のために，種類も豊：富で量的にも資料を得やすい，文章にあらわ

れた使用例を使うことにし，文庫本を材料としてカード化してきた。（カー

ドのとりかたは，年報16参照）41年度までに，話しことば研究室や書きことば

研究室とも共同で，49の交学作晶から（嘉研究室分）延べ約30万枚（異なり

約1万4千枚）のカードをとって分析してきた。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

　（1）と（2）は言語効果研究室の高橋太郎が担晒し，量久茂子がこれを助け，（3）

は，研究室長の指導のもとに屋久茂子が術なった。
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C　本年度の作業

（1）文カードの追加

　昨年度まで，文学作品ばかりからカードをとったので，本年度は，論文・

解説交のような作贔から，延べ約19万枚（異なり約3，800枚）のカードをと

った。（これは，話しことば研究室と共罰で行なったもので，作品名，選択

規準などは，　「現代語の文法の調査研究」の項参照）

（2）三田関係の分析

　昨年度につづいて，　「形容詞述藷文における主語と述語の関係」の分析を

進め，あわせて，「動詞述語交における主語と述語の関係」の分析にはいっ

た。また「は」　「も」の使われた文のカードをとりはじめた。

（3）　「○は○が～」という形式の分析

　「○は○が～」のカードをとり，そのうち「～」が形容詞のものについて

分類をこころみた。

D　今後の予定

　43年度にいちおうの分析をおわり，44年度には，主語と述語の関係につい

て、報告＝書にまとめる予定である。　　　　　　　　　　　　　　（高橋）

H　文の形成過程にあらわれる伝達機能の発達の研究（継続）

　　　　　　A　目的・経過・担当者・見とおし

　言語の表現機能と伝達効果の発達は，幼児の言語の獲得あるいは誉語活動

の形式の分化の中にさまざまな形であらわれるから，これを，特に幼児の文

表現が成立し，文形式が形成されていく過程でとらえようとする。

　そのために，（1＞伝達機能の単紘としての文（センテンス）をとりあげる。

②対象としては，まず到達点としての4～6歳児について行ない，次に発達
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的観点に立って1歳から6歳児の問題を扱おうとしている。

　細事についてはり文を構成．陳述の両側面から文法的に分析し，一部形態

約な分析も加える。言語行動については，主として伝達機能の側脈から分析

する。かくして，文法的形式と伝達機能の関係の考察をする，等を贈勺とし

ている。

　本年度はそのうち，次の二つのことを行なった。

　L　41年度に録音，交字化した年長児（4G年度の年中児を含むクラス全員）の話

しことばをカード約10万枚とカード集80部に作成した。このカード集は40年

度に作成した「幼児のことばカ…一ド集」（幼稚園のことぽ資料1，9）すなわち，

年中（1），年長（1）に続くもので，年長（2）（幼稚園のことば資料⑳となるもので

ある。その内容については，年報17（9G～107頁参照）に雪遷例をあげておいた

のと同じ形式のものである。ここで，本年度までの被調査春数をあげておく

と，つこう年中児，男26，女20，計46名，年長児男65，女50，計115名となり，

同一幼児の数は，転園などもあって，男22，女16，計38名となっている。

　2．　4～6歳児の文の文法的分析

　これについては昨年度は資料1，llを使って，幼児の構文の形式の概観調

査を行なったが，問題をもつ箇所が多く，もっと細かく分析する必要を痛感

した。そこで，今年度は次の四つに図題をしぼって分析することにした。

　　　（1）　連体修飾語の用法　　　　（R）　補足文の形式

　　　纏）　動詞の形態　　　　　　（ps）　名詞の格の用法

　このづち（互）と（沿は大久保愛，（IDと（W）は高橋太郎が撞回した。（1）

（9）（匿）については，一応分析が終わり，その結果をプリン1・に作成した。

この一部については，本年度の仕事としてのちにのべる。GV）については分

析の途中である。来年度以後のみとおしとしては，次のようなことを考えて

いる。

　1．　これまでの資料，すなわち「幼児のことばカiv一一ド集」i～1懸を使って

分析を継続する。課題としては来年度は次のことを考えている。

　　（1）文末述語の形式（大久保）　　　　（2）従属：文のヲ彰式（大久保）
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　　（3）名詞の格の用法（高橋）　　　　（4＞その他

　2．補充資料の収集およびカード化（主として年中児），ならびに年小児

の資料収集の準備および検討等

　3．　「4～6才児の文の構造の研究」（仮題）として45年度にまとめたい，

など。

B　本年度のしごと

　前にのべた本年度行なった文の文法的分析のうちr（1）連体修飾語の用法

（9）補足文の形式　（皿）動詞の形態について，紙工のつこうでくわしくは報

告書（予定）にゆずることになるが，以下にそれぞれの男妾者がのべる。

L連体修飾語の用法の分析

　文の文法的分析として，なぜ，まず連体修飾語の用法の分析にとりかかっ

たかということであるが，次のような理由による。

　（1）連体修飾語は，これまでの研究で2歳前後からしだいに使用できるよ

うになって，一応就学前には，成人ほどでなくてもほとんど使用できると言

われている。

　（2）連用修母語などとちがって修飾，被修羅の関係を，文の分析とは独立

して研究ができる。最初のとっつきとしては容易である。

　（3）山田孝雄氏をあげるまでもなく衆知のことであるが，「すべて連体格

の語はその対象たる体言に対してその観念を限定してその意義をば明確にせ

むがために附加せしめたる棚限的観念をあらわす語にして之が附加せられた

るによりて，その対象たる語とこの連体格の語とが一繊となりて更に大なる

観念団をなすものなり」と『臼本文法学概論』にのべている。すなわち体言

の意味を，より明確に，あるいは精櫛こ幼児が表現することができるという

ことは，発達のひとつのめやすになると思う。

　この連体修難語の用法を二つに大きく分けて分析してみた。（1）は構造か

ら，（2）は意味の面からであるσ

　1．　連体修飾語の構造
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1．1一語よりなる連体修飾語の構造

　この中は，修飾，被修飾の関係が次のようである。年中，年喪の用例をあ

げる。

．骸式⊥胞俄、塗1：！1豊17鷲◎損＿墾趣『竺1『λ＿

　　一審晩配．一ご貿イ＿・・主．．tt＿＿一1．．ざゴご幽寂＿＿

　　．一r選董．1三．．・亘・⊥L㍗ヨ鷺＿＿．
　　形寧二戸…．1．型労㌘諭．一．L・ルイビ・rテ

　　鞍勲を墾」一．融融ご2ニー＿．、巨曝露ll鷺ゴ曇．．t．tt

　　連㈱一画1・・キナ・チ　レ・ソナ・・ナ・

一尉ヨ璽∬ll工三崩乏互［ニコ三絶1曽亘酉1．．欧三三三

．．病壁壁＿⊥画工況芝壬絶＿L砂．．陥…＿．＿＿．．．一

　これら体言には，形式名詞の「とき」，「ところ」，「こと」，などが多い。

こそあどでは前のものを指す連体詞「その」が多く，ついで「この」，また

「こういう」も多かった○形容詞では，「わるい」「おつきい」「ちいさい」，

形容動詞（以下形動と略す）では「へんな」，連体詞では「いろんな」がよ

く使われ，これらは年中児より年長児のほうがことぽの種類が農窟である。

副詞については慣用の特別のものに限られていることはもちろんである。

1．2　二語以上よりなる一体修飾語の構造

　この二語以上からなる連体修飾語の構造を五つの形式に分け．用例ととも

に表にしてみた。この表のうち（3＞（4）はこのようにきれいに分けられるかどう

か，まだ問題が残っている。また，句や節の形式をもつ連体修飾語も分析が

十分なされていないのであるが，一応，4～6歳児の連体修飾語のうち，二

語以上の語からなる形式の種類が，年中児，年長児によってどうちがってい

るかがみられるのではないかと思ったわけである。（72ページ～76ページ）

一71一



v、
㌦

鼈
黶
A、

、
、
　
　
　
　
ノ
：
Fi

　
　
　
　
　
・
‘

ダ
ll

　
　

l

　
　
　
＼
＼
．
、
　
　
i　

　
年
　
　
中
　
　
児
　
　
　
　
　
　
年

　
形
　
　
式
　
　
’
、
一
＼

1
（
i）

一
．
『
tt

…
t．

’
．
t…

．
－
1r

m’
一
t．

一
が
ご
二

二
r㎝

．
…

　
…

一
tt

t．
t．

．
…

…
t’

L．
t’

一
tt

’
tt

t…
一

一
［

二
二

二
二

＝
二

…
…

．
．

’
…

tt
…

．
’

．
．

t　
tt

…
『

一
一

…
’

…
．

』

魍
垂
麹
趣
」

臆
・

塑
ご

磁
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
認

詞
一

・
形

質
一

〉
｛
Nl
σ
イ
チ
バ
ン
ス
キ
ナ
1ト

キ
l　

　
i。

イ
チ
バ
ソ

C一
，

1N
l

長
巳

玉

1ラ
イ
オ
ン

li
Oイ

チ
ノ
ミ
ソ
　
タ
カ
イ

　
　
　
　

　
E

1　
｝

・
コ

両

・
オ
ミ
コ
シ
　
カ
ツ
イ
ダ
1ヒ

i

。
オ
テ
ソ
キ
ノ
　
イ
イ
　
1ヒ

1

Oシ
マ
ウ
マ
ガ
　
タ
ク
サ
ソ

ス
キ
ナ
1コ

1・
】

Oク
ノ

レ
ワ

マ
ソ

∫
　

ト
フ

を
ノ

レ
　

1ミ
チ

1

iQ
オ
ハ
ナ
（
轟
）
ガ
　

オ
ッ

キ
イ

　
！

バ
カ

セ
i

1 刈 b O l

　
　

　
f

イ
ル

　
…

。
ソ

ラ
ヘ

　
ノ

ボ
ッ

タ
　
　

1　
＝
一
u一

：
t－

wu
＝
一
t　

一
　
一
一

1オ
ケ

ヤ
サ

ソ
1

1
ト

コ
1

｝
一

㎜
一

ノ
チ

ウ
O

備
考

i謙
灘
騨
の
・

彗 　
　
1
讐
被
修
飾
語

i一
一

＝
＝

こ
れ

全
体

が
修

飾
語

iε
：

繍
留

黙
。

　 i
「
ト
ニ
ギ
・
」
「
ト
コ
（
ロ
）
」
「
コ
ト

j

lの
形
式
名
詞
を
修
飾
す
る
も

iの
が

多
い

。
Cの

中
の

分
析

1は
こ

こ
で

は
し

て
い

な
い

。
ミ 似

下
も

同
じ

。
ヨ

（
旬

　
　

　
＿

＿
　

1
　
N→

N一
｝
iN
l　

　
i
。
オ
1・

コ
ノ
　
コ
ノ

1
マ
ン
ガ
1

ト
ウ

サ
ン

ノ

｝
。
ノ
ミ
イ
エ
ル
ノ
　
（
キ
イ
ロ
イ

　
　

　
@　

　
　

　
　

　
　

　
　

ミ

1イ
ト

コ
1　

　
｝

　
ホ

ソ
ノ

）
1ナ

ナ
ジ

1か
っ

こ
の

中
は

，
そ

の
中
で

ユ
ウ
ゴ
バ
ン
ξ

N締
N
一

ヶ
N
一

・
IN

i
i
。

ボ
ク

ノ
　

オ
xイ

サ
ン

　
ト

キ
ノ

　
i。

オ
ト

ウ
サ

ソ
ノ

　
オ

ト
モ

グ
チ

ノ
　

オ
ジ

サ
ソ

ノ
i

こ
る

い
て

つ
も Q

を す
係 め

関 し
飾 を

修 と
｝

｝

1〈
a」

N．
IN
1

1〈
一
N一

一
，
N一

“
　
N　

F

形
容
詞
㎝
＞
N…

＞
lN

E

ソ
噂 、

オ

。
コ

ノ
　

ツ
ギ

ノ
　

tニ
チ

ヨ
ゥ

ビ
【

…
L2

コ
乱
ウ
シ
ヤ
1　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i

IO
ソ
ノ
　
ア
ク
ル
ヒ
ノ
　
1ア

サ
｛

le
ソ

ノ
（

キ
レ

イ
ナ

　
ヒ

ト
ノ

）
1ナ

ト
ウ

サ
ソ

li

lK
・

・
eそ

あ
ど

「
Oソ

ノ
　

キ
ュ

ウ
チ

ャ
ソ

ノ
　

ハ
ナ

シ
ノ

1マ
エ

磨
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

一
｝

。
ア

ツ
イ

　
ク

ユ
ノ

　
1オ

バ
ケ

i

1・
（
イ
チ
・
ミ
ソ
；
　
）
」
J
　
4
）
ヤ
マ
・
「
冊
〕



t”
’

一
．

．
．

．
．

．
　

」
’

Fl

形

　
　
　
例

1
　
．
．
t．

．
．
t
　
l
　
年

式
　
＼
＼

」
申
　
児

　
　
年
　
長
　
児
　
1
備
　
考

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
g

刈 。 ◎

　
　
　
　
　
　
　

i　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

l　
　

’
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

1
連

体
一

一
・

N＝
＞

i了
0　

　
　

　
　

　
　

　
　

1。
イ
Pt

ン
ナ
イ
ロ
ノ
「
π
ワ
フ
「
　
　
　
i

蚕
〔

f磨
…
L箆

チ
・

1・
一

・
・

9・
T／

i’
IE
｛
・
v・

・
口

　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　

l　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

l

門
戸

㌔
劉

　
　

　
暖
芸
サ
鋤
1誓

1
．
一
‘
，
，
v
i
l

　
　
　
　
　

　
　
1　

　
　
　
　
疑
，
オ
＿
一
，
ビ
ダ
。
テ
，
，
．
澱

　
　

　
　

　
　

　
l
　

　
　
l・

・
跳

一
1　

　
｝

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
｝

・
7・

・
’

・
…

　
テ

ト
リ

イ
ヲ

ワ
タ

・
テ

・
・

l

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
l　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

l
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
コ

　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
匿
警
　
イ
リ
シ
口
調
オ
「

　
　

　
　

　
　

　
L　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
i　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

（
3
）

（
d）

　
wh
ny
ww
－

　
N－

IN
一

＋
NI

　
K一

｝
　

i　
N一

一
，

N　
1

　
形
容
詞
一
ト
ド
奮
一
＞
N1
1’

　
身

動
一

→
IN

一
・

Nl

l l l・
Z型

ノ
げ

下
1粥

～
二

ll
旺

1
ミ 1
。
ソ
ノ
1一

“
ル
ソ
ナ
ブ
劉

。
オ
ミ
セ
ノ
　
iウ

イ
ン
ド
ウ
ノ
　
ガ
ラ
ス
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
ヘ
コ
へ
　
　
　
り

Io
ソ

ノ
Lオ

ソ
ナ

ノ
．

コ
i

ミ
　
　
　

… ｛
。
塾
工
1酒

ll
亘
／
．
．
⊥
≒
喚
．
1

｝
。
ヒ
カ
ル
ヨ
ウ
ナ
1オ

ソ
ナ
ノ
　
コ
｝

i　
　

　
　

＊
一

応
形

動
に

し
て

お
く

1



－ ¶ 戯 一

構
∴
∵
∴
∵
∴
漏
誤
烹
1濠

l
l
∴
瀬
∴
；
疹

　
　
　
一
’

mu
－

tt
　

l　
　

　
　

｛
ネ

＿
」

　
一

一
…

　
コ

黍
蕎

総
繋

か
ど

う
　

　
　

　
　

　
　

　
i
一

蜘
ガ

ユ
・

。
タ
レ

・
壷

・
…

　
1・

ナ
・

・
型

二
■

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

ー
＿

齧
ﾊ1
＿

＿
．

＿
．

レ
ー
．
一
＿
．
＿
．
一
iの

＿
修
礪
師
衝

（
の

Q画
1　

　
　
ト
・
・
チ

頭
蕩
デ
泥
π
砺
〕
階
騨
形
轍
も

N一
二
垂
l　

　
　
　
　
　
i・

ガ
・
・
乙
。
鞭
1イ

le
ll
’
1．

’
1．

’
e”

li
．
｛
　
；

N一
’

1
三

二
→

N
ﾚ　

　
　
　
　
！
．

翅
サ

ソ
ピ

五
登

三
瀬

〕
l

　
K→

i丁
丁

一
・

NI
　
｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i。

ソ
ノ
　
1シ

ョ
ウ
ジ
キ
ナ
　
オ
ジ
イ
サ
ソ
i
　
　
i

N一
禰
一
N
嘱

烈
逐

籔
亙

・
ト

π
・

隔
澱

7二
li
li
”

”
”

p
1
、
朔
詞
嚇
・
・



刈 ㎝

一
＼
一
「
「
例
．
�
D
N隔

．
「

児
．

．
　

年
濃

　
’

；
絶

　
嘱

　
考

・
．
ヲ
助

q＿
二

1二
■

一
一

．
．
．
一
…
一
．
．
一
一
t．

一
．
一
ド
ー
一
．
螢
三
＝
．
…

1　
．

．
1／

一
．

　
1二

…
τ

∴
．

．
一

一
tt

一
…

下
一

t一
一

．
一

tt
ww

tr
rt

m．
tt

－
tt

tt
t
t
t
t
－

M
t
t
一

．
t
t

K→
梔
v製

｝
　
　
　
　
　
i．

塞
烈
孕
・
酸
朔
汐
セ
！
l
j
　
i

N一
働

垂
ヒ

測
1・

溢
立
恋
イ
ク
エ
乙
乙
L董

至
憂
li
哩
即
け
ケ
タ
．
．
．
・
」
　
．
ド
i
‘
．
1
＊
…
’
ヒ
ト
」
’

　
　
　
　
　
　

　
　

遡
望

笥
警

1擁
る

の
i

N一
「

δ
；

醐
　
；
　
　
　
　
　
　
　
｝
鯉
チ
ソ

ト
。

。
ノ

r芸
シ

．
デ

ジ
；

r一
概

況
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
Cに

つ
い

て
は

問
題

が
残
っ

　
　

　
　

　
t’

t．
’

一
一

『
一

．
．

．
一

』
T．

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

i　
T一

．
一
．
』
　
　
一
一
一
t．

…
『
『
『
｝
一
t’

一
t．

．
tt
t　

　
　
　
　
　
　
　
　
‘
．
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
．
巳
猛
聖
窒
粥
処
漁
｝
二
五
武
烈

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
iオ

雪
必

r．
4＿

オ
・

ゴ
ニ

え
j　

　
　

　
　

l

　
　
　
　

　
　

　
　

l　
　

i鵠
絵

∴
潟

劉
。

＿
、

＿
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
i・

言
ン
ズ
乙
ご
漁
．
矧
－
痂
盛
ご
オ
畦
ji

（ ’ 　 4 ） 　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
．
　
修
飾
語
の
部
分
が
似
た
こ
と

　
N　

形
容
詞
一
・
「
飛
「
i　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

I・
モ

ウ
　

セ
ソ

ノ
　

フ
ル

イ
　

1矛
ビ

ザ
Lマ

グ
ミ

｝
　

を
蓑

現
し

て
い

る
二

語
か
ら

×
一

一
　

／
一

二
i　

　
　
　
　
　
「
nv
tn
v’

．
’
t’

一
’
m．

．
”
t．

．
　
．
t
t
…
一
”
n
”
”
一
w
w
…
一
な
・
て
い
る
・

　
形

動
形

容
詞

一
＞
iN
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l。

ヤ
キ
ュ

ウ
ジ

ョ
ウ

ミ
．

タ
イ

ナ
　

ヒ
ロ

∠
〔

．
！

．
＿

上
三

．
」

　
×
nv
mm
”
m一

／
’
rm

th
i

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

i　
　
　
　
　
　
　
　
＊
・
一
A
応
形
動
に
し
て
お
く

　
　

　
　

　
　
　

　
i
・

捻
猛

勤
．

鷲
並

巳
龍

｝
i

　
　
　
　
　
　

　
　

i　
　

病
態

語
　

　
i



用
　

　
例

　
骸
．
．
．
．
．
．
．
式
＿
＿
．
．
．
二
二

（
5）

　
L．

．
．

im
－

　
N－

1N
十

N
i

年

N÷
N－

IN
l

i
。

カ
メ

ト

　
　

申
　

　
児

ウ
サ
ギ
ノ
　
「
王
ス
「
ヂ
ワ
「

tt

u．
．

葦
r…

義
「

…
児

　
1備

I　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

l

’
。

ア
ト

ム
ノ

　
1’

Ll
　

iト
ウ

サ
ソ

ト
　

オ
カ

ア
サ

ソ
I

l。
盆
．
ぬ
三
∠
馳
／
〔
ζ
・
r至

九
．
〔
7竺

窯
」
☆
」

：
・

力
外

ア
シ

ノ
rF

諦
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

I。
vヤ

イ
．
禦
＿
卜
＿
輿
．
一
．
ミ
＿
じ
．
リ
イ
…
　
L辻

糠
L」

考

立
直
立
f
僕
f
係
と
わ
語
’
を
．
．
＝
含
む
．
．
門

も

の
Q　

「
モ

」
や

「
ヤ

」
の

助
詞

を
も

つ
も

の
も

あ
る

。

団 O



　このほか，かかりかたのはっきりわからない，意味の不十分な例がある。

たとえば，「イチバン　ウエノ　iタカイ1ナヤ’？　」（年中），とか，「コッチ

ノ　ズーットノ　1マガリカド｛」　（年長），「オコメノ　オオキイ　サゲルノ

17クPt［」（年長），など。

　これら分類から言えることは，（1）三語以上の名詞よりなる修飾語をもつ形

式が年中に少ない。（2）形容詞的修飾語を含む二語以上の修飾語が年中に少な

い。（3）C的なものは成人より複雑さにおいて劣るように思われるが，年中で

は（1）と（3）の（イ）の形式だけで（2）と（3）の（ロ）の形式はなかった。（1）のうち，形容詞

述語文をもつ三体修飾の形式は，年中2，年長3と少ない。（4）分類の（4）は全

体的に少ない。ただ年中児の資料が年長児に比較して少ないので，来年度は

これをおぎなって．これらの妥当性を調べてみたい。

2．　連体修飾語の修了，被修飾の意味的関係

　斜体修飾語のうち，名詞と名詞のくみあわせのばあいの修飾，被修飾の意

味的関係が幼児のばあい年中，年長児でどうなっているかをみる。分類につ

いては，まだ不十分であるが，これでもこの関係の大体はわかるのではない

かと思う。大きく五つに分け，用例をあげながらみていくことにする。

2．1修飾語が被修飾語の所有者あるいは所属を規定する

　これは，修餓，被修飾の関係を転換したばあい，修飾語が「……ノダ」に

なるものの類。たとえぽ「ワタシノ　オウチ」のばあい，「そのおうちはわ

たしのだ」という関係になるものをいう。この中には次の類がみられる。所

有，所属の関係のものは他のものに比べて多い。

2．11　関係を規定するσ

　　　　年中児　　　 年長児
　　。ボクノ　イモウト　　　　　｝σオネ苫テヤンノ　オトモダチ
　　一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　「f一’tt

　　。パピーーノ　ナカマ　　　　1。オンタチノ　ケライ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と

　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　。マナミチャンテ　イウ　コノ　オカアサソ　　　　　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　．

2．！2　呉体物の所有表を規定する。

　　　　　　　　　　　　　　　一一77一



　　。オトウチャソノ　オートバ眉
　　　おコ　　　　　ア　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　9アタシノオウチ　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　i

2。！3　所属を規定する。

2．131　生物の所属

　　。オウサマグミノ　フミチャ戯

　　。ウチノ　オネエサン

2．！32　具体物の所属

：霧鶏ハ「

2．133　言語作贔の所属

　　o猛互之一i記之．｛…一　アンデルセi

　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　ソ

2．14　用途を規定する

2．15　本体を規定する

2．！51　ものの所属する本体

　　oオシロノ　マド

　　Qトラックノ　コ3　　　　

2．152　部分の所属する本休

　　Oタレカノ　刈入　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　i

　O…ζ旧只…乏烹…とノ　オヨウフク

　。パパノ　メガネ

　　ジFウシヤ

　。ホイクエソノ　ミソナ

　・カキノ　タネ

　cマソガノ　ナカノ　■・　一一パージェッター

　。カイシャノ　ジドウシャ

　Oオリソピックノ　メタル

　。オミさ∠一＿烹盈と並マ．．煮　ガラス

　Q　シソフンノ　　マンガ

｝．オトナ．バソグ，ノかナシ

　。クスリノ　ビソ

　Qアミモノ．ノ　キカイ

　o黒セll乏モZ．煮　イリグチ

　・キシャノ　ヤネ

　。ウチソ　ナカノ　ドヅカ

　cブタノ　オシジ

　。二色セtt．．承了工瀧朋＿2蕉．ぎ．累テ　イワレタ　ヒ

　　トノ　ナマエ

　一78一



2．153　現象の醗属する本体

　　Oマホウツカイノ　コエ・　　　　Oタ．イヨウノ　ヒカリ

　　　　　　　　　　　　　　　　｝　oラッパノ　オト

’2．154　行為の所属する末・体（主体）

　　．パパノオシ野　　控控塑里ツナヒキ
　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　　　　　　　　　　　　ioオ．カアナ／ノ、ハナシ

2．16　勝属する職業．職場の種類を規定する。

　　。バト・一ルカーノウソテソ・．、．ざ．．．・ウ．．．イ．ソノ、カソゴフサン

　　　シュ　　　　　　　　　　　。ヒコウキノ　パイロット

　　。ピアノノ　セソセイ　　　　1

2．17　場所を規定する

　これは次の2．2に近いe修飾，被修飾が「……にある」「……にいる」で

．結べる。たとえば，　「イナカノ　エッチャン」は。　「いなかにいるえっちゃ

ん」というふうに。

：2．171　生物の所属する場所

　これら2。17全部は年中に少ない。

　　。イナカノ　エッチャソ　　　　。サイタマケソノ　ヒト

　　　　　　　　　　　　　　　　　o　ドウブツエソノ　　ワニ

2。172　具体物の所属する場所

　　　　　　　　　　　　　　　　　。サソジョウノ　テレビ

　　　　　　　　　　　　　　　　　Oウミノ　カイガラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　。ま｝．る張ヒ．～．．．．＿．．．．4…．．セ．．イ．．三辺イノ　マソナカノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　オウチ

：2．173　空雛；のア訴属する場所
　　　　　　　　　リ　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　ロ

　　。ヨフハゴノ　ドウフツエソ　　。シゲミ．ノ　ミス

　　　　　　　　　　　　　　　　　。チバノ　ウミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　。会ゴキ之藷．ウノ　コウジシテルネ　コッチガ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．7．．．．．イ．．．．．．．．．．ジ．ド．．．玖．．｝と．．土．＿．．．．．．．h．．．癒盈＿＿．h一一2．！『．．．．．∠　ミチ

　　　　　　　　　　　　　　　　　一79一



2．2　修飾語が被修飾語の位澱や時間や順序や数量を規定する

　これは修飾語，被修飾語の関係が「一

もの。2．1の2．17に近い。

2．21　位置関係の規定

　Oマエノ　ヘヤ

　。トナリノ　オウチ

　　。ウシロノ　アシ

2。22　時の規定

　　。コソドノ　ニチヨウビ

　　Qニジュウニジノ　カネ

…・ ﾉあるjr……である」で結べる

。ウソドウカイソ＿二一キ・！…、コ

　　　ト

2．23’ ㍼?の規定

　　。シタノ　イモウト

　　。ツギノ　ページ

2．24数量の規定

　　Oコノクライノ　コイ

Oサソニソノ　コドモ

。ハジッコノ　カイダソ

。ムコウノ　ヤマ

。カタホウノ　クッ

。オトトイノ

Qサソジノ

　
【

ス
ウ

｛
一

ユ
フ

ニ
［

　
ブ

Ovママノ　オセンタクスノ翌　トキノ　ノリ

。ツギノ　アサ

。サイショノ　オハナシ

。ニヒキノ

。フタリノ

ネコ

オトコノ　　ヒト

2．3　修飾語が被修飾語の属性を規定する

　これは修飾，被修飾の関係を転換したばあいは，修飾語が「……ダ」にな

るものの類で修飾語の性質が形容詞的なものである。すなわち「アバレンボ

ゥノコ」は「その子はあばれんぼうだ」となる。この類は年長に比べて年中

に少ない。形容詞的修飾語の種類が一語の修飾語その他でも少なかったのに

通じるようだ。形容詞・形動の一語の修飾語のばあいには，部分，行為現

象，名称，などの属性規定があったのに，名詞の修飾語のぼあいそれらがみ

られなかった。今後の研究に待つところである。2．31～2と2．33とは多少

ニュアンスがちがい，前者は，2．1に近いようで，年中にも多いが，後者は

　　　　　　　　　　　　　　　一80一



年中に少なくなっている。

2．3エ種類を規定する

　　oキクノ　ノ、ナ

　　Oオモチャノ　トケイ

2．32　材料の種類を規定する

　　。テチュノ　カギ

　　Oハッパノ　ブネ

2．33　属性を規定する

2．331生物の属性

　　。オソナノ　　コ

2。332　呉体物の属性

　　。ピソクノ　レッシャ

2．333　その他の属性

。ヒマワリノ

。オモチャノ

ハナ

ボーリソグ

ウ
ユ

チ
ニ

ソ
ク

コ

　
ノ

ノ
シ

ミ
カ

カ
オ

O
　
O

◎
O

万フフチンノ

ワルモノノ

　オカアサソ

バカセ

。コガタノ　デソチ

。ダイダイイPt乙　テツ

。　フツウノ　　マンガ

Qフツウノ　ジ（爵mJ一一）

2．4修飾語が被修飾語の成立に関係する度合の強いもの

　2．41～2までは被修飾語が形式的な名詞なので，修飾語がないとこの関

係が成立しない。必需撮のせいか年中・年長ともこの類は多い。2．43～6

が年中に少ないのは，語彙面での発達がまだ不十分のせいではなかろうか◎

これまでみたところでも被修飾語の部分に，具体物，人間等が多く，現象，

抽象語，部分，側面などが少なかったことからも書えそうである。2．47は

被修飾語がサ変動詞となる名詞や動詞派生の名詞で，その行為の対象を修で

飾語がしめして，成立に関係している。これも修飾語なしではすまされない

の，次の2．48の内容を示す類とともに多い。修・被の関係は「……に関

する」「……について」で結ばれる。用例をあげよう。

2．41形式名詞の成立に関係する。
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　　・ドブン　トコロ　　　　　　｝。タイフウノ　トキ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　．アシ，マソマ　　いや，ソクノト鰐

2．42位概関係の成立に関係する

　　◎ヤマノ　テッペソ　　　　　。モリノ　ナカ

　　。ショウテンガイノ　ウエ　　　。セソタクヤサソノ　トナリ

　　　　　　　　　　　　　　　Qテーソキノ　ァソセソノ　クモノスノ　ウエ

2．43　順序関係の成立に関係する

　　　　　　　　ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　Qアナタノ　ハソ　　　　　　　Qボクノ　シタ

　　　　　　　　　　　　　　　Oセノ　シュンハソ

2．44数鍛関係の成立に関する。

　　Qオ1・ナノ　コノクライ　　　　。．オ．．ト．g．煮．…．驚諾乙　ブタi）

　　　　　　　　　　　　　　　。バイェルノ　キイロィ　ゴホソノ　ナナジュ

　　　　　　　　　　　　　　　　ウゴバン

2．45　時間関係の成立に闘係する

　　　　　　　　　　　　　　｛。オマツリノヒ
　　　　　　　　　　　　　　i．ナ。ヤス，ノヒ，レマ

2．46　抽象白勺なことぽの成立に関係する

　　　　　　　　　　　　　　1。テッポウノ　カタチ
　　　　　　　　　　　　　　く
　　　　　　　　　　　　　　｝．がケ，ヤ。

2．47　行為の対象をしめして成立に関係する

　　。ナッヤスミノ　ベソキョウ　lQピアノノ　レソシュゥ
　　　1．．…’…．．…．…．内』…．．．．丁一　　　　　　　　l　　mu

　　Qネズミノ　マネ　　　　　　1・オモチャノ　カタヅヶ

2．48　言語作品（精神行為など）の1ノヨ容を示めして成立に閃係する

　　。ナバケノ　ハナシ　　　　　　。ノーベルショウノ　ニュース

　　。チューリップノ　ウタ　　　　。ウチ丑．ウボ髪エイタイノ　ェィガ

2．5　修飾語と被修飾語が剛各の関係になっているもの

　これ1ま年中に．みられなかった◎
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。セソセーノ　キャソデーセソセエ

。不コノ　　クック

。オトモダチノ　テッチャソテ　イウ　ヒト

　この連体修飾語の分析から言えることは以上のようであるが，年中にみら

れなかった形式，および意味的関係も，もう少し年中の資料を集めたら出て

くる用法であるかもしれない。これは来年嫌こ年中の資料を集めることにな

っているので，その時を待ちたい。ただ，あらわれなかった用法は，幼児に

とってはむずかしい形式であり，意味的関係であるとは言えるだろう。も

し，発達をみようとするなら，聖体修飾語の初出が2歳前後と需われている

ところがらも．年代をさげての調査が必要のように思われる。また，年中に

あらわれなかったD形式の連体修飾語については，年畏にも用例が少なかっ

たところがら，もう少し高い年齢で分析しなければならないのではなかろう

か。問題の残るところである。

ll　．補足文の形式の分析

　幼児のことばの録音を草字化し．文の分析をするばあい，話しことばのた

め，丈の認定に困るとぎが往々ある。そのため，補足文の形式をとり出し

て，どのような．種類があるかをたしかめておくことは，今後の作業上有効と

思うので．その処理を行なったわけである。岡立匡i語研究報告18『話しこと

ばの文型（1）』の70～82べにも，この関係のことが文の認定の一環としてとり

あげてある。それらを参考にしながら，まず，補足文を大きく二種類に分け

た。すなわち，（1）文の成分の欠けてるものの追加補充。これはいわゆる倒置

の形式のものである。（2）文の成分の補充でなく，訂正および繰返し，あるい

は内容の追煽のもの。これらの中を細分して，幼児の用例を年中，年長児に

分けてあげてみる。

1．文の成分の欠けてるものの追加補充（倒羅的なもの）

　　　　　　　　　年　　　中　　　　　　　　　　年　　　長：

L1：主語の補充（助詞「カミ」「は」あるいはそれらの劣略形，連体修飾語
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つき，並立関係などをもつ主語の補充）

　　。ソイデ　ネ（逃）ギテユクノ，　。ミギノ　ホウナノ，Vイゴノ　オウチ。

　　　シマウマガ。　　　　　　　　　oウエニ　トビアガッチャッタノ，不ズミト

　　　　　　　　　　　　　　　　　クマガ。

1．2　対象語の補充（いわゆる臼的語，対象語）

　　。シラナイヨ，ソレモ。　　　　。アソマリ　ツカナイ，ウソバ。

　　　　　　　　　　　　　　　　。ミズアゲテソノ，ナハナニ。

　　　　　　　　　　　　　　　1。ダケド　ワカソナイモソ，デキルカ。

1．3場所の補充

　　Qハジメ　イシガアッタンダ　。ソイデデチャッタ，タタミノ　ウエ＝。

　　　ツア，　ココニ。

　　。ママネ　オシゴトシテルノ，1。ナンカ　ツクルデショ，憲イ4モ．と乏。

　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　ナウチデ。　　　　　　　；

1．4時の補充

　　Qイッパイ　行ッタソダヨ，ヤ

　　　スソダ　トキ。

■5理由の補充

　　。ワスレチャッタ，イッパイ

　　　アルカラ。

　　。モウ　ワスレチャヅタナ，キ

　　　ョウ　ヤッタケド。

L6　連体修飾語の補充

　　。ウンテンシュニナリタイヨ，

　　　アソシャノQ

1．7　連用修飾語の補充

　　。ナモチャ

。ト“ッカモ　イッタヨ，ニチヨウビ。

。ロクサイニ　ナッタソダ，アノ　キシャソ

　ノッテル　トキ。

。ネズミガヒカレチャ。タノ，コ。チhラ・

　トラヅクガ　キタカラ。

。オテテガ　アカチャソヨリモ　ミジカイノ，

　．ヨ．£三寸烹工Q

。レコードガ　アルシサ，パピーノ。

　　　　　　　　ックル，チット。1。ムズカシイ　ジ　ナイ，ゼソゼソ。

1．8　独立語の補充（陳述的な語，接続詞などを含む）
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　　。アソソデル　トキ　ス（つ）ト

　　　ム　ヘソジ　シラレルノ，ア

　　　ジャアジャトカ。

　　・アタラシイ　ノリモノガデ

　　　キタノ，タコ。

2．3　文末のことばの訂正

　　。ライオンガ　シマウマ　ミツ

　　　ケタカラ　オイカケタ，オイ

　　　カケヨウト　オモッタノ。

　　・ダ（ラ）イオソガイチバソ池オテンキニナ・タカラマガ・テンノ・三
　　　。。イソダs　．tXン，．、。　i。。

　　　　　　　　　　　　　　　ト
　　・シマウマガ　ウシロアシデ　　。ハヤトガ　ダレカニ　ハナヲ　モラッチャッ

　　　ケッテ　コロソジャッタノ，i　タノ，ソシタラ。

　　　コレ0

1．9　これらの重なってる補充

　　。フタツシカナイ，タッタノ，1。ユーヵチャン　ォソイソダSt，タベルノ，盆
　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　丞クソチノ里・　　　1二判。
　　・アソソデソノ，ヒトリデ，オ1。ミル　トキダッチ　アルヨ，ヨル，ニュース

　　　モチャデ。　　　　　　　　　　　バッカジダカラ。

2．文の成分の補充でなく．伊上および繰返し，あるいは内容の追加

2．1　内容の追加

　　。オトコダケド　ハナ（鼻）ガ　　。テッワソアトムダノ　テソジソニジュウハチ

　　　ウエニアソノ，ビジソナノ。　　ゴウダノ，ショウネンマガジソダノネ，オト

　　　　　　　　　　　　　　　　　コノヨ。

　　　　　　　　　　　　　　　　。地山ナガ　オッキイ　ハカセガ　イルノ，ナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒゲハヤシア0

2．2　訂正あるいは補充訂正による追加

　　　　　　　　　　　　　　　　o乏ど．ビ1プ　イウ　トキ　アル・ニュースア。

　　　　　　　　　　　　　　　　。ソイデ罫シ1・ガ　ノッカッテタ，ナッキイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　シト。

。マッスグニ　タ．測タ．）／一．！31．翌、，

　タッタノQ
t

。オミズアゲタラネ，オミズアゲタノ。

。コオリ　タベタノ，タベテ，アイスクリーーム

　タベタノ。
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2．4　くりかえしての追加

　　e乏烹．託づラ．三航．2．2　ナジイチ　。之叢．三　ニソゲソガ　ハイッテソノカナ，土

　　　ヤソト　パッカリ　マイニチ　　カニQ

　　　シテソノ，チャンバラゴッコ。　。ソノ　ナカニ　ヒトジ　オクサマハ　エ2望．

　　。オミス　ヤッタラ　エ黙　ノ　　、グ　イタノ，マジョ。

　　　ビチャッタノ，マタネQ

　このような分類をした結果，次のことがわかった。すなわち1では，1・4

の時の補充，1。5の理由の補充，2では．2。1の内容の追加，2。2の補充訂

正による追加の形式が，年長で多く，年中で少ない。2．4のくりかえしによ

る追加は年中にも多い等である。

　1の形式、いわゆる倒置の形式は，大人でも同じで，話しぐせも影響する

ので，これらの多少は発達のめやすにはならないと思う。ただ，理由の補充

は，成分の補充とはいえ，倒置とは言いきれない面もあるので，この補充の

多少では．案外発達がみられるかもしれない。時の補充についても，籍彙の

発達がからむので，発達のめやすになるかもしれない。2の内容追加，訂正

捕充が年長に多いことは，発達ではないかと思う。しかし，これも，理由の

補充と岡三．正常な語順の文の構造の分析をした上で、もう一度，この間題

．にかえって分析してみなければ，これだけではなんとも言えない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

臨動詞の形態の分析

　4～6才児（r幼児のことばカード集（D（皿）による，つま1）　，40年度の

年中児．及び、それと隅一児童である41年度の年長児）が使用して，この資

料にある動詞全部を，その形によって分類し，それぞれの形についてその用

法をしらべ，「4～6才児の使用した動詞の形態一覧（第1稿）」という表を

プリントにした。その見本として，表の中から第2中止め形（「して」の形）

の都分をここに示す。（89ページから95ページまで）

　動詞の形態を分析するにあたっては，「文法的な形式と文法的な意味の統
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一，一nv一 ﾆしての形態」というとらえかたをし，その形態を

　　A　文法的派生語およびそれに準ずるもの

　　B　語形

　　C　むすび（copula），つなぎ（接続助詞）のついたもの

の三つに分けて記述した。注＞

　A・B・Cは，それぞれ次のようなものをふくむ。

A一　一一　I

　　ll

　　lli

1、

V

付

B一一一　1

ii

たちば動詞（volce）…一（Dうけみ，（］）使役　Gの可能

やりもらい動詞一（1）してやる　（II）してもらう　（1のしてくれる

すがた動詞（aspect）一G）している，してる　（　1（）してある

　　　　　　　　　　（　lll）してしまう，しちやう　（hf　）してくる

　　　　　　　　　　（V）していく　（Vi）すがたのくみあわせ

　　　　　　　　　　（付）すがたをあらわす複合動詞

もくろみ動詞一一（Dしてみる　（のしておく，しとく

　　　　　　　（付）しょうとする

派生形容詞一一（Dしたい　（E）しそうな

くみたてた動詞一…（1）～なる，～する　（のすることができる

　　　　　　　Gg）することがある　（rv）するときがある

いいおわり形一く1）断定形　（II）意志形　（描）命令形・依頼形

　　　　　　　（、D推：殺形

中止め形一・一（1）第一嘘ヨ止め形　（II）第二中止め形　（　IIDうちけしの

　　　　　　　中止め形

　　　　　（付1）したり

　　　　　（付ll　）しながら

この分析では，明星学園園語部著rセこ，っぽんご　4の上三（／967年）およ

び教育科学研究会東京園語部会・喬語教育研究サークル著「：文法教育一その内容

と方法二（1963年）（ともに表；乳訪チ発行）の：聖書から，その塞本的な考え方と多く

の用語を賠りた。
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　　匪　条件形一（1）したら　（皿）すると　（斑）すれば　（W）しちや

　　　　　　　　（V）しても　（、Dしたって　（1のうちけしの条件形

　　　　　　　　（付）してから，するまで，しに，するには

　　W　連体形一一（1）ふつうの用法　（1）とくべつの動詞　（璽）形式名詞，

　　　　　　　　その他

　　　　　　　　（付）動名詞

　　V　とりたて形一（D「して」「したり」などのとりたて

　　　　　　　　　　（付1）連体形＋「だけ」「ばかり」

　　　　　　　　　　（付ff　）体雷的なとりたて

C一一1　むすび，終助詞などのついたもの一（1）むすびなどのついたもの

　　　　　　　　　（ll）「の」「んだ」などのついたもの　（19）終助詞な

　　　　　　　　　　どのついたもの

　　且　つなぎ，「とき」「うち」などのついたもの一一（1）つなぎのついたも

　　　　　　　　の　（珪）「とき」「うち」などのついたもの

　この分析の結果，第二中止め形についてもみられるように，4～6才児で

は，おとなにみられる用法の大部分があらわれることがわかった。ただ，こ

れは，被調査全体のなかに一一つでも使われれば4～6才児に使われたという

ことになるので，一人一人についてみれば，こんなに出そろ；わないだろうQ

しかし，この研究の現段階の租標が，就学薦の幼児の言語能力の到達点とし

ての年長年中児の使用言語の分析にあるので，これでも，まだ資料が足りない

と考えている。特に聞答形式で資料をとっているため，モダリティーに制限

をうけ，いいおわり形におけるムードの種類など，きわめて不満足である。

　この形態分新は，43～44度分に追加する資料によって，より充実させて，

45年度に，他の劉ヨの分析とあわせて，報告書にする予定である。なお，こ

の分析は，それ自身の意義とともに，次に予定している，より年少の幼児の

言議の分析や，個々人の言語獲得の過程の分析などのために，「分類項目」

を提供するという意義をもつものとして，進めているものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高橋）
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備

考

1 り O I

　
　
　
　
　
…
tt
t　

　
　
“
i．

　
　

先
行

動
作

が
手

段
と
な
○
ミ
ズ
　
カ
ヶ
テ
　
コ
ウ
イ
ウ
　
オ

ハ
○
（
桃
を
）
キ
ッ
テ
　
タ
ベ
ヨ
ウ
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
i
ナ
ニ
　
シ
タ
ノ
。

（
、

）
鮪

動
作

の
結
果
醐
』
．
、
。
グ
，
ノ
、
，
イ
。

。
，
。
。
＿
。
デ
。
，
，
，
ウ
。
，
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
一
　

　
所
を
規
定
す
る
。
　
　
　
i
ニ
ギ
リ
　
タ
ベ
テ
ネ
ー
，
…
…

　
　

　
ネ

…
…

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
…

⑤
先
行
蜘
・
の
結

果
が

よ
Pオ

ミ
・

シ
ー

tt
・

dデ
ネ

ー
・

一
tソ

ト
Pス

イ
ト

ウ
シ

・
ツ

Lク
ツ

丑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
う
す
を
規
定
す
る
。
　
　
i
ガ
ワ
ニ
　
デ
テ
ネ
ー
，
　
　
　

　
　

　
イ

テ
　

ヵ
Xツ

タ
ノ

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0ジ

ド
ウ
シ
ャ
ニ
　
ノ
ッ
チ
，
ウ
チ

ユ
○

ス
ワ

ヅ
テ

　
マ

ッ
チ

ン
ノ

。

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
疑
。
タ
，
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i

を ，

1昏
態

辮
の

並
立

（
3）

～
（

5）
は

，
み

な
次

の
動

作
と

主
体

が
同

じ
。

　
移

動
動

詞
で

あ
る

。

　
結

果
動

詞
で

あ
る

。

纐
1寺

に
並

立
す

る
動
作
や
1 1 　 に

テ
ガ
㍗
ノ
・

1 　 Pパ
’
R　

Y’
”
ゴ
ル
フ
）
tr

・
ソ

イ
デ

1
ボ
ク
タ
チ
ハ
，
オ
ハ
ナ
　
ツ
ン

ダ
ノ
o

i E ；

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
’

1’
r－

TI
．

nv
un
TT
．

　
一

一
一

ll

lO
　

（
E
i
：

：
’

E
，

1－
g　

＝
・

　
一

　
7．

　
｝

　
i
t
）

ア
シ

ガ

il
l∵

1。
憶
剴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1・

・
一
…
　
l

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

i膨
∴

瓢
1鎖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

主
体

が
岡

じ
。

少
な

か
っ

た
。

主
休

が
異

な
る

。



i 申 一

用
法

（
2）

　
い

っ
し

ょ
に

お
こ

な
う

動
作

（
3）

　
前

握
と

な
る

存
在

（
4＞

　
理

由
と

な
る

存
在

や
状

髭 い
漣 乳 ’

年
申

巳
｝

年
長

巳
ラ

○
ワ

ソ
ワ

ソ
ガ

　
キ

テ
ネ

ー
，

　
（

ね
ず

み
が

）
フ

ル
エ

テ
　

ネ
ギ

テ
ソ

ノ
。

G一
逃
げ
）

○
ト
ナ
リ
ニ
　
イ
ジ
ワ
ル
ノ
　
オ
パ
ア

サ
ン
ガ
　
イ
テ
ネ
，
イ
シ
ノ
　

ナ
カ
シ

モ
ラ

ッ
タ

ノ
Q

○
デ

ソ
グ

ジ
ガ

ェ
リ

シ
タ

リ
　

シ
テ

，

ア
ソ

ソ
デ

（
テ

レ
ビ

を
）

ミ
テ

ソ
ノ

。

○
ハ

ガ
サ

ソ
ボ

ソ
　

ア
ッ

テ
，

デ
ッ

パ
ッ
テ
ソ
ノ
。

○
オ
ウ
チ
ユ
　
シ
ョ
ウ
チ
ャ
ソ
テ
　
ィ

ウ
ノ
ガ
　
イ
テ
ネ
，
オ
Fコ

ノ
コ
デ
，

○
マ
ソ
ガ
ガ
　
ア
ッ
テ
，
ソ
レ
ヲ
　
ミ

ル
ノ

o

○
ア

シ
ガ

　
オ

オ
キ

ス
ギ

テ
，

　
（

く
つ

に
）
ハ
イ
ソ
ナ
ク
テ
ネ
，
…
…

○
ソ
ノ
　
コ
ト
バ
ッ
カ
シ
　
ア
タ
マ
ニ

ア
ッ
テ
ネ
，
ソ
ウ
イ
ウ
　
コ
ト
　
ワ
ス

レ
チ

ャ
ヅ

タ
ノ

Q

備
考

　
二
一
主
体
の
動
作
で
あ
る
が
，
あ

と

の
動

詞
が

主
た

る
動

作
を

あ
ら

わ
し

，

「
し

て
」

は
，

よ
う

す
を

あ
ら

わ
す
。

「
、

し
な

が
ら

」
に

近
い

。

主
体

が
同

じ
。

少
な

か
っ

た
。

主
’
体
カ
ミ
異
な
る
Q

理
由

も
前

提
で

あ
ろ

う
Q

主
体

が
問

じ
。

少
な

か
っ

た
。



用
法

f Φ 楠 一

3．
同

一
の

動
作

　
（
1）

よ
う
す

②
具
体
化

（
3）

抽
象
化

年
中

竪
｝

○
ソ

コ
ニ

　
ト

ラ
ッ

ク
ガ

　
ア

ッ
テ

，

ボ
カ

ソ
テ

　
ブ

ッ
カ

ッ
チ

ャ
ッ

タ
ノ

。

○
ネ

ズ
ミ

ノ
　

ト
コ

　
オ

イ
カ

ケ
テ

，

ド
ウ
ロ
マ
デ
　
キ
テ
ネ
，
…
…

0ダ
レ
カ
　
ク
ソ
ダ
ヨ
，
ア
ト
　
ツ

イ

並
。

○
コ

ウ
ヤ

ッ
テ

　
タ

マ
ヲ

　
ナ

ゲ
テ

，

○
カ

ケ
ッ

コ
シ

テ
　

ア
ソ

ボ
ウ

。

○
マ

チ
ガ

エ
テ

　
ハ

イ
チ

ャ
ツ

タ
ノ

。

○
ク
マ
ガ
　
ネ
ズ
ミ
ノ
　
マ
ネ

　
シ
テ

ト
ソ
デ
　
イ
ッ
チ
ャ
ツ
タ
ノ
。

年
長

泥

○
シ
マ
ウ
マ
ガ
　
ミ
ソ
ナ
　
イ
ッ
パ
イ

イ
テ
ネ
，
ソ
イ
デ
　
ド
レ
ニ
　
キ
メ
ヨ

ウ
カ

　
ワ

カ
ソ

ナ
イ

。

○
コ
ウ
シ
ン
シ
テ
ネ
ー
　
オ
ヘ
ヤ
ニ

ハ
イ
ッ
テ
不
一
，
…
…

○
ト

ソ
デ

　
イ

シ
ノ

　
Fコ

　
マ

ワ
ッ

テ
，

…
…

○
コ
ウ
ヤ
ッ
テ
　
イ
レ
テ
ネ
，
…
…

○
ネ
ッ
コ
ロ
ガ
ッ
テ
，
シ
ソ
ダ
　
マ
ネ

ヤ
ッ

テ
ネ

，
…

…

○
バ
ケ
テ
ネ
　
オ
カ
ア
サ
ソ
ニ
　
ナ
ッ

ア
’

r・
　

pm
，

’
”

99
’

○
ウ
ソ
　
ツ
イ
テ
，
サ
翠
ウ
ナ
ラ
ッ
テ

ユ
ッ

タ
ノ

o

Oパ
ケ
レ
ソ
タ
イ
カ
イ
ヅ
テ
　
X
ッ
テ

備
考

主
体

が
異

な
る

。

　
3は

も
ち
ろ
ん
同
一
主
体
で
あ
る
。

　
同

じ
動

作
を

，
別

の
側

面
か

ら
の

べ

て
，

よ
う

す
を

え
が

く
。

　
同
じ
動
作
を
，
よ
り
具
体
的
に
の
べ

て
，

く
わ

し
く

す
る

。

　
同
じ
動
作
を
，
よ
り
抽
象
的
に
の
べ

て
，

解
説

す
る

。

　
無
人
称
の
「
雷
っ
て
」
は
，
名
称
を



用
法

　
　

4・
特

間
・

窒
間

を
示

す
。

　
　

　
ω

　
蒔

示
し

i
　
　
（

2）
空

間
示

し

8 i

注
，

そ
の

他

年
中

児

○
ヨ
ル
ソ
　
ナ
ヅ
テ
ネ
，
ト
マ
ッ
テ

キ
タ
ノ
。

○
ズ
ウ
ッ
ト
　
イ
ッ
テ
ネ
，
ト

モ
チ
ャ

ソ
ノ
　

フ
計

ト
ラ

糟
リ

。

年
長

児

ネ
，
イ
ロ
ソ
ナ
　
オ
パ
ケ
ガ
　
イ
ッ
パ

イ
　
キ
タ
ノ
。

備
考

示
す

の
に

用
い

ら
れ

る
。

解
説

的
な
の

で
，

い
ち

お
う

こ
こ

に
お

い
た

。

・
之
・
・
ラ
盟
聾
オ
テ
・
姻

シ
ョ

ウ
o

Oハ
イ
ッ
テ
　
チ
カ
イ
ノ
。

　
4で

は
，

「
し

て
」

は
主

語
を

要
し

な
い
。

）1
（

）2
（

「
し
て
」
と
い
う
語
形
の

，
依
頼
を
あ
ら
わ
す
用
法
は
，
い
い
お
わ
り
形
の
と
こ
ろ
で
あ
つ
か
っ
た
。

○
ク
マ
チ
ャ
ン
ガ
　
マ
ヅ

テ
ー

，
　

　
0ホ

ソ
ネ

　
ヨ

ン
デ

ッ
テ

　
イ

ウ

テ
　

イ
ッ

タ
ラ

，
…

…
　

　
　

　
　

　
　

ト
キ

ネ
，

yソ
デ

　
ク

レ
ル

。

「
し
て
」
の
派
生
語
形

で
あ

る
「

し
て

も
」

「
し

て
か

ら
jな

ど
は

，
条

件
形

の
と

こ
ろ

な
ど

で
あ

つ
か

っ
た

。

○
ケ
ソ
カ
シ
テ
モ
，
ス
グ
ナ
カ
「
　
○
ミ
ズ
ア
ゲ
テ
モ
，
ヒ
ラ
カ
ナ

ナ
オ
リ
ス
ル
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
イ
ン
ダ
ッ
チ
。

○
ミ
ズ
　
ノ
ソ
デ
カ
ラ
ネ

ー
，

オ
　

　
○

ハ
チ

ジ
　

ス
ギ

テ
カ

ラ
　

ミ
タ

ウ
チ
デ
　
ア
ソ
ソ
ダ
ノ
。

　
　
　
　
　
ソ
ダ
ヨ
。



用
法

一 Φ 蒔 一

年
中

年
駐

｝
考

備

㈲
　
補
助
動
詞
を
と
る
形
式
は
，
語
形
と
し
て
で
な
く
，
：
文
法
的
派
生
動
詞
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
あ
つ
か
っ
た
・

次

　
の

よ
う

な
も

の
が

あ
る

。

　
　
（
｝
）
す
が
た
動
詞
（
as
pe
ct
を
あ
ら
わ
す
派
生
動
詞
）

　
　

　
　

シ
テ

　
イ

ル
（

シ
テ

ル
）

，
シ

テ
　

ァ
ル

，
シ

テ
　

シ
マ

ウ
（

シ
チ

ャ
ウ

）
，

シ
テ

　
ク

ル
，

シ
テ

　
イ

ク

　
　
（
iD
　
や
り
も
ら
い
動
詞

　
　

　
　

シ
テ

　
ヤ

ル
（

シ
テ

　
ア

ゲ
ル

）
，

シ
テ

　
モ

ラ
ゥ

，
シ

テ
　

ク
レ

ル
（

シ
テ

　
ク

ダ
サ

ル
）

　
　

（
ii

i
）

　
も

く
ろ

み
動

詞

　
　

　
　

シ
テ

　
ミ

ル
，

シ
テ

　
オ

ク
（

シ
ト

ク
）

（
4）

　
「

し
て

　
い

い
」

の
よ

う
な

形
式

は
話

し
手

の
き

も
ち

を
あ

ら
わ

す
形

式
（

mo
od

）
の

延
長

と
考

え
ら

れ
る

が
，

　
そ
の
形
式
の
作
り
か
た
の
構
造
か
ら
，
む
す
び
（
co
pu
la
）
の
つ
い
た
も
の
と
し
て
，
　
Cで

特
別
に
あ
つ
か
っ
た
。

ぢ
＝
問
題
ゐ
あ
る
使
い
か
た

　
（

1）
　

「
シ

タ
リ

」
「
シ
タ
シ
」

　
　

な
ど

に
し

た
い

も
の

。

（
2
）

条
件

形
に

し
た

い
も

　
の

o

○
（

花
に

）
オ

ミ
ズ

イ
ッ

パ
イ

　
カ

ケ
・

ア
不
，
チ
ャ
ソ
ト
　
ナ
ッ
タ
ノ

Q

○
（
夏
休
み
の
こ
と
を
お
ぼ
え
て
い
る

か
と
の
質
問
に
対
し
て
）
ウ
ミ
ヘ

イ
ヅ
テ
，
イ
ナ
カ
ヘ
　
イ
ッ
テ
，
バ
ク

ブ
ッ

カ
ソ

ニ
　

イ
ッ

タ
　

コ
ト

。

○
ミ
ズ
ヲ
　
ア
ゲ
テ
，
ソ
シ
テ
　
ア
ト

ピ
ン

ト
　

ナ
ッ

チ
ャ

ッ
タ

Q　
（

→
あ

げ

　
類

型
の

多
か

っ
た

，
．

お
鷲

な
も

の
を

あ
げ

る
。



一 Φ ㎝ 一

法

（
3
）

主
語

の
ほ

し
い

も
の

年
中

児

　
（

→
か

け
た

ら
・

か
け

る
と

）

○
グ
ル
グ
ル
　
マ
ワ
シ
テ
　
ア
ク

デ
シ

ョ
ウ
Q（

一
・
ま
わ
す
と
・
ま
わ
せ
ば

）

年
長

児

た
ら

・
あ

げ
る

と
）

○
ホ
ソ
ヲ
　
ヨ
ソ
デ
，
ワ
ラ
イ
バ
ナ
シ

ガ
　

ア
ッ

タ
ノ

ネ
。

　
（

→
よ

む
と

。
よ

ん
だ

ら
）

○
カ
メ
ガ
　
キ
ョ
ウ
ソ
ウ
シ
テ
，
カ
メ

ハ
　
ォ
ソ
ィ
ノ
。
　
（
→
競
走
す
る
と
・

競
走
し
た
ら
）

○
「
フ
ラ
ン
ス
za
　
イ
キ
ナ
サ
イ
」
ッ

テ
　
イ
ッ
テ
，
フ
ラ
ソ
ス
ヘ
　
イ
ッ
テ

ネ
，
ソ
イ
カ
ラ
，
フ
ラ
ソ
ス
ニ
　
マ
マ

ガ
　

イ
テ

ネ
。

○
「

オ
コ

シ
ニ

ツ
ケ

テ
ソ

ノ
ハ

ナ
ソ
デ
ス
カ
」
チ
ュ
ッ
テ
，
「
キ
ミ
ダ
ン

ゴ
」
「
ワ
タ
シ
ニ
　
シ
ト
ッ
　
ク
ダ
サ

イ
」
チ
ュ
ッ
テ
ネ
，
　
「
ソ
ノ
カ
ワ
リ

オ
ニ
タ
イ
ジ
ニ
　
イ
ク
カ
」
チ
ュ
ッ
テ

「
ハ

イ
　

オ
ト

モ
シ

マ
ス

」
チ

ュ
ッ

テ

キ
ミ
ダ
ソ
ゴ
　
ヒ
ト
ツ
モ
ラ
ッ
タ
ノ
。

備
考

　
こ

れ
は

，
動

詞
の

形
態

の
問

題
で

は

な
く

，
構

文
の

問
題

で
あ

る
が

，
「

し

て
」

に
関

係
が

あ
る

の
で

，
こ

こ
に

あ

げ
て
お
く
。



明治時代語の研究

A　目的　・意義

　近代語研究室は，国語の歴史的発達に関する調査研究を行なう部門に属

し，近代語すなわち室町時代から明治・大正時代に至る各時代の言語の実態

と，各時代を貫く歴史的変遷の実相とを明らかにし，現在の国語問題の解決

に役立つ直接間接の資料を得ることを目的としている。

B　担　　当　　者

　見坊豪紀・飛田良文が共同して作業にあたり，牧野正子・鈴木美都代がこ

れを助けた。

C　これまでの作業経過

　近代語研究室では，昭和30年度以降，明治初期の文献を資料とした語彙調

査を継続して行なってきた。その成果については，そのつど年報または報告

書に発表されている。　（『年報』7～18，および『明治初期の新聞の用語一報告15』

参照）。

D　本年度の作業

　昭和42年度から，「明治初期の漢語の研究」に着手することにし，その第

一年度として，次の調査研究を行なった。

　（1）明治初期漢語辞書のカード化，および一覧表の作成

　　　〔付〕藷形の変遷のとらえ方とその枠組みの設定

　（2）　『花柳春話』のふりがなつき漢字語の調査

　（3）近代語研究資料の調査

　その成果は次の通りである。

　　　　　　　　　　　　　　　一96一



　（1）闘治初期漢語辞書のカード化，および一一覧表の作成

　明治初期の漢語は，現代語の成立する過程において大きな役割をはたした

が，その読み方・意味・用法・語の表記などの面において，現代と異なるも

のが多い。そこで，i当時の人々が，どのように漢語をとらえていたかを知る

ために，まず，代表的な分類体の漢語辞書をカード化し，一覧表を作成する

ことにした。カード化したのは，明治2年から8年までの次の八種類であ

る。

1
2
3
4
5
6
7
8

〔編薔老〕

庄原謙吉

岩崎茂実

伊藤正就

松屋貫一

岩井久真

岩崎茂実

桜　春雄

萩原乙彦

　〔書　名〕

漢語字類

目誌字解

令典熟語解

新撰字類

大全漢三三

新撰字解

掌中類聚漢語集

音訓新聞字引

〔刊行年〕　〔語数〕

明治2年　　4，342

程月治2年　　1，969

明治2年　　985

明治3年　　5，04G

明治4年　　　6，776

明治7年　1G，234

明治8年　　2，888

明治9年　　5，333

　　〔発　行　所〕

東京　青山堂　雁金屋清吉

東京　和泉屋市兵衛

東京　須原屋茂兵衛

東京　三四堂　雁金屋清吉

浪速　大野木市兵衛

東京　山中市兵衛

東京　山口屋藤兵衛

大阪　松村九回忌他

一覧表は（a）辞書測五十音順表と（b）八種類総合五十音順義とを作成

した。現代語と読み方のちが5ものについては，参照カードをくわえた。

八種類総合五十音順表の一例を示すと，次の通りである。

三下。。ブ・・オ・心　アイケィイ；忽多・・6オ・・暫欝　　　　　　　　　　　　　　響劉愛敬

雛慧・・一ガル28淑蠣r回心・ナ・・

鵡憲かわゆがる77ウ・安暫欝簑籔巖かな・ひ

財
恵

亜
門

例
恵

ア
愛

帽
恵

甥
愛

カバユ
　　　　　71オ6心　ガル

カアイガル146オ2ア

カワユガル1G2ウ5ア

辮陣
暫翻蓑論

判欝憂麟

　一97一

95ウ5衣

77オ5安

カナシム　145オ3ア

カナシヒ

イックシミ

　ヲモフ

103オ1ア

146」i－6ア

漢語字
1869

新撰類
1870

新撰解
1874

二二集
1875

新撰解
1874



　
　
　
　
ス

麺
．
戴
睾
繊

ゴヒイキ

メデ

　マモル

オキニ
　イル

ハリアフ

51オ6心

51オ5心

711一　6心

104ウ3ア

類聞字
1875

薪聞字
i875

大全漢
1871

二二集
1875

談力点ミ9・ウ・衣暫欝

アイコク→ケイシソ1アイコク

”
拶

回
挨

ジ
児

π
愛

　　　　　　　　　敬神愛国

ア鰭驚・46オ・ア暫蟹

ア≦牲・46・m・ア暫欝

　なお，近代語研究室には，これまで，異なり約四万五千語にのぼる，「明治

初期全体語彙表」を作成ずみであるが，今圏採集の漢譜辞書の見出し語が，

新たにくわわり，検索上の利便がました。参考までに，漢語辞書によって追

加される語の若干を示すと，「明治初期全体語彙表」のアソ～アソワに含ま

れる113語に対して次の31語が追加される。

　アンオソ　　　アソキウ　　　アソキカ　　　アソギなウ　　　アソグソ　　　アンケソ　　　アァカウ　　　アソカウ　　　アンザイ　　　ブソサフ

　安穏　　行宮　　安居　　工業　　按軍　　按剣　　按講　　暗號　按罪　按察

　　　　　　　　　　　　　　　　アンシ　　　　アソシ　　　　　アソジク　　　　　シツ　　　あんじゆく　　アンジ　
　（全体語彙表「按察使」あり）　　暗識　　暗識　　譜熟　　闇室　譜熟　曼如

　アソシヤウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アソタイ　　　あんだん　　　アンチ

　案上　（全体語彙表「アンジョウ」とする）安泰　　驚淡　　安置　（全体語彙表

　　　　　　　　　　　　アソチソ　　　 アント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アソトク

　「安置ス」あり）　　　　少弟　　安堵（全体語彙表「アンド」とする）　　諦譲

　アソトソ　　　アンプ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アソフク　　　アソヘイ　　　アソミソ　　アソヤ　　　ァンレソ

　安頓　　安撫（全体語彙表「安撫ス」あり）按伏　　按兵　　安民　暗夜　無毒

　　　　　　　　　　　　　　　　アソワジヨタイ
　（全体語彙表「譜練ス」あり）　　安和舘泰

なお，〔付〕「語形の変遷のとらえ方とその枠組みの設定」は，便宜上，この

報告の風早にまわした。

　②『花柳春話』のふりがなつき漢字語の調査

　『花柳春話』のふりがなつき漢字語は，年報18に報告したように，本文の

漢字に対して，右側のふりがなは読み方を，左側のふりがなは意味を示すこ

とが明らかになった。そこで，右側のふりがなについて，字音，字訓，その

他に分類した。字訓のふりがなについては，表音式アイウエナ順の一覧表を

作成した。一例を示せば，次のようである。

　アア呼毒（一21べ4）　　　　　魚（三87ぺ6）
　　　　　　ア　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　で

　　　　　　野≧（三58べ7）　　　　　　　　　　　　時々（三11ぺ5）

　　　　　　　　　　　　　　　　一98一



　　　　　　強（一8ぺ2）　　【アイダ間宙（一48ぺ8）

　　　　　　ア　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アヒダ

　　　　　　鳴呼（一エ0ぺ6）　　　　　　　　　　　　間ヲ（ご．83ぺ8）

　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アヒダ

　アイ　相相ヒ見ルハ（付19ぺ1）　　　　　　　間二（一80ぺ10）

　　　　　　アヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アヒダ

　　　　膏　：四丁セザルヤ（付59ぺ10）　　　　　　　　間ユシテ（二89ぺ1）

アイアウ縫錘フナリ（四92べ11）｝　　簡ダノミナラス（三85ぺ1）

　　　　　　アヒァ　　　　　　　1　　　。，ダ
　　　　　　縫フノ（付3ぺ10）　1　　間・・（二120ぺ7）
　　　　　　　　　。ヒシ　　　　　｛　　　。。。
　アイシル　稲知　稲知ル（三38ぺ4）　1　　　　際　際二（四89ぺ9）

　字音のふりがなについては，漢語の単位認定のための基礎的調査として，

問題となる四字連続漢字の分類を試みた。すなわち，『花柳春型』における

四宇連続漢字を構成要素と文法的格関係から分類した結果，次のような類型

がえられた。代表的な例によって示すと次の通りである。用例は後要素に助

詞・助動詞がついた形であって一文節とはかぎらない。助詞・助動詞の認定

は，年報10「明治時代語の調査研究」によった。

　1　並立の関係

1．

2．

○＋○＋○＋0

タウソウミソシソ

庚宋明清ト（二65ぺ10）

OO＋00
カウイウダソワ

交遊談話スル（三62ぺ8）

シチテソバツタウ

七転八倒ス（三3ぺ12）

ビアイフンモン

悲哀憤懇二（付44ぺ7）

バクガク　タ　シキ

博学多識エシテ（三26ぺ1）

ガイウがツゾク

雅幽脱俗ト（三82ぺ12）

キはソガウ　
侶々三々トシテ（四50ぺ5）

ゐイ　コ　トクシツ

栄枯得失ヲ（付65ぺ6）　　　　i

ヲソニウトクジツ

潟厚篤実ノ（二126ぺ10）　　　　1

　　　　　　　　　　　　－99一

　　キワウシヤウライ
　　既往将来ノ（四106ぺ2）

　　ジソソジケソ
　　自尊自謙ノ（二66ぺ11）

　　ハソキ　ハンシユウ

　　半喜半獣ノ（三53ぺ5）

　　ガウシヤイツラク

　　i蒙蓉逸楽ヨ夢（三16ぺ5）

　　カウカクソウはウ

　　高閣層楼ハ（一67ぺ5）

　　ワウのウ　やエソ

　　王公貴人モ（三111べ9）

　　クノウハソモン
　　苦悩煩悶（付21ぺ10）

　　クワウリヤウタイド

　　廣蚤大度（二64ぺ4）

　　う　ダイシガウ
　　至大至剛（三109ぺ4）

　　ジソヒソむツカク

　　人口骨格（一86ぺ11）

3．　○○＋OO（繰り返し）



　　　バンシヤ
　　　萬謝≧≧ト（付58ぺ6）

　　　タ　シヤ　　
　　　多謝々々　　（三117ぺ2）

H　三門の関係

1．　主格十述格

　　○○＋OO
　　カツトウヒヨウカイ

　　葛藤氷解シテ（四87ぺ7）

　　　　なウスヰ
　　顔色憔埣シテ（二108ぺ11）

　　　　　レイラク
　　百花零落シテ（＝120ぺ1）

　　　　サイ　ビ
　　聲音細微エシテ（二85ぺ3）

　　　　タイヘイ
　　天下泰平＝シテ（付21ぺ3）

　　　ヒソカウ
　　励行醜汚ナレハ（一45ぺ9）

　　　イ　キヤウ　
　　意気揚々トシテ（三69ぺ7）

斑　修飾の閣係

1．　目的格＋述格

　　○○牽○○

　　　　ケン　ビ
　　絃歌舞鶴ノ（四12ぺ9）

　　　　チツコウ
　　正体臨調　　　（付33ぺ6）

　2．　連用修飾格十被連用修飾格

　　○○＋○○

　　　　ガウキフ
　　一聲號泣シテ（付47ぺ6）

　　　　ハツヤウ
　　一聲発揚シテ（一9ぺ1）

　　　　　　　　　（≡…三128べ9）

　　　　　　　　　（四32べ11）

i

一　100　一

トソシユ

頓首々々　　（付10ぺ1）

キサク

奇策々々　　（四10ぺ3）

ガソシヨタサウゼン

顔色蒼然トシテ（三112ぺ11）

シユクシガウ　

祝詞丁々タリ（三17べ5）

シ　リンセをバク

四隣寂翼タリ（三17べ5）

シセイやウハク

死生窮迫ノ　（付20べ11）

クワイセネトツゴツ

怪石突兀　　（一1ぺ7）

ガウレイイチメイ

三門一一鳴　　（i蕊49ぺ11）

セウ　ゴナン　

墜語哺々　（一86ぺ8）

ヵウルヰセンカヴ

紅涙千行　　（i墜112ぺ5）

　　セイラウ
天気晴朗　（二63ぺ1）

　　　　ヤウ　ヨ
　　一越揚呼シテ（四21ぺ7）

　　　　ハツヤウ
　　一飛発揚　　（四51ぺ8）

　　　　ガクゼソ
　　一目樗然　　（付47ぺ6）

3．　連体修飾格月内連体修飾格一

　（1）○＋○○○

　　　ダイシヨキクワン
　　　大書記官ua（三72ぺ9＞

　　　　もイザヴシぱ
　　　一製造所ノ（一1べ12）

　　　　　サツ　シ
　　　一小冊子ヲ（二63べ2）

　（2）○○＋○○

　　リソイソヂウヤグ

　　婚姻條約二（付63ぺ6）



　　　　　キヨウワセイタワ
　　　　　共和政党二（三42ぺ12）

　　　　　　エウ　ム
　　　　　第一要務ナリ（三25ぺ11）

　　　　　グソリツガクシ
　　　　　軍律学士ト（付58ぺ1）

　　　　　　ケソカウ
　　　　　各岡樺衡ノ（三44ぺ9）

　　　　　クウテウロウカク
　　　　　空中塗婁閣ヲ（二二91べ3）

　　　（3）　　○○十〇（＝）

　　　　サイクワイ
　　　　再會以来ノ（三45ぺ12）

　　　　　ブンシユウ
　　　　分：袖以來　　（三76ぺ12）

　なお，以上の諸類型のうち，

するかの認定は，苓後の問題である。

　（3）近代語研究資料の調査

（4）○○○＋○

　　アソトウエイリ

　　暗燈影裏二（四86べ4）

　　ラヤシソ
　　窩眞店豆頁二　（四27べ9）

　　ケイハクシヤリウ

　軽薄者流ト（四25ぺ7）

　ザツハウラソナイ
　　雑報欄内ヲ（付55ぺ5）

　　チチウカイトウ
　地中海頭　　（二42べ10）

　　ス　フソジ　カソ

　数分晦闘　（付2ぺ3）

どの場合を四字漢語とし，どの場合をこ語と

　本年度は，京都大学図書館，大阪女子大学図書館，立教大学図書館の洋学

資料および明治初期翻訳小説などを調査した。京大では有本利三郎氏，大阪

女子大では玉井敬：之氏，立教大では伊沢平八郎氏のお世話になった。

　　　　　　　　　　　　E　今後の予定

　来年度は，漢語研究の著書。論文目録の作成，漢語認定のための基礎的調

査，翻訳小説の漢語のカーード化と一覧表作成を予定している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（見坊）

　　　　〔付〕語形の変遷のとらえ方とその枠組みの設定

　問題の発見と問題の整理

　明治初期の漢語辞書（以下，簡単に漢語辞書と呼ぶことが多い）を通読し

て感じることは，知らない単語が多いということよりは，知っている単語，

知っている漢字でも読み方の違っているものが多いということである。
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その印象を整理してみると，次の三か条になる。

1　現代の読み方と違うものが多い。

　クハツダツ1）
達
　
”
争
　
シ
食
　
抑
學
　
川
話
　
勉
日
　
励
壌
　
跡
撃
　
ギ
偽
　
引
馬
　
巡
行
　
・
露

翻
　
材
競
　
ザ
坐
　
彊
藪
　
砂
笑
　
牌
璽
　
ψ
接
　
一
側
　
・
詐
阿
土
　
〃
頒
　
纐
暴

　上例のうち，

大部分は漢音である。次に現代の読み方と違うものをみると，

　2　漢語辞書の読みには漢音によるものが多い。

　漢音による読みのうち，羅立った傾向を上げると，

　　（1）むかし漢音，いま呉音

　　（2）　むかし漢音，いま慣用音

　の二つが週につくようである。

　（1）むかし漢音，いま呉音の例
　　いつくわ
　　一和　　漢語字類1オ（広島熱語解，日誌字解，大傘漢語解，漸撰字解，掌中類

　　　　　　聚漢語集も）

　　イツパウ
　　Pt毛　　大全漢語鯉1ウ（なお，パウも漢音）

新撰字解103オ（丸心宇品，大全漢語解も）

新撰字解118ウ

大全二漢語チ解44ウ

大全漢語解81ウ

大全漢語解117ウ

漢語字類48ウ（虚血字類，薪撰字解，音訓薪聞字引も）

大全漢語解77オ

大全漢語鰐104オ

漢語字類102ウ（新撰字類，大全漢語解，新撰字解も）

新撰字類17ウ

臼誌宇解45オ

大全漢語解85ウ（新撰字解も）

　「達」を除き，すべて『大字典』の親字に，その音があり，

1）振りがなは，引用書のまま。読みの違う部分の漢字をゴチック体で示す。
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　かづくわ

　　　　　漢語字類105ウ（新撰字類，大全漢語解，掌中類聚漢語集も）　講和

　クワがク

　騨睦　　　　　大全漢語解40オ

　キロウハイ

　興慶　　　　　大全漢語解135オ

　カフアイ

　　　　　大全：漢語解104ウ　狭隆

　かうれつ

　　　　　漢語字類95オ（新撰字類，大全漢語解，掌中類聚漢語集も）　行列

　イツシ
　　　　　薪撰字解8ウ　逸享

　クワ　シ

　　　　　掌中類聚漢語集72ウ　過購

　リソシヤウ

　　　　　大全漢語解1エ5ウ（新撰字解，掌中類聚漢語集も）　稟上

　チコウシヤウ

　　　　　大全漢語解179オ（掌中類聚漢語集，音訓新聞字引も）　箆傷
　ちよくふん

　　　　　新撰字類21オ（大全漢語解も）　勅問

　ほうしゅん

　　　　　新撰字類13オ（新撰字解も）　矛盾

　れいこく

　　　　　薪撰字類40ウ（大全漢語解）　領掌

　かうれい

　　　　　漢語字類79オ（新撰字類，大全漢語解，掌中類聚漢語集も）　綱領

（2）むかし漢音，いま慣用音の例

　セイクワ

　歳華　　大全漢語解92ウ

　　　　　なお，大字典No．5666によれぽ（1）〔重貫〕サイ〔漢〕〔県〕セイ〔漢〕セ

　　　　　ツ〔呉〕セチ（2）〔漢〕〔呉〕サ。

　ナユ　イ

　注意　　大全漢語解96ウ

　　　　　なお，大宮盛N（L6091によれば，〔慣〕チュウ（1）〔漢〕〔呉〕シ＝（2）〔漢〕

　　　　　〔呉〕シ＝　チェ㈲〔漢〕シウ〔呉〕シPt．o

　コウカフ

　葡合　　大全漢語解137ウ

　　　　　なお，大宇典Ne．117Gによれば，〔慣〕ガフ〔漢〕〔呉〕カフ。

3　濁点がないからといって誤りとは君えない。（清音ならば漢音，濁点

　　　　がつけば呉音という対応関係が多いので）

　このことは前項とも関連があり，例も一部あがっているが，念のため数
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例を追加する。

　イチクソ

郡
脚
在
シ
時
滑
上
弼
大
ト
土

一
　
鱒
行
竺
　
”
案
イ
偉
イ
異

掌中類聚漢語集5オ

二二字類3Gウ

掌中類聚漢語集4ウ

薪撰字辮146回

訓全漢語解18オ

薪撰字解7ウ

　イフタウリヤウタン

　一刀両臨大全漢語解3ウ（掌中類聚漢集も）

　イツシ　トウジソ

　一視同仁　掌中類集漢語集5オ

　　イツタウ

　逸道　　　漢語字類116オ

以上の印象その他を問題点として整理してみると，

1　漢語辞書の問題点とその整理の方法

　1　読みの問題点とその整理の方法

　2　漢語辞書の評価の問題

　（1）辞書内の差と辞書間の差

　（2）規範性の問題

　③　現実の反映の度合い

　3　漢語辞書の訳語の問題

　（1）訳語の方法と性格

　（2）訳語の由来

　4　漢語辞書の系譜と来歴の問題

　5　漢語辞書の性格とその位置づけ

且　その他の問題点とその整理の方法

　1　現代漢宇音の来歴とその性格

　2　漢和辞書の性格と評価の問題

　（1）辞書内の差と辞書間の差
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　　（2）字音の性格

　　（3）新しい慣用音の発生

　　（4）国語辞書との差

　明治初期の漢語辞書内の状況を手がかりとし，現代の漢和辞書あるいは現

代通用の漢字音と比較しながら，問題をさぐり出し，その整理の方法を考え

ると，以上のような展望が闇けてくる。

　しかし，近代語研究室の当面の課題は漢語辞書の分析にはない。

　ここでは，漢語の語形の変遷の研究に直接結びつくべき範囲に問題をしぼ

り，1の1についてかんたんに考え方を述べてみようと思う。

　読みの問題点とその整理の方法

1　立ち場の設定

　明治以降の言語は，広い意味での現代語の一部とも言える。漢字の知識が

ひと通りあれば，通読することは比較的容易である。したがって，明治時代

の言語を変遷の立ち場から観察する試みは余りなされていない。ひとつは，

振りがなその他，語形を確実に知りうる資料の整理がほとんど行なわれてい

ないからでもあるが，明治時代の漢語を読むにあたって，明治時代の読み方

を復：原しなければならないという意識はほとんどないかのようである。

　しかし，たとえば「是非」「福祉」を，明治の人ならば「シヒ1弓　rフク

チ2’」と読みえた事実を知るとき，常識だけにたよって明治時代の漢語を読

んでよいものかどうか，白紙の状態に立ちもどって反省しなければなるま

い。

　この調査研究では，現代人の常識的な漢宇の知識を離れ，また単に音か訓

かだけの広すぎる立ち場を捨て，白紙の立ち場で明治初期の漢語辞書におけ

る字音語の読み方を整理し，そうすることによって，明治時代の漢語の読み

の状態を明らかにし，現代にいたる変遷をたどる資料を得ようとするもので

1）　大全漢語解83ウ。なお，大字典Nα4駁2によれば，ゼは慣用音，シは漢音である。

2）新撰謎解126オ。なお，大字PtL　No．　81　09によれば，シは慣用音，チは漢音，呉音

　共通の音である。
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ある。

　漢語の謡形の変遷を取り上げるにあたり，われわれは，次の基本的立ち場

を設定した。

　1　特定の語形または語形群の変遷をたどるのではなく，与えられたすべ

　　　ての語形の変遷をたどること。

　2　語形の変遷を個別的に明らかにするだけではなく，集合としての全体

　　　の状況を，変遷の面からとらえること。

　3　特定の時点に存在した語形の変遷を追跡するのではなく，それ以後に

　　　出現した語形もすべて取りこんで考察すること。

　4　主観的判断や冤識にたよるのではなく，客観的なものさしに照らし一

　　　定の手順で処理すること。

　明治初期の漢語辞書八種に含まれる見出しは延べ約三万八千語，字数にし

て延べ約七万九千字（四字漢語など約3％を含む）ある。われわれの基本的

立ち場に従えば，三万八千の熟字，七万九千の単字のすべてについて読みを

確認し，漢音・呉音などに分類することから出発しなければならない。作業

の大部分は，既知の知識の：再確認に終わるだけかもしれない。しかし，その

再確認（記録を含む）は確実な事実の蓄積のためには必要欠くべからざる手

続きである。個人の作業としては手に余るものであろうが，共同で研究を進

める当研究所の仕事としてはふさわしいものと思われる。

　要するにわれわれは，“変遷”というものを，与えられた材料の十分な活

用により，幅広く観察し，いっそうみのり多い成果をあげることを期待して

いるのである。

2　枠組みの設定

　この調査研究にいう語形の変遷とは，“同じ表記形式に従う，同じ意味の

枠内にある字音語の読みの変遷”と約束する。

　たとえば，洞察はトウサヅ）からドウサツへと変遷し，枯痩はコシ＝

1）　令典熟語解16オ。（臼誌字解，薪撰字類，新撰字解，音訓薪聞字引も）なお大

　字典Nα6125によれば，洞は漢音トウ，呉音ドウである。
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ウbからコソウへと変遷し，盗癖はキョウヘイ2）からケイヘイへと変遷した，

というように整理する㌔

　語形の変遷を整理するに番たって，次の諸点に注意して，整理の枠組みを

考えた。

　（1）　語形と表記とを区別して考え．ること。

　語には，これを音声化したときの音声形式と，文字で書き表わしたときの

表記形式との二つが考えられる。ここでは，漢和辞書の熟字の部に兄繊しと

して示された語の読みにあたる字音を語形（くわしくは，音読したときの語

形）と呼び，表記形式と区別して扱うことにする。同語異表記の変遷は，語

形の変遷とは別に扱う予定である。

　（2）変遷と変化とを区別して考えること。

　変遷と変化セこは共通の面もあるが，今は両煮の異なる面に着厩し，変遷と

は，ある時間の中で認められる変化である，と約束する。変化は，時の流れ

の中に入れなくても考えられる。たとえば化学変化の中には，二二に起こる

ものがある。

　（3）語形の変遷と語形変化とを区別して考えること◎

　語形変化という語は多義的である。ドイツ語の名詞の格変化，日本語の勤

詞の活吊なども語形変化と言えそうである。このような多義性を排除するた

めに，語形の変遷という名称を使う。

　上の規定によれば，語形変化の変遷も轟然考えることができる，という利

点が得られる。

　（4）変遷を非変遷と対立させてとらえること。

　ふつう変遷というと，変遷したものだけを取り上げるようだが，これでは

1）大全漢語解88ウlrr　＝シウ」Qなお大字典M7654によれば，痩は慣罵音サウ，

　漢音シウ，呉音シー＝である。

2）新撰漢語字類57オ「けうへい」。なお大字典N6876によれば，勤は漢音ケイ，

　呉音キヤウである。

3）　この段階は素材の収集，整理，分類の段階なので，考察・批判・分析は行わな

　い。
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全体の状況の中での変遷をとらえることはできない。

　変遷したものと変遷しなかったものとを対等において，両者を含わせた全

体を一つのものと考えることによって，何が変遷して何が変遷しなかったか

がわかり，変遷を促進しあるいは阻害する要因が何であったかを積極的に明

らかにすることができるであろう。

3　二つの時点での比較親照

　変遷をたどるためにはいくつかの時点，または，いくつかの（異なる時点

に成立した）文献における状況を明らかにすることが前提となるはずである

が，ここではその第一段階として，二つの時点（明治初期と現在）を設定

し，これをモデルとして，変遷をとらえる方法について考える。

　（1）変遷と使用・不使用との関係

　いま，ある二つの時点をとったばあい，それぞれの時点での個々の語の使

用・不使用については次の四つの場合が考えられ，それ以外は考えられな

い。（便宜一ヒ，二つの時点を明治初期および現代と表わし，使用・不使用の

状況を簡単のために○・×で示すことにする）

　　　状況　闘治初期　現代　　　備　考

　　　1　　　0　　　0　　語がひきつづき存在するぼあい

　　　2　　0　　　x　　語が溝滅したばあい

　　　3　　　×　　　○　　語が発生したばあい

　　　4　　　×　　　×　　過去も現在もそんな語はない，というぼあい

　語形の変遷というばあい，当然のように状況1のばあいだけが考えられ，

特に，その中でも研究者の関心をそそる特定の語形だけが問題とされる。し

かしそれでは幅の広い考察はできない。

　（2）顕在的変遷と潜在的変遷

　変遷をとらえる基準点は過去におくこともできるし，現在におくこともで

きる。われわれは現在を基準点として変遷をとらえ．ようとする。

　明治初期を愚発点として語がどのように変遷していったかを考えるという

ことは，明治初期の語形がどように最初の語形から離れていったかを考える
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ということである。これに対して，現在を基準点として変遷を考えるという

ことは，明治初期の語形がどのように現在の語形に接近・一致してきたかを

考えるということである。素材は同じでも，観点と意味づけはまったく異な

ることに注意されたい。

　現在を基準点として変遷を考えるさい，状況1は実現した変遷と考えら

れ，これに反して状況2は実現することなくしておわった変遷と考えられ

る。つまり，事情が許せば状況1と同じ条件のもとで実現するはずだった変

遷が状況2の中にはひそんでいると考えられ，その意味で状況1に対して参

考となるべき情報を含んでいる。状況1を顕在的変遷と呼ぶならば，状況2

は潜在的変遷と呼ぶことができよう。

　たとえば「急雷」1’「向陣」2’という語は現代語本位の小型国語辞書にはの

っていないけれども，現代の漢字の知識によれぽそれぞれ「キヨシュウ∫コ

ウジン」と読まれるはずである。つまり，「渠酋」ド行陣」はそれぞれキョ

ユウからキヨシmeウへ，コウチンからコウジンへと変遷するはずだったが，

語そのものが消滅してしまったために，この変遷は実現しなかった，と考え

られる。

　過虫の語形への接近のしかた一作業の手続き一一

　過去の語形を処理するさいは，予断をさしはさまず，原形に忠実に処理す

ることが第一要件である。自己の現有の知識によりかかるとき，往々にして

現代語として処理する結果におちいりやすい。

　明治初期の漢語辞書のばあい，過去の木版本の通例にもれず，濁点，半濁

点のつけ方は必ずしも厳密でない。一方，清音ならば漢音，濁点が付けば呉

音・慣用音といった対応もかなり見られるので，現代通用音の常識で主観的

に処概することは許されない。

1）　新撰字類88オには「きよゆう」と振りがながある。なお，大字典Nα12261によ

　れば，酋は慣胴音イウ，漢音シウ，呉音ジユであるQ

2）　薪撰字解57オ々こは「ヵウチソ」と振りがながある。なお，大字奥聾α12854によ

　れば，陣は漢音チン，呉音ヂソである。
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　たとえば「挫折」を「サセツji）と読ませるなど，現代通用音の観点から

は，明らかに濁点の脱落と考えたいのであるが，「サ」が漢音であることを

知るとき，漢語辞書としては「サセツ」が筋の通った読ませ方であるとも考

えられ，慎重に研究した上でなければ判定はくだしがたい。

　また，　「裁判」を「サイハソ」と読ませる2）なども，当然「サイパン」と

連濁にしたいところだが，過去の老人の談話語に「サイパン」の語形があっ

たことを記憶している人がいく人かおり，現代の連濁の傾向と明治初期の連

濁の傾向とを別途に比較対照する必要性を暗示している。このような意外な．

経験は枚挙にいとまないほどなので，白紙の立ち場に立っての作業手続きと

しては，次のような順序で逐次接近を試みつつ，素材を整理することにし

た。

　まず目標を明らかにしておかなければならない。接近の演標は，漢語辞書

の見出しに示された読みと現代通銅の読み（懸りに現代通用音と呼ぶ）との

差を明らかにすることである。

　ここに現代通用音とは，漢語を現代人の常識に従って読むときの字音をさ

す。いわゆる当用漢字音訓表の音は，すべて現代通用音の代表といってよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おんい。現代通用音は，訓に対立させて広く考えれば音であるが，これを漢和辞

書の枠の中で分類すれば，漢音・呉音・唐宋音・慣用音などに分かれる。

　そこで，（1）現代通用音を一定の規準で客観的に整理し，次に

　　　　　（2）漢語辞書の読みを同じ規準，同じ手続きで整理し，

　　　　　（3）両者を同じ水準で比較対照できるようにしなければならない。

1　第一次接近

　上記の手続ぎをとるために，第一次の接近として，『大字典』に示された

1）　七二漢語解76ウ。　（「ザセッ」と読ませる漢語辞書もある。）なお，大字典No．

　3798によれば，「ザ」は呉音，i’サ」は漢音，または漢呉共通音である。　（大字

　典「音訓引索引」にも「サ」の部に出ている！）

2）　新撰字類80ウrさいはん」，音訓新聞字引52ウrハン’」（「栽」に振iりがななし）。

　なお，大字典No．761によれば，漢音，呉音ともに「ハソ」である。
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字音を両者に共通のものさしと定める。つまり，大字典に示された字音を共

通のものさしに使って，漢語辞書の読みと現代通用音との一致・不一致の度

合いや，漢語辞書の読みの性格などを客観酌に比較対照する。

　しかし，『大字典』の字青だけを無条件に儒用してよい理由はないので，

『大字典』による作業が終わったらひきつづき第二次の接近を試みなければ

ならない。

手続ぎ1　漢語辞書の見出しに現われるすべての単字を，『大字典』の親字

　の部に求め，そこに示されたすべての音を記録する。

　〔例〕　講詐1）

　　　謡　　大字典ITo．11160　〔慣：〕キッ　〔漢〕ケツ　〔呉〕ケチ

　　　貢乍　　　　大字妻廷　No．10957　　〔漢〕　サ　　　　　〔呉〕　セ

　この段階では，見蹴しを構成する各単字の，ありうる音が列挙されたにとどまる。

手続き2　漢語辞書の則召しを『大字典』の熟字の部に求め、そこに示され

　た音を記録する。

　〔例〕越権　大字典No．1／160「ケッ・サ」とあり。なお，講の部の熟字は，すべ

　　　　てケツで始まる。（同書「詐」の部にも「総絞サ・ケッー」とあり）

単字の読みは，与えられた環境としての熟字の中で決まり，熟字の読みは

：交脈の中で決まる。　（辞書を手がかりとして考えるときは，現実の読書の

世界とは順序が逆：になる。）

この段階で確認されることは，次の諸点である。

　α）謡詐に対応する語形（読み）は，漢語辞書では「ケッソ」であり，『大字典』

　　では「ケッサ」であること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オゴん　（2）　「ケヅサ」の要素としての「ケッjrサjをそれぞれ『大宇典』の親字の音

　　にあてはめれば，いずれも漢音であること

　㈲　「ケッソ」の要素としての「ソ」は鑓大字典』の親宇の音としては見いださ

1）　翻（全漢語解』156ri一，『薪二三解』U8ウのいずれも「ヶッソ」と振りがながつ

　いている。
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れないこと11

手続き3　『大漢和辞典』を用いて，手続き1～2と同じ作業を行ない，検

　索の結果を記録する。

　〔例〕前出ド謡詐」について示せば

　　　　　　　　　　　　　　　　　ケツ　　言爾　　（No．35956）
　　　　　　　　　　　　　　　　　ケチ

　　詐（・a35373）1≡13ヤ〔集謝ll纈～1＝鰐〔繍〕縮切

　　謝劉（開の部には平袴。とあり）

手続き4　『大字典』，『大漢和辞典』の異同を調べ，比較対照の結果を記録

　する2｝。両辞典の異なる藺だけを示せば，

　　講　　　『大漢和辞典』は慣用音「キツ」を示さないQ

　　詐　　『大漢和辞典』は1一目⇒の別がある。Hについては，呉音が異なる。

　　〔講詐の読みは両者共通〕

手続ぎ5　現代通用音の立ち場から，漢語辞書・漢和辞書の語形と比較対照

1）　詐の音は，漢語辞書の中では「サ」「ソ」両用である。たとえば，

　　　サ　ボ
　　　詐偽　　　新：撰掌骨150ウ

　　　ソ　ギヒヤクタソ

　　　詐講百端　同上　　90オ

　　　キ　　ソ
　　　欺詐　　　　同上　161ウ

　　　キ　ソ
　　　講詐　　　　岡上　164ウ

　　辞書内の差だけでなく，辞書間の差をも考慮の範囲に入れると，この混用はい
　　　　　　　　　　　　　　　ソ　ギ
　っそう甚だしくなる。（P．102「詐偽」参照）
　　　　　　　　あと
　　なお，熟字の後要索としても同じ用法が現われることは，説得力を倍加すると

　思われるが，そのためには，語形の一覧表だけでなく，親字別の熟字一覧表の作

　成が先行しなければならない。

2）　この段階では，記録にとどめるだけであるが，比較対照の結果を検討するとき

　は，漢語辞書を共通のものさしとした，漢湘辞書間の差が瞬らかになるはずであ

　る。その差を利用することによって逆に，各漢癩辞書を評価する具体的な手がか

　りが得られるであろう。
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　し，その結果を記録・整理する。

　独断による誤りや，主観的判断による片寄りなどを防ぐために，なるべく

　しかるべき国語辞書を一冊決めて，それを利用した方がよいb。　（ここで

　は便宜上『広辞苑』を使って比較対照する）

　〔例〕　謡詐について言えば

　　きっ一さ（「けっさ」の慣用読）いつわり。／けっ一さ　いつわり。〔見出しと語釈

　　　の部分だけを抜き書きした〕2｝

　この段階で始めて整理を行なう。

　この段階になって，やっと漢語辞書の語形と現代通用音による語形との差

が分類整理され，それぞれの特色性格も明らかとなり，変遷したもの，しな

いものの状況も明らかとなるであろう。

i【　第二次接近

手続き1　漢語辞書・『大字典』・『大漢和辞典』三者の閥に一致の見られる

　ものt：1　一一往除外し，一致しないものについて検討する。

手続き2　『大字典』・『大漢和辞典』に見当たらない単字，熟字およびそれ

　らの字音については，さらに研究調査を進める。

手続き3　偲々の字音（単字，熟字とも）のうち問題のあるものについては

　さらに研究調査を進める。特に慣用音の処理については，漢音・呉音との

　関係もふくめ，できるだけはっきりさせる。

　第二次の接近は，第一次の接近が終わってから取りかかることになるはず

1）個人の言語経験を内省するためならば，国語辞書はほんの参考に過ぎない。ま

　た，現代の通用音が乱闘としてどの程度定定しているか，などを客観的に判断し

　たかったら社会調査がもっとも有効である。

2）現在発売されている，見出し十万語以上の濁語辞典のうち，大部分は「きっさj

　の誰形だけを出している。「きっさ」「けっさ」の両語形を田しているものは『広

　辞苑』である。また『大言海』には，ぜんぜん出ていない。“「けっさ」の慣用読

　み”という意味の注記があるのは，『広辞苑』，『長潮園議辞典』だけらしい。

　　また，以上の結果によれば，国語辞書では，慣用音「キッサ」が一般的で，漢

　和辞書の状況とは差があるかのようである。
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であるが，大部分の字音は第一次の接近で処理がつくと予想される。

腿　第三次接近

手続き1　同時代の他の辞書資料と比較して，一致・不一致の面を比較・検

　画する。

　　　　シヨボツ
　〔例〕初登）は，ヘボンの『和英語林集成』初版（1867年）にも出てい

　て2〕，読み方，意味の両面で両者はよく～致する。漢和辞書では「ショハ

　ツ」の読みもあり3，，「ホツ」の音は漢和辞書の字音から直接には出てこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まえ　ないものである力沙，「獲心」「丁丁」など熟字の前要素の音として使われ

　ているうちに，独立したものと思われる。類微こはザツ　（←ザフ），リツ

　（←・リブ）などいろいろあり，大字典ではrザッ」　「リツ」を慣用音とし

　て示している。

手続ぎ2　同時代のなまの文献資料（新聞，雑誌，単行本等）について，裏

　づけとなるべき参考例を採集し，比較検討する。

　〔例1〕　「二二」について例示すれば，「明治初期全体語彙表」では，郵

　便報知新聞の追加語彙表に1例だけ登録されている4）。

　〔例2〕　「三二」については，同じく「明治初期全体語彙表」によれば，

　学術論説文献の中から1例だけ採集されている㌔

現実の作業段階としては，

1）心嚢字解179ウQ「コノハジマリ」と語釈がついている。

2）　SHO－HOTSZ，ショホツ，（hajime）・n．　The　beginning，　origin．（P．419）

3）大字典M759によれば，「ショ・ハツ（ショ・ホツ）」とあって，第一の読み

　はショハツである。

4）　大字典N“7707によれば，「獲」は〔漢〕ハツ，〔呉〕ホチとある。ボツの音

　は，元来独立した音ではないQ

4）「濱町住居ノ時モ表札ヲ有馬ト認メ所々二丁テ講詐偽計ノ行ピアル由」（撲書・

　雑文欄）

　　このびやうくわん　　おほむねしょほつ　　　　　　　　いぜんぜた

5）「此病患は大概初口より六日以前又は～」（平塚一子『夫婦衛生論』1872刊）
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　　カード化（一部ゼμックス利用）

　　参照カーード作成

　　五十音順排列

　　辞書別五十音順語形表作成（tt　pmヅクス利用）

　　八種総合五十音願語形表作成（ゼPックス利用）

まで完了した。

　製表にゼロックスを利用したことは，時闘の短縮には大いに役立った。た

だ，鮮明さその他の点に多少聞題が残った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（見坊）
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言語情報処理に関する基礎的研究

A　目 的

！　話しことば資料のファイル作成。

2　この資料における各種言語単位の現われ方（言語内，言語外の各種条件

　のもとにおける）の分析。

B　担 当 者

南不二男（第一資料研究室，43年3月2日からオーストラリアのモナシュ大学に出

張），松本昭（第一資料研究室，42年4月1H東京教育大学へ出向，以後も非常勤講

師として研究担当）

　　　　　　　　　　　C　使　用　資　料

　昭和38年度に松江市で実施した「国民各層の言語生活の実態調査」のう

ち，ある市民の家庭内で行なわれた一B中の発話全部を録音したもの。　（年

報15，146～153ページ，年報16，89～90ページ参照）。

D　これまでの研究経過

　研究計画としては，上記録音資料を文宇化したテキストに，形態音韻論

的，形態論的分析を施し，さらに種々の情報を付加したうえ，電子計算機に

入力し，処理を行ない，（1）テキストの磁気テープ作成，（2）形態素および単語

の用例つき索引の作成を一応の9標としている。これまでにできたものと

しては，

1　音声テキスト完成（16時間分全部）。

2　音素，形態音素の解釈学新一応完了（音声一一音素一形態音素規の変

　換則設定）。
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3　形態音素表記テキスト作成　　5時間分すみ（午前6時～午前U時まで録音

の分）。なおこのテキストには，形態素，単語および文にあたる発話の切

れ浸，発話番号，話し手，闘き手，文にあたる発話の種類についての情報

が付加してある。表記のための使用交字は，HITAC　3010，64文字コーード』

　（ローマ字，数字，その他の記号）。

4　形態音素表記テキストの紙テ・・一プへのパンチ。上記5時間分すみ。日本

　ビジネスコンサルタントへ依頼。

5　処理プPグラムとしてテキストの読みこみ，発話を主とするsortのプ

　ログラム，および形態素，単語のsortのプログラムの主要部分を完成。

　　　　　　　　E　本年度の調査研究開発作業

1　上記Dの形態音素表記のテキスト作成　3時間分（午前11時～午後2時・

　まで録音の分）。

2　上記E1分の形態音素表記の紙テーープへのパンチ。日本ビジネスコソサ

　ルタントへ依頼。

3　プログラム開発。語数カウント単語表ABCI頂，度数順，作成，用例出

典つき語彙表作成，発話者使用人別などによる分類謡彙表作成などのプP

　グラムの開発◎

4　各種語彙表作成。

　　上記E3のプログラムを用いてデータ（D3，　E　1の分）を処理し，上．

　記E3の各種語彙表を作成した。

5　テキストi整備。

　計算機にかけるための特殊記号を通常の音韻表記に改めて，一般の人に使：

　用できるようにタイプした。

6　語彙表整備

　用例つき語彙表により各単語について同語異語を判別した。

7　報告書作成の計爾

　内容について：大体の計蔽を立てた。
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F　今後の予定

　43年度においては，上記E7の計画にしたがって資料，結果の整理を行な

’L・，報告書の原稿を作成する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（石綿）
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社会構造と言語との関係についての

基礎的研究

A　目的・意義

　言語あるいは書語生活は，社会生活およびそれを規定している祉会構造と

密接な関係を持っている。その関係を明らかにするための基礎的準備的研究

を行なおうとするものである。

　比較的単純な構造を持つと思われる農村について，共通語生活と方言生活

との交渉・接触の面を重視しつつ，言語およびその用法（の変動）と社会構

造および社会生活（の変動）との関係を明らかにすることをE；ざしている。

　調査地点としては福島県伊達（だて）郡保原（ほばら）町地区および福島

市郊外の茂庭（もにわ）地区を選んだ。

B　担 当　　者

　飯豊毅一（音韻・文法を中心に言語および言語使用の面），渡辺友左（語

彙および社会構造，ならびに両者の関連の面）が担当し，東郷はるみ（旧姓

河東）が作業を助けた。

C　これまでの作業の経過

　昭和40年度に始めたこの調査は昭和4！年度までに汐（のようなことを行なっ

た。

　（1）老年層を対象とする，音韻・文法の方言体系の概略の調査と・一一一部の語

　彙体系（親族語および形容詞・形容動詞）の調査。後者については「福島

　県北部方言の親族語と形容詞の語彙体系一福島北部調査報告1」　（国立

　困語研究所論集3『こと1まの研究虚昭瀦42年3月）に報告した。

　（2）録音資料による実態調査。話し手の性・年齢・教養等の違いによって

　使用言語がどのように異なるかを調査するために録音採集を行ない，その
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うち8時間分について文宇化し，これより採集した約7万枚のカードによ

って分析を始めた。これは本年度に継続する。

く3）粒会構造の調査。各種統計表や記録により概観調査を実施した。その

一部は『社会構造と言語の関係についての基礎的研究（1）一一親族語彙と社

会購造一一一』　（国立国語研究所報告32）に報告した。そこでは戦後日本の方

雷社会の農業生産の構造と農家の消費構造がどのように変動してきたかを

全国的なわくと条件の中で福島県（北部）：方言社会について概観した。

〈4）社会構造と語彙およびその用法の構造との関連の調査。親族語彙につ

いて，それが親族組織およびその社会生活における機能とどのような関係

があるかをみようとした。これについては前記の国立国語研究所報告32に

報告した。

D本年度の作業

ユ　言語および言語使用の調査

　1ほ　音韻体系および文法体系の概略の調査

　　前年度までに準備的調査として，保原地区および茂庭地区の音韻体系・

　文法体系の概略の調査を行なったが，本年度もその補正調査を面接調査お

　よび採集録音とによって行なつたっ保原地区における老年者についてみれ

　斌，ほぼ次のような音素とモーラ表が得られた。

　　音素

　子音音素／p，b，　m，　t，　d，　c，　s，　z，　r，　n，　k，　g，　h，’／

　母音音素／e，ε，a，　o，　u／

半母音音素／」，w／

　モーラ音素／N，7／

　　モーラ表

　ツ　　　　　　　ヲ　　　　　　ヲ　　　　　　リ　　　　　　ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　

　u　　o　　a　　ε　e　　　　ju　jO　Ja　3ε　　　　wa　wε

　1）u　　po　pa　　pε　　pe　　pl　PJu　　pj◎　PJa

　bu　　bo　ba　　bε　be　　b1　bju　bjo　bja
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3
・
4
建
」
唐
｛
」
●
j
o
l
J
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CJO

sjo

zjo

rjo

njo

kjo

gjo

hjo

cja

sja

zja

rja

nja

kja

gja

hja

　コ　　　　　　　　　　　　　の

Cjε　Cコe

　の　　　　　　　　　　　の

Sjε　sje

　　　zje

njs

このモ・一ラ表において注目すべきことのいくつかについて述べる。

〈1）この地区の老年者の音韻体系においては／i／のモーラを欠く。すなわ

　ち共通語のような／i／，／e／の区別がない。

〈2）　また／ci／，／cju／のモーラを欠く。共通語のような／CU／，／ci／，　cju／

　　の区：別がない。

（3）同様に／si／，／sju／のモーラを欠く（／su／，／s圭／，／sju／の区別がない）。

〈4）同様に／zi／，／zju／のモーラを欠く（／ZU／，／zi／，／zju／の区別カミない）。

〈5）各モーラについてどのような音声的事実がみられるか，いくつかの注

　　昌すべきものについて述べる。

／’・／：［・：dz醐（会津），〔kε：kko］（貝），　iktuntSe：］（下さい）

　／jε／　　：　［hajε：］（早い），　〔bajs：］（場・念う，　［kta憩ijε：］（組合）

　／wε／：£sawε：da〕（騒いだ），［kowε：］（疲れている），［kawε：da］（乾いた）

　／cu／：こts戯g1］（月），［tats糠m議dz朔（たちまち），こts敵：tε：］（中隊）

　／cjε／：Ctott∫e：］（取りたい），［hanat亡∫ε：］（はなれたい），［1〈tant∫ε：］（下さい）

ノcje／：［nalat七∫e］（流れて），こtott∫e］（とれて），〔abat㌻∫e〕（暴れて）

ノsu／：［sdidztahadztu］（・．ヒノN），［sdisul］（すし），〔nas朝（委9
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／se／：［碑＝to］（生徒），　ts¢nse：1（先生），［鎚naga］（背中）

／so／：［sodo］（外），［osoell（遅い），ただし［hono］（その），［hogo］（そこ），

／sje／：［。mo∫e：X面白い），［0∬9：：・（白騎）

／sjε／：［kaga∫∫ε：］（お書きなさい），［nOma∫∫ε：3（お飲みなさい）

／zu／　：［dzdi葛a］（図画），　［madz磁］（i町），こdz敵＝go］（一月五）

／ze／；［叱e皿i］（銭），［ka砺司（風），〔dるemも醐（全部）

／zje／：〔kond3e］（これで），［sondge］（それで），［and3e］（あれで）

／njε／：［tonnjε：］（取れない），〔tadannjs：X立たれない），［tan捻1ε＝〕（たりない）

／ki／　＝　［kgimeno］（着物），　［k～碁k§：ユ（：機属戚），　［cigdi］（Y？1〈）

／kju／：［k鋤：kae］（九園），［C鋤：kae］（九回），〔c嫌：kO：〕（急行）

／kjo／＝こkjo：］（今m），［cio：］（今臼），［cjo＝ig耐（教育）

／h∀＝〔9茎to］（人），［∫ΣtQX人），［∫勢as磁］（東）

　／一t一／：［mado］（的），［kada］（肩），［tade］（立て）

　／一d一／：［mado］（窓），　こhada］（膨L），　［kado］（角）　’

／一cu／：£k蔵d珈］（靴），［madz敬］（松），［tadztu］（立つ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

／一zu／：［k藪d2＝敬コ（贋），　［ts敬dz藪］（地区D，　［kadz磁］（数）

　／『k一／：　［haga］（墓），　［kag’i］（詞i），　［SOgO］（底）

／一9一／：［ka鱒（鍵），［s島人（すぐ），［h鞠e］（禿）

1．2　録音資料による書語使用の調査

　前年度にひき続き録音資料の分析を行なった。保原地区：・茂庭地区の老

人男・老人女・青年男・青年女についての計8時間分の録音資料である。

音韻関係で分析を行なった項目は次の通り。

　保原地区4時間分（ほぼ春節相当の単位によるカード枚数19，042）

（1）共通語ヒに対応してヒが用いられるか，シが用いられるか。

（2＞共通語ソに対応してソが用いられるか，ホが罵いられるか。

（3）語中・語尾に．おいて共通語垂一音に対応してどのような二音声が用いら

　れているか（一k一か，一9一か）。

（4）語頭において，共通藷ki，　kl一に対応してどのような音声が用いられ

　ているか（k：一か，C一か）。
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　　茂庭地区4時聞分（ほぼ文節稲当の単位によるカード枚数　18，010）

　（1）共通語シ・ス・シュに対応してどのような音声が用いられているか。

　（2）共遜語チ・ツ・チュに対応してどのような音声が用いられているか。

　㈲　共通語ジ。ズ・ジュに対応してどのような音声が用いられているか◎

　（4）語中・語尾において共通語一レ音に対応してどのような音声が用いら

　　れているか。

　　文法関係においては

　（1）共逓語の「～が」　「～けれども」などに対癒する逆接の表現がどのよ

　　うに用いられているか。

　（2）共通語の「～から」「～ので」に対応する理由を表わす順接表現がど

　　のように用いられているか。

　（3）共逓語の「～へ」「～に」に対応する表現がどのように用いられてい

　　るか，0

2　社会構造の調査

　　本年度も前年度にひき続き．記録や各種統計表による概観調査を行なつ

　た。すなわち，

　　通産省の『商業統計表』『工業統計表』

　　総三：il！府統計局の『往民登録移動年報』『国勢調査報告書』

　　郵政省の『郵政統計年報』

　運輸省の『旅客地域流動調査』『貨物地域流動調査』

　文都省の『学校基本調査報告書』

　をはじめ．各種の既刊資料により調査を進めた。

3　社会構造と語彙およびその用法との関連について

　親族語彙を中心として，社会構造と三州語彙との関係をみようとした。

本年度は特に同族団関係を重視した。すなわち，（1）どのような岡族組織

があり．それがのどように社会生活のなかに機能してきたか，あるいは現

在．どのように機能しているか．②　同族i三二縣の語彙およびその用法が

　どのようであるか，（3）上記の（1）と（2）とはどのような関係があるか，を調
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　査した。これは来年度に継続する作業である。

　　　　　　　　　　　E　今後の予定

　ひき続き言語使用の実態について調査を進め，一方社会構造とその変動に

ついてもさらに各方面から調査を行ない，両者の関係を追究しようとしてい

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（飯豊）
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現代語の表記法に関する研究

　　　　　　　　　　A　調査の臼的・意義

国語の正書法を確立するうえに役立つ基礎資料を得るために，国語の交字

・表記法に関する関する諸問題を調査・研究する。

B　担　　当　　者

　調査研究の担当者は，斎賀秀夫・土屋信一・野村雅昭の三名であり，管野

裕子が作業を助けた。

C　これまでの作業経過

　昭和37年度以降，「現代雑誌九十種の用語用字調査」で得られた資料に墓

ついて，漢宇ならびに表記法に関する調査研究を行ない，その結果は，国研

報告22『現代雑誌九十種の用語用字』（第二分冊漢字表）や『年報』（15～17）

などに報告してきた。これらは書かれた文字資料に基づいて表記を分折した

ものであるが，国語表記についての問題点を明らかにするためセこは，そのほ

かに，実際に文字活動をいとなむ読み手および書き手を対象として，その表

記の実態や，文字・表記に対する意識・態度についても知る必要がある。こ

の見地から，40年度に，新たに「文字使用の実態調査」を採り上げ，送りが

なの問題を中心にごく小規模の準備的調査を実施した。4エ年度は，約180人

の被調査者に対して前調査を実施し，調査票の構成や質開形式および分析方

法等につき検討したうえで，41年度末から42年度前半にかけて本調査を開始

した。

　なお，42年度から，上の調査と並行して，「新聞語彙調査に伴う漢字およ

び表記の研究」を採り上げることになった。
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　　　　　　　　　　　　D　本年度の作業

1　文掌使用の実態調査（継続）

　本年度は，当初，（1）調査の実施，②集計用プログラムの作成および集計作

業の実施，（3）分析，（4）報告書原稿の記述，を予定していたが，（2）の半ばまで

しか実行できなかった。これは，調査の終了が遅れたことと，機械処理の段

階におけるデータのミスが予想外に多く．その検出と修正に時間を費やした

こととによる。

　（1）調査の実施

　前年度末に実施した，中学生を対象とした調査に引き続き，四月より八月

下旬までに，総計2，955人を対象とした本調査を実施した。調査対象は次の

とおりである。

A都内の中学校生従…………北区立稲イ寸中学校・江東区立砂町中学校・東京教育大学

　　　　　　　　　　　　附属中学校の生徒

B都内の高等学校生徒………都立赤城台高校。都立志村高校・都立千歳高校・東京教

　　　　　　　　　　　　育大学附属高校の生徒

C都内および近県の大学生…跡見女子大学・東京学芸大学・埼玉大学・聖心女子大学

　　　　　　　　　　　　　・立教大学の学生

D一般公務員…………一一一……税務大学校本科研修生・岩手県職鐵

E広報・社内報担当春・・…・…滋賀県職員・東京都職員・山形県職員の広報担嶺者，日

　　　　　　　　　　　　経連社内報セミナー受講春・日本広報協会広報セミナー

　　　　　　　　　　　　受講者

F公立小中学校教員…………中野区・板橋区・千葉県の小学校教員，北区・江東区・

　　　　　　　　　　　　千葉県の中学校教員

G園語学潜・研究者…………都内および近県の大学教官および願立闘語研究所研究員

　被調査者の性別および年令別の内訳は，次のとおりである。
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　調査は．大部分集合調査で行なわれた。D以降の町会人の中には，留め置

き調査をした集団も一部分ある。調査は8月下旬に終了した。

　（2）集計用プログラムの作成および集計作業の実施

　この調査で集計する事項は次のとおりである。

（7’）被調査者の構成を調べる。……各調査集団ごとに，年令別・学歴別・経験

　　　　　　　　　　　　　　　年数別などの表を作成する。

（イ）被調査者の送りがなに対する関心・知識の程度を調べる。・…・各調査集団

　　　　　　　　　　　　　　　ごとに，設問と年令・学歴・経験年数など

　　　　　　　　　　　　　　　との関係の見られる表を作成する。

〈ウ）送りがなと個人との関係について調べる。……各調査語の，集団別・年令

　　　　　　　　　　　　　　　別・学歴別などの表を作成する。

←）書くときと読むときとの表記の関係を調べる。……各調査語における，

　　　　　　　　　　　　　　　「書く表記」と「読みにくい表記」との組

　　　　　　　　　　　　　　　み合わせの，集団別・年令別・学歴別など

　　　　　　　　　　　　　　　の表を作成する。

（オ）関係のある語の松田関係の程度を調べる。……動詞と名詞（「行なう」と

　　　　　　　　　　　　　　　「行ない！，の類）・単純語と複合語（「晴
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　　　　　　　　　　　　　　　れ」と「晴れ着」の類）。類似した語（「養

　　　　　　　　　　　　　　　う」と「行なう」，「現われる」と「表わ

　　　　　　　　　　　　　　　す」の類）などの組み合わせの，集団溺・

　　　　　　　　　　　　　　　年令別・学歴別などの表を作成する。

　上記の集計作業を実施するために．準備段階を含めて，次のような作業の

流れを考えた。

　　調査票の内容をカードへ転記。1

　　調査票とカードの照合。ミスの検出・修正。2

　　カードを磁気鉛筆でマークする。3

　　ULP－ML磁気読取穿孔装置で穿孔。（三菱事務機械販売K．K．に依4

　　頼）

　　穿孔されたカードの内容を磁気テープに入れる。　（日立システムエソジ5

　　ニアリソグK．K．に依頼）

　　磁気テープの内容をラインプリンタで打ち出し，ミスを検出・修正する。6

　　データを集計しやすい形式に変換する。7

　　各コラムごとの集計。（ミスの検串と，大体の冤当をつけるため）8

　　ミスの検出・修正。9

10　集計プPtグラム1（縦軸に選択肢（最大8）の組み合わせ，横軸に年令

　　別を取った表を打ち出す）の作成。

11集計プロラム1の実行。

　11．1学歴・経験年数その他と年令との組み合わせの表の作成。　（集計事：

　　　　項（／7）（f）関係）

　11．2調査語と年令との組み合わせの表の作成。（集計事項（ウ）（⇒伽関係）

12結果の分析と検討。

13　集計プPグラム2（横軸に経験年数を取った表を打ち鴫す）の作成。

14　集計プログラム2の実行。

！5結果の分析と検討。

以下，横軸に学歴その他を取った表を打ち畠すプログラムを順次作成・実
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行し，集計表を作成する。

以上のf乍業は，次のように実施された。

1～3……9月上旬までに終了。

　4　……9月中旬。

　5　……9月中旬～下旬。

　6　……10月。

7
8
9
1
0
1
1

……P0月下旬完了。

…… P1月～12月中旬。

・…・・ P2月下旬～1月。

・… Q月上旬完成。

…・ R月末日までに11．1は終了。 11．2は（ウ）関係のみ終了。

　以上のように，本年度は、各調査項臼と年令との関係が見られる表の作成

の段階で終わった。

　2　斬聞語彙調査に伴う漢字および表記の研究噺規）

　この研究は，第一資料研究室と言語計量調査室が実施している「新聞語彙

調査」のうち漢字および表記の調査研究を，本年度より4年計画で行なうも

のである。語彙調査によって作成されたデータ（磁気テープ）に機械処理を

加え，さらに，アウトプットされたデータに人手による処理を施し，各種漢

字表・統計表を作成する。そして．その分析記述を行なうというのが，この

調査のあらましである。

　本年度は，準備的な段階として，電子計算機による処理方法の研究，なら

びに，長単位語データによる漢字調査の機械処理システムの設計およびプロ

ラムの作成を行なった。

（1）入力データ

　　語詞調査によって作成された，配列情報書きこみテープを入力データと

　して用いる。

　　このテープは，配列情報，出典情報，層別情報を持った，長単位語のデ

　ータである。そのほかに，部首理論コードテーブル，代表音テーーブルなど
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　も使用する。

（2）機械処理システムの設計

　　この処理システムは，二つの系列に大別される。一つは，出典情報を重

　視する系列で，見出し字について，五十音順に配列した，出典表，用例表

　の作成を目的とする。もう一つは，度数のカウントに主眼をおく系列で，

　部音順，五十音順，度数順の層燐度数つき漢字表を作成しようとするもの

　である。

〈3）機械処理プμグラムの作成

　　このシステムを構成するプPグラムは，次4の種類である。このうち，

　（i）と（ii）は，ほぼ完成し，（ii乏）と（iv）は，43年度上半期完成の予定である。

　　（i）　見出し漢字抽出プログラム……長単位語から漢字を抜き出し，1

　　　　　　　字：ごとのレコードを作る。

　　（ii）書きこみプログラム……必要とされるi青報（部首コード，代表漢

　　　　　　　字音，度数など）を書きこむ。

　　（iii）麓回議ウン1・プログラム……全体，層別の度数をカウソ1・する。

　　（iv）　印字処理プログラム……最終データを，ラインプリンターや漢テ

　　　　　　　レで印字する。

E　今後の予定

〈1）文字使用の実態調査……集計作業を引き続き進め，43年度上半期中に，

　　経験年数・学歴その他に関する表を作成し，分析・記述を進める予定で

　　ある。また，その結果は下半期のできるだけ早い時期に報告書原稿とし

　　てまとめ，刊行する予定である。

く2）新聞の漢字表記調査……43年度は，機械処理プログラムを完成して，本

　　格的な作業に入る。中澗データの機械処理およびその試行的分析が，主

　　な内容となろう。さらに，短単位語データによる，表記調査全体の機械

　　処理システムの設計も，43年度中に行なう予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（斎賀）
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電子計算機による語彙調査

A　目 勺白

　婦人雑誌，総合雑誌，雑誌九十種と続けてきた現代語の用語の実態調査

を，カードによる人為作業から電子計算機による自動処理に移して，データ

の処理：量をふやし，語彙調査の結果を今日的課題の解決に役立つようにする

ことを日的とする。

B　担 当 者

　第一資料研究室の林四郎（8月16日から第四研究部長に昇任），石綿敏雄（8

月16貝から第一資料研究室長に昇任），南不二男（43年3月2日から海外出張），田

中章：夫，松本昭（42年4月1日東京教育大学へ出向），江川清（42年1G月16帥｛］戸

大学より転任），および言語計量調査の斎藤秀紀，木村繁がこれに楽だり，第

一資料研究室の沢田さち子（42年8月3璃退職），小幡利子，益子芳江，堀江

久美子（42年4月1日採用），花井夕起子（42年9月1日採用），雷語計量調査室

の阿部㈹姓神山）典子，中野三千子，篠田美代・f一，小高：京子（42年7月16H

採胴）が研究作業を助けた。なお，プログラム作成機械のオペレートなど

の爾で，鷲i立電子サービス社から電子計算機の保守員として派遣されている

吉崎孝雄氏の助力を得た。

C　これまでの研究経過

　昭和38年から電子計算機導入の準備を始め，40年度に漢テレと計算機が設

置された（計算機は41年3月設概）。40年度には，語彙調査プログラム開発の

準備として漢テレを入出力とする用例つき用語総索引作成のプログラムを作

り，これによって芥川竜之介『くもの糸』の嗣例つき用語総索引を作成し

た。4／年度には新聞用語調査の本作業に取りかかり，調査資料として昭和41
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年の新聞3紙朝夕干胆年分をとりあげ，面積！／60のサンプリング，計電機

にかけるための前処理，計算機処理プログラムの設計と開発，語彙表の一部

分のアウ1・プッ1・を行なった。このうち，資料整備，サンプリング，サンプ

ルの区：画指定，長単位による語の分割，層別記入などの作業は41年度中にほ

ぼ完了し，処理プログラムの作成も4！年度中に完了した。漢テレによるさん

孔は1紙朝刊半年分について行なった。

D　本年度の調査研究作業

胴語調査の進行一用語調査の進め方全般について，はじめに述べておく。

　1．調査資料の準備，入手，整理。

　2．サンプリング。

　3．サンプル区画指定。

　4．長単位による語の分割。

　5．層溺の記入。4種の層別。

　6．漢テレ・打けん作業のためのテキスト作成（清書）。

　7．漢テレによる暴けんさん孔。

　8．機械処理プログラムの作成。

　9．同上プログラムによる機械処理。

　10．語彙表（長単位）の作成。漢テレ等による印字，および整理。

　且．中間処理（短単位分割，かなつけ，情報付加）。

　12．語粂表（短単位）作成。

　13．分析。

　42年度においては，前年度に1から5までが完了したあとを受けて畏単位

語分割の検査作業以下の作業について，調査研究の作業を続行している。本

年度の主な内容は次の通りである。

6．漢テレ。避けん作業のためのテキスト作成。

　単位分翻，層別記入および機械処理用特殊記号の記入の終わったサンプル

記事を，漢テレ作業者に見やすいように原稿用紙に転記した。転記作業自体．
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は本年度中に完了したが．転記作業終了後に行なう，長単位語分割，層別，

転記の検査は完了していない。

　なお，単位分割，層別記入については次の文献を参照。

　田中章夫「尊親国語研究所新聞語彙調査における言語単位」情報口無学会Compu－

　　tational　Mnguistics覆f三冠委員会　　資牽斗68－1，　1968。1・20

　林四郎「新聞語藥調査の概略と語彙分析法試案」園研報告31所収。

7．漢テレによる入力データの作成

　上記6で作成したテキストにより，漢テレ操作者が打けんし，電子計算機

へのインプットデータとなるさん孔紙テープを作成する。この作業には次の

三段階がある。（1）まず第一次データを作る。（2）印字シートに校正を施し，タ

イピストの打けんの誤りを修正する。（3）データを電子計算機にかけ，特定の

目的（データ・チェヅク）で作られたプログラムを通すことによって，漢テ

レの機械がおかした誤りである，誤さん孔，脱さん孔などを卒倒し，その誤

りを修正打けんして，完全な入力データを作る。この作業のうち．（1）に属す

る部分を今年度内に改良した。すなわち従来打けんさん孔に際しで毛質にモ

ニタプリントを行なっていたが，今年度からモニタプリントを切り離して，

別に行なうようにした。このため1こ能率の向上がみられた。今年度内では！

紙朝刊半年分および1紙夕刊1年分のさん孔を終了し（計47万長単位），初

年度以来合計さん孔量は68万長単位語となった（1紙朝夕刊1年分網当）。

　デ・・一mタのチェック・プログラムについては次の文献をみよ。

　木村繁「漢テレ・入力データのチェック」園研報告31所収。

8．　機械処理プログラム作成。　（前年終了）

9．機械処理プPtグラムによる計算機オペレート，処理。

　上記8で作成したプpaグラムにより1紙朝刊半年分の語彙表を作成した。

1紙朝夕刊1年分の計算機処理は本年度中に完了しなかった。

10．語彙表の作成。

　上記9の機械処理によって1紙朝刊半年分について次のような語彙表が作

成された。
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〇五十音順，出典つき語彙表（見出し語→漢テレ，出典→ラインブ夢ンタ）

〇五十音順，層別語彙表（見出し語一一・1．“テレ，層別度数→ラインプリンタ）

○総度数順語藁表（見出し譜→漢テレ，度数・順位：一→ラインプリンタ）

○総度数順，層別語彙表（見繊し語艸漢テレ，層別度数一・ラインプリンタ）

11．短単位処理。

　上記10で作成した長単位語奨表に対して，短単飽語への単位分割，漢字へ

のよみがなつけ，および語種・品詞・活用形・語構成上の役割などに関する

情報を書き添える。今年度には1紙朝刊半年分につきその作業を完了した。

この段階は人聞作業で，この作業結果をもういちど計算機に入力して処理す

る。そのプログラムの設計に着手した。

　短単位に付加する情報につL・ては次の文献を参照。

　嗣中章夫「第2次入カデータ（β単位）の付加清報について」『月報』67年7月号。

報告書の刊行　昭和43年3月14βの国立国語研究所研究発表会で発表した論

文に，それまで｝こ胴発したプログラム等に関する論文数等を加えて，『電子

計算機による国語研究』と題して報告書を編集刊行した（報告31）。

E　今後の予定

　43年度は，！紙覇夕刊1年分の長単位語の計算機処理を完了し，同じ量に

ついて短単位処理（処理プログラムの作成と機械処理）を行ない，中閲結果

として発表する資料を窪成する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（石綿）
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　　　　　　　　　　国語関係文献の調査

　国語に関する学問の一般を知り．あわせて学界の動向や世論の動きをとら

えるために，前年度に引き続き，本年度も，昭和42年1月から12月までの刊

行の図書・雑誌・新聞について文献調査を行なった。これらの文献1目録はそ

の他のig’ξ料。情報とともに，当研究所編『国語年鑑』（隠秘3年版）に掲載さ

れてているっ

　以下，そのおのおのについて分類し，冊数および点数により，大まかな傾

向を示すことにする。　（）内に前年の数を示し，今年のものと比較できる

ようにした。

　　　　　　　　　　　A　刊行書の調査

　岡語関係の刊行書について，書名・著（編）者名・発行所・発行年月日・

型．ぺ＿ジ数．ならびに内容を調べてカード化し，総数437冊の分類践録を

作威：した。

　　　　　　　　　　　　刊行書の分類とその冊数

塵（学）1

　国語一般

　園二更
i吾声．音韻l

l　　　　　　　l

匿・・翼

1語彙．謡講

I　　　　　　　l

　語彙・用語

　人名・地名

if　法1
ヒ　　　　　　　　ミ

匿・・雄

8
7
1
14

41

6
◎
1
8

1

9

11Lt．一・ee　ts・1

器臣1翌三測
（、，｝コミ・ニケ晒蝋

⑩i一髄二一＿＿
　　口察」三ヤ弦ブ判
（，）四型輌副

（・）趣語糖i

（8）i　隔教育一般

⑯1　学習指導搬
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言語技術（話し方・雷き方）23

27鱒

8　（5）

　　igg

6　（2）

8　ql）

2　（7）

4働
15鱒



　語彙・文字教育

　文法教奮

　聞く・話す

　読む・読書指導

　書く・作文指導

　文学教育

　幼児教育

　特殊教育

　学力調査

　国語教科書・教材研究

｝戸越卵1簸覇

匿評等剣

駆二聯瑠

　辞典・用語集一般

　国語辞典

　用語辞典・絹語集

2　（8）

2　（1）

1　（1）

11　GD

10　（5）

2　（6）

6　（7）

2　（“

2　as

15　（8）

2　（4）

39　aT

1　（1）

13　（9）

15　pm

匿

特殊辞典

索　引

『一一
P

詫

資　野

史　三

郷題・目録

年　鑑
ヨ
ロ

5　（2）

11　（6）

　　15　鋤

　　17　（41）

　　16　a9）

　　13　apt

381　（407）｛li｝

腫 画
岡語学その他　　　　　　11⑱

語彙・文法　　　　　　　9　（4）

方　言　　　　　　　　8⑥
国語教育　　　　　　　　　　　　　　　　11　　（4）

言語学その他　　　　　　3　⑰

辞典・St’1語集・資料　　　13　⑪

　　　　　総言十　　　　　437（462）隠

B　雑誌論文の調査

　主として当研究所購入の諸雑誌，ならびに寄贈された大学や学会・研究所

などの刊行物から，関係論文・記事を調査し，溝隠・筆者名・誌名・発行年

月・巻号数およびぺ・・一一ジ数などを記載したカードを作り，分類翔カード目録

を作成した。採録した論文・記；事の総数は2，095点に達した（連載物などにつ

いては，前年と同じく，各回ごとに1点と数えることはせず，その題職こついて1点

と数えた）。

　1　一般刊行雑誌，および大学・研究所等の紀要・報告類の種別数

a　一般刊行雑誌（学会誌も含む）・・

　国語・高文・言語ほか　　　　　97　　寝｝（｝）

方言・富豪　　　　　　　12　⑪

　国語問題　　　　　　　　4　（3）

国語教育　　　　　　　24㈲
　マス・コミ関係　　　　　15　CO）

外国語　　　　　　　　　9⑩

b　大学・砥究所等の紀要・報告類……

　　　　　　　　　　　　　　一　136　一

一254（244）種

　　　総合・週刊誌

　　　文芸・詩歌・芸能

　　　その他（教育・

　　　　　社会学・心理学ほか）

　　　本年度臨時に

　　　　　はいった雑誌

　193　（171）　種

1　〈1）

8　（4）

71　／57）

13　幽



2　論文・記事の分類とその点数

国語（学）｛

園　語　史

　国語史一般

　訓点資料関係
屠声・音韻｝

　音声・音韻一般

　史的研究

　アクセント・

　　　イントネーション

匿・蜀
　文勢・字体

　用　字

　表記
極・圃
　語彙・用語一般

　古　、旧

　現代語

　薪語・流行語

　外来語

　名づけ
　辞書・索引

巨＿墜i

101　團

28　Q6）

20　Claj

le　edi

7　QS

6　GS

12　qoD

16　ao

26　圃

i方言・民俗i

　方言一般

　各地の方言

　　東　部

　　西　部

　　九州・沖縄

　民　俗

ドこ葺＝汀ヨ

コミュニケーショソー般

言語生活

言語活動

　言語活動一般

　書く・読む

　話す・聞く

情報処理

46　50）

39　（53）

27　Q8）

3　（5）

3　〈r，）

le　（9）

18　（8）

ピ狂1巡二三牙1旦ヨ

一毅酌問題

新　聞

放　送

広告・宜面

出　版

丈法上の諸問題（三代語法）79

　：父法の史的研究

　敬語法

慶墾
　文章・表環一般

　箆的研究

蔽の瀬
上　古

巾　寒

中　世

近批以降

1国語問題

　　　　　　　園語問題一般

　　⑯　　　　表記法

56　幽　　　　　当用漢字など

33お・）乾麺
　　　　　　　国語教育一般

38絢　　　　　言語能力の発達

72〔79）　匡驕教散
　　　　　　　学習指導一般

　　　　　　　ことばの教育一般

9（8）　　二二。表言己教育

18　⑯　　　　語彙教育

14　　（7）　　　　　　〕支：法教育

12⑬　　　　ローマ宇教育

　　一　137　一

24　Be）

23鋤
39　（38）

24　（20）

1　（4）

7　a1

25　Q9）

23　（5）

25　（9）

20　as）

33　ee1）

3　〈O）

s　azi

11鋤
3　〈5）

2　（O）

24　鋤

13　al）

19　〈8）

39　（35）

！4　GO）

9　g3）

57　B7）

11　C6）

16　eto

9　（rtr）

7　（17）

5　（3）



　聞く・話す

　　聞く・話す一般

　　話しことば指導

　読む・書く

　　読む・書く一般

　　読解指導

　　読書指導

　　作文丁丁

　文学教育

　古典教育

　漢文教育

　特殊教育

　学力評価

　國語教科書・教材研究

匪語の蕨・覇

蓄語学｛

　言語一般

　意　味
　比較研究

　翻訳の問題

　夕虹語研究

　外国語教育（学習）

　各濁の雷語問題

｝資　料｝

　資料一般

　空語資料

14　a6）

5　（3）

36　GS

33　岡
27　（9）

44　（8玉）

21　Q9）

13　（5）

5　（8）

lg　ao）

9　（8）

28　岡

17　al）

95　（76）

11　（3）

22　ea
6　（7）

29　樋
28　G6）

17　afb

1隅｝

　目　録

歴・璽

i翻・画

国語（学）その他

語彙・文法

辞書・索引

文章・文体

方書・民俗

国語教育

雷語（学）その他

4　（3）

32　鯵

30　ag）

12飼
5　g6＞．

10　（2）

5　（7）

12　（tt｛）

22　（10）

計　1，831　（1，737）点

匡　蚕
　国語（学）その他

　音声・音韻

　文字・表記

　語　彙

　文　法

　文　体

　方　言

　国語問題

　国語教育
　　日本語の研究と教育

　晶晶（学）その他

38　（5）

6　（2）

14　（O）

40　Q＄

38　GO）

24　（9＞

29　za

6　（4）

9　（2）

8　（O）

52　（5）

総計2，G95（1，801）点

C　新聞記事の調査

　下記の諸新聞から，関係記事を切り抜いた。各月ごとに整理・製本し，資

料として保存し，閲覧に供している。

　切り抜き総数は1，639点で，その内訳は次のとおりである。

　1　斬聞の種類と切り抜き点数

厘欄F　　　　（　　X大阪）　　　　　　　14（6）

　　　朝　　臼　　　　　　　　　　　　　　　 524（198）　　　　　　　毎　　華…1　　　　　　　　　　　　　　　135（嫉8＞

　　　　　　　　　　　　　　　　一　138　一



（大阪）

曽聖　　th“
i孤　　クじ

（大阪）

東　京

産　経

（大阪）

碍本経済

　　　A
中部臼本

西田本

　　X

　一　（8）

・　258　（129）

　1　e8）

le2　（lel）

110　（19g＞

　一　（3）

　80　翻

42酬
78　幽

　北海道

魎荊矧
　　il本読書

　読書人

　図　書
　新聞協会報

　教育学術

　その他

115　（119＞

30　（53＞

35　劔

30　op

23　Cmp

ls　ag

35　囲

言十　1，639　（1，117），点

　　かっこの中は地方発行のもの。大阪の幽田房一氏から，関係記事のあ

　るごとに恵送されたものである。

血　中部日本新聞は4月までで購読をやめた（切り抜かれる記事の多くが

　東京新聞と同一のため）。

2　月別の切り抜き点数

1月

4月

7月

10月

143

127

119

127

（112）

（100）

（104）

（　89）

3　新聞記事の分類とその点数

魎爾二二霰i

瞬音痴

犀 　ミ宅

文字・表記

活字

笹　彙1

　語彙一般

　各穂…昌語

　新語・流行語・隠語

　外岡語・外来語

　辞　書

　問題語・命名

　地名・人名

2月　170　（87）　　3月

5月　127　（112）　　6月

8月　136　（83）　　9月

11月　13G　（79）　12月

1ユ9（lle＞

19　a9）

13　QD
3　（6）

304　C12）

58鰺
16　働

25　圃
31　eldi

89鰺
71鱒

巨一蚕

i文　体i

　文体・表現

i方．ヨ

　方言一般

　方言と標準語

　各地の方言

191　（1！3）

132　（104）

105　（　68）

132　（　66）

匿縫活1

　言語生活一般

　ことばの問題

　ことばづかいの問題

　敬語の問題
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6　（3）

lo　ao

19　ea
3　（5）

30　（6）

61　C16）

21　（7）

15　ea

22　a9）



塵翻i
　言語活動一般

　話すこと（聞くこと）

　書くこと（読むこと）

　読　書

巨塞亟1

塵問題1

　国語問題一般

　表記の問題

　　表記一般

　　当用漢字など

　　かなづかい

　　送りがな

　　かな書き

　　横書き・縦書き

　　地名。人名の表記

　　外来語表記

　　ローマ字

塵教育｝

　国語教育一般

　学習指導の問題

　　学轡指導一般

　　話す（聞く）

　　読む（読書指導）

8　（1）

47　Ge
6　〈4）

10　（9）

31　BO）

35　㈱
　　　i

lG⑱i

7翻

謂
1呼

線封
　　　i

47㈲

1割
　　　　
5Ge）1

　　書く（作文指導）

　文学・古典教育

　特殊教育

　視聴覚教育

　ローマ字教

　学力テスト

　幼児語教育

匿語学1

　言語一般

　霊棚語一般

　比較研究

　翻訳の問題

　外国語教育

　外国語に関する紹介漏・

準準の研究・鮪1

…コ…ケーシ・ヨ

14　el）

5　（1）

15　a8）

1　（一）

11ト）

6　（2）

15　a2

21　en

29鱒
6　（3）

20　（36＞

31　el）

4　（6）

4e　Be）

　マス・コミー一tw　　　　　　　8　⑫

　新　聞　　　　　　　　4（3）

　放：送　　　　　　　　18⑳
　宜伝・広告　　　　　　　7　（2）

　出　版　　　　　　　　18⑪

匿・櫛到　　脚2。〉

　　　　　　　言十　1，639　（1，117）ノ慧

　上記のごとく，切り抜き点数は昨年よりも500点あまり多かった。新聞の

種類別では朝日新聞が特に多かった。これは「江戸ことば」として，代表的

な江戸語について，語彙の面から解説されたものが，ほぼ毎日掲載され，切

り抜かれたからである。語彙一般の点数が昨年に比べて著しく多いのもその

ためである。

　各紙の投書欄（ことに読売新聞）に国語聞題に関する意見が，例年に比べ

て多く掲載された。これは，第8期国語審議会の審議経過（漢字・かな両部

会の報告など）が総会のたびに報道され，人々の関心をあつめたためかと思

　　　　　　　　　　　　　　　一140一



われる。

　なお，これら国語関係文献目録の詳細は，他の資料とともに，『国語年鑑』

（昭和43年版）に掲載した。

〔付〕　所外からの質問について

昭和42年度に電話で受けた質問件数を月別に示すと次のとおりである。

月8月8月7月6月5
年
月

42
S∴

774　1　52

10月

61　1　66　1　69　1　72

　i
69　i　　63．i一．

11月

65

12月
43年
1月

55　1　58

2．月 3月

72 撃Q

　高子の内容は，例年どおIJ＞，多方面にわたっていた。用字用語について

141件，漢字の読み89件，かなづかい43件，送りがな34件など。さらに今年

は，漢字の字体や筆順などに関して57件，敬語の使いかた33件などが，件数

の多いものとして目立ったところである。そのほか，当用漢字，文法，外来

語・ローマ字の表記，研究所および研究所の刊行物などについての照会など

も，例年のとおり質聞の多いものだった。電話質問のほかには，はがき・封

書による質問が25通，直接研究所に来所され質問した人が10人ほどあった。

　以上の質閃件数は，すべて記聞の係を通ったもので，所員が直接個人的に

受けた質問は含んでいない。

D　担　　当　　老

この調査および騨語年鑑の作業は，主として次のものが担当した。

　　田原圭子　　伊藤菊子　　中露根仁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田原　中曾根）
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図書の収集と整理

　荊年度に引き続いて，研究所における研究活動を遂行するために必要な各

種の図書，文献および言語資料を収集，整理，管理した。また，例年のとお

り各方面から数多くの寄贈を受けた。これら寄贈者各位の御好意に対して感

謝する。

　なお，昭和42年度に新しく受け入れた図書資料の数は，次のとおりである。

　受け入れ総数

　　　　　　　　　　　　　　和　　書・　　　　　　　　タ肩羅書　　　　　　　　　　書一i’

　　　鱗皇行本＊　　　　　　　　　　　　　　　　2，126　　　　　　　　　　　175　　　　　　　　　　2，301蓬｝1｝

　　　逐次刊行物　　　　　　　　543　　　　　　41　　　　　　584種

　　　新　聞　　　　　　　　　　　8　　　　　　0　　　　　　8種

　　　　＊抜き欄りを含む

　内　訳

1　購入図書資料

単行本

逐次刊行物

新　聞

亙　寄贈図書資料

単行本

逐次刊行物

新　聞

和　隅

1，　675

　　44

　　8

和　鍛＝

　t151

　501

　　0

ク隅書

　141

　　25

　　0

外園書

　　34

　　14

　　0

計

1，816冊

　69種

　　8種

計

485冊

515種

　o
（鈴木冗彦）
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　　　　　　　　　庶　務　報　告

　　　　　　　　　　A　庁舎および経費

1　庁　舎

所在　　　　東京都北区丁付西由町

　敷　地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10，030．11M2

　建　物

　　本　館　　　　鉄筋コソクリートニ階建　　　　（延）1，576．54M2

　　付属建物　　　　　　　　　　　　　　　　　（延）1，248．32M2

　　　　　　　　鉄筋コンクリート平家建書庫積層（3）（延）213．81M2

　　電子講髄鉄筋㌣タリー呼家建　　　118・　94　M2
2　経　費

　　昭和42年度予算総額　　　　　　　　　　　　　　　146，100，000門

　　　　　　　　　　　　　　人　件　費　　　　　　69，873，000円

　　　　　　　　　　　　　　事　業　費　　　　　　76，227，000円

　　　昭和42年度丈都省科学研究費補助金

　　　　　　　　　　　　　　総　会　研　究　　　　　1，390，000円

　　　　　　　　　　　　　　各　綱　研　究　　　　　120，000円

　　昭和42年度各所修繕費　　　　　　　　　　　　　2，155，000円

　　　昭和42年度施設整備費（資料庫新営）　　　　　　　2，750，000円

　　　　　　　　　　B　評　議　員　会

　　　会　　　久松　潜一　　副会長　有光　次郎

　　　　阿部　吉雄　　石井　良助　　江尻　　進

　　　　尾高　邦雄　　高津　春繁　　佐伯　梅友

　　　　佐々木八郎　　沢照　慶輔　　永井　健三
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中島　：文雄

西脇順三郎

武藤俊之助

1　定　員

　教官35　事務官
2叢昼織および職員

　　　　　　　　　職

圏立国語研究所　　　　所

第珊郷　　降
　話しことば研究室　美

郷きことぽ研究室

地方言語研究室

第2研究部

　国語教育研究室

　中村　光夫　　西尾　　実

　前田　義徳　　松方　三郎

　山本　有三　　渡辺　　茂

C　組織と職員

15　その他　26　計　76

　名1氏　名i　　備

長
長
長

室　　長

4
∬

夢

部
　
室

長

雰常勤

　　長

　　長

　　　　　　　　　　　　　　　考
　　　　　｝
岩淵悦太郎i

大石初太郎43。3．3／退職

宮地　　裕　42・4・ユ　大阪大学に配置換え

鮒韓・鳳編鹸轡懸セこ
鋼・豊州4ag・1主圃賄
融正治姫・噸蔵と四脚こ配
衛藤i蓉子

西毘寅弥i

　　　　　…

冨羅｝鶴聯研究官
　　　　　1
高木　　翠1

翫菊副・一程旛隙蜘・昇
　　　　　｝
徳川　宗賢

加藤正儒，
　　　　　I
l融誠1
i瓢．糊

グP，．＿タスi

l輿水実i
芦沢　節i
村石昭蜜
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　言語効果研究室

第3研究部

　近代語研究室

第4研究都

　第1資料研究蜜

第2資料研究室

職

室
　
部
室
　
　
部
室
　
　
　
　
室

　
｝　　天野　　清

　i中村　明42。4．1二幅
　　

；熱演t

脳橋刷
　｝大久保愛｝
　　　　　　　　　　　ミ

i慰四割
　　　　　　　　　　　　　ミ

長細網ll：1：・躍騨～瑚任
長i見坊豪紀｝
　　　　　　　　　　　　　
　i飛田　良文l
　l　　　　　l

i中曾根倒
　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

i簑築島熟＿採用

長∴諺1：三二薬ll局

長i石綿雛｝・一磯醐雪鰍細こ昇

｝臨不認

　：　　　　　l
　i松本　昭i42．4．1東京教育ブ（学に出向

抽劃一・鰍学・・難
　　沢田さち：予142。8．31　退　職

　i　　　i
i欝難i

長｝灘翻

　　一145一一



第3資料研究室

琶曹言吾言十至姦＝言馬査隻奎茎

庶務部

　庶務課

会計課

一
．名

長

職
　
　
　
　
室

l
l室長㈱

長
長
佐

　
　
補

　
　
長

部
課
課

長課

氏　　名　i　　備

　　　　　　伊藤　菊子｝旧姓塚田

東郷はるみ｝旧姓河東

芥川豊子i42．8．　31退職
　　　　　｝

由本文子142．9．1採用

獺秀ヲ㍉
　　　　　　土屋信一i

野村雅昭i42．4．1採用
　　　　　i
菅野　裕子｝
　　　　　｛
林　　四郎1

斎藤　秀紀

木村　　繁

阿部　典子　　旧姓神山

中野三千子

篠田美代子

弓、高　　京子　　42．　7．16　　韮采i　用

宮沢　武司　43．3．31退　職

鈴木

懸並ｻ
酬　剛

考

岡本まちi42・　s・1庶淵に艦鰍

蹴剛
　　　　　　　　　　　　　カ

　　　　i　　　i
　　　　l　　　　　l
　　　長1田牛清次郎i
　　　　ミ　　　　　　　　　　ミ
課長補佐｝甲骨　二丁1
　　　　…　　　　i
　　　　i渋谷正則i

　　　　i鈴木　亨i

　　　　l篇ジト士郎i
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図書館

職

連

判氏　名

長

伸・・
睡雅子
中村佐仲

船倉正章

安藤信太郎

陸村権治

岩田　茂男

見坊　豪紀

大塚　通子

大浪由紀夫

備

42．　6．　1

42．　8．16

42．　4．　！

考

採　用

図書館長を免ずる

採　用

　　　　　　　　　D　研究発表会の開催

　昭和32年度に，日本言語地図作成のための調査研究を開始し，昭和40

年度からその成果を刊行中であるが，それに関する研究発表会を，下記

要領により行なった。

　　　田　時　　昭和43年1月20日（土）午後！時30分～4時30分

　　　場　所　　銀座ガスホール

1
2
3

4．

5

あいさつ　　第1研究部長

「H本善語地図jの方法と意義

　　　　　地プゴ言語研究室長

どんな資料を使ったか

　　　　　所　貴

ある地図の解釈

　　　　　所　員

標輩語の地理的背：景

　　　　　豚　員

大石初太郎

野元　菊雄

力藤　i］三信

高田

徳川　宗賢

方君学・書語地理学の専門研究者のほか，文部省等関係官庁，関係各
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大学研究室，新聞報道機関等約150人が来会された○

E　内地留学生等の受け入れ

　氏　名

大田　芳秋

寺崎　幹雄

倉富　　忍

中村　安男

古藤　保雄

吉田　愛子

中藪淳一

林登志雄

島元　　厳

　勤　務・職　名

長綺県川棚小学校教諭

長崎県志佐小学校教諭

長崎県鷹島中学校教論
　　　／
長崎県厳原中学校教論

長崎県野州中学校教諭

長騎市立H見中学校教論

富由県西砺波郡福光町立
吉江小学校教諭

山ロ市立白石中学校教諭

琉球平野腸壁局指導主事

　　研　究　題　目

教育観の確立と指導力の
充実

　　　　　tl

　　　　　’ノ

　　　　　tl

　　　　　tt

スキル学習について

国語科の学習改善と，て
びき指導について
中学校における憂世・漢
字の三三とその問題点

内地研修

　研究期間
巨召和42．　8．16カtSら

　〃　8．25まで

　　　tt

　　　tt

　　　tl

　　　tt
日蔭禾日42．　8。16ヵ、ら

　〃　　8．22まで
昭和42．9．ユから
　〃　　10．31まで
目撃和42．11，20から

昭和43。1。20まで

昭和43．1。1から
　tt　　　3。31までt

1967．　5．　2

　　　5．　11一一12

　　　5．　22

5．　26

6．　8’一　9

6．　14

6．　18

82
　

6

92
サ

6

F　日 記 抄

東京都属黒星美学園小学校教諭杉村三枝子氏他3名研究所見学

第38回関東甲儒越地区国立大学庶務部課長会議（東京学芸大学で）

東京都爽横学園女子短期大学専任講師長谷州敏正氏他3名研究所見

学

東京都板橋区立板橋第3中学校教諭達山栄子氏研究所見学

丈部省主催筆立学校および所轄機関庶務部課長会議（国立博物館で）

セイロン国女部省視学窟アリヤダサ氏研究所見学

第64回国立国語研究所評議員会

議　事

　1．　昭和42年度研究計画について

　2．　昭和43年度機i箕i要求に．ついて

　3．昭和42年度地方研究員について

東京女子大学学生杵淵正子氏研究所図書館見学

アメ夢力・カijフォルニア州ジョン・スウェット高等学校教諭
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7．13

7．　27n－28

8．　23－24

8．　24

9．　26

10．　5一一　6

1e．　6一一　7

10．　27

11．16

11．　17

11．17一一18

／1．　28”一29

11．　29

12．　5

12．　9

12．　11

12．　20

1968．　L2e

　　　3．　21

ロバート・ペック氏研究所見学

ソピエ1・・モスクワ州立大学教授アイ・ヴイ。ゴロウニソ氏研究所

見学

昭昭42年度関東；三FJ信越，幻聴著作権講習会（箱根で）

女部省共済組合事務担当者打舎会（松本で）

宮崎漿立延岡工業高等学校教諭藤沢一雄氏研究所見学

読売新聞社　長沢振幅研究所見学

文部省所轄ならびに国立大学附置研究所長会議第3部会事務協議

会（神戸で）

第39園関東Ei三；信越地区国立大学庶務部課長会議（横浜で）

東京外悶語大学助教授吉沢典男氏他学生16名研究所見学

東京都墨田区立吾嬬第3中学校校長高見沢黒氏他20名研究所見学

お茶の水女子大学内地留学生内藤秀夫氏他6名研究所見学

文部省所轄ならびに国立大学面諭研究所長会議第3部会（日光で）

文部省所轄研究所長会議（奈良で）

二松学舎大学臼賭捷三氏他25名研究所畑鼠

長野県松本市鎌田中学校教諭小池氏研究所見学

早稲田大学教授廷村敏樹氏他14名研究所見学

第65渦輪立国語研究所評議員会

議　、

　1．　昭和43年度概算要求について

　2，　研究事業の中間報告

面立記念田　記念講演会を開く。　講師　鈷三伯梅友評議員（研究断

大会議室で）

国立国語研究所研究発表会（前記D）

第66圓圏立国語研究所評議員会

議　事

　1．研究報告

　2．昭和43年度の予算の内示について
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